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「ぐ、あああああああああっ！」



　暗く閉された空間の中心で、
俺
 おれ

 はたった
独
 ひと

 り、右腕を押さえていた。



　押さえていたし──
抑
 おさ

 えていた。



「ぐうっ！　があああ！」



　獣にも似た
呻
 うめ

 き声を上げることしかできない。俺の意志に反して暴れ狂う右腕を、かろうじて制御できる左腕で必死に
摑
 つか

 み、
爪
 つめ

 が食い込むほどに握りしめる。



　宿主である俺を無視して外に出ようとする『力』を、必死に抑え込む！



「や、やめろ……くそったれっ！」



　ずぶずぶと、黒い感情に
溺
 おぼ

 れそうになる。心の奥底から声がする。壊せ、全てを壊せ。狂おしいまでの破壊衝動が、俺の心を塗り
潰
 つぶ

 していく。



　俺という人格が上書きされる。



　自らの能力に──
喰
 く

 われる。



　神をも
灼
 や

 き殺す
煉獄
 れんごく

 の
業火
 ごうか

 。



　その名は──
《黒焰》
 ダークアンドダーク





「うおおおおおお！」







「ちょっとうるさいんだけどー」







　ぱっと部室の電気が
点
 つ

 いた。



　電灯に照らされ、我ら文芸部の部室の
全貌
 ぜんぼう

 がはっきりとする。使い込まれたロッカー、昨年買い換えたばかりで比較的新しいテーブル。巨大なスチール製の棚には、先輩からの贈り物（押し付けられたと言ってもいい）である無数の本がところ狭しと並んでいる。



「部室の外にまで
漏
 も

 れてたわよ。いったいなにして……って
安藤
 あんどう

 一人？」



「く、来るな
神崎灯代
 かんざきともよ

 ──
否
 いな

 ！　
《永遠》
 クローズドクロツク

 よ！」



「いや、否とか……そして、その呼び名を止めなさいよ」



「早く逃げるんだ！　俺が──俺でいられるうちに！」



「…………」



　灯代はジトーっとした目で俺を見ていた。床にうずくまり、右腕を押さえた俺を。



　完全に痛い人を見る目になっている。



「……ちっ。あーあ」



　なんか
興
 きよう

 が
削
 そ

 がれたので、俺はすくりと立ち上がる。右腕（別に
疼
 うず

 かない）で頭を
搔
 か

 きつつ、冷たい
眼差
 まなざ

 しを送ってくる少女を見つめ返す。



　神崎灯代。



　肩にかかるくらいの髪が、ブレザーの
襟
 えり

 にぱらりと掛かっている。端正に整ったかわいらしい顔立ちをしているのだが、ややキツい目つきと、気難しそうに引き結んだ唇のせいで、少し気が強そうな印象を受ける。



　まあ、実際気は強いんだけど。



　俺と同じで、この文芸部のメンバーである。



「ほんと灯代はノリが悪いよなー。マジないわー」



「いや、なによその反応。私が悪いみたいに言わないでくんない？　どう考えてもおかしいのはあんただから。部屋暗くして一人でなにやってたのよ？」



「右腕が疼いて
闇
 やみ

 の人格が
覚醒
 かくせい

 しそうになっていたところだ」



「……あー、はいはい。いつものごっこ遊びね」



「ごっこじゃねえ！　シミュレーションと呼べ！　いつの日か右腕が疼いたとき、お前はどうやって内なる自分と戦うつもりなんだ!?
 」



「戦わないし、疼かないわよ。まったくもう。あんたって
奴
 やつ

 は、毎日毎日飽きもせずによくそんな
厨二
 ちゆうに

 全開でいられるわね」



　俺の熱い説得を冷たく切り捨てて、灯代はテーブルへと腰を下ろした。相変わらずちょっと俺の扱いがひどい気がする。



　灯代はいつもいつも俺のことを厨二と馬鹿にするのだ。まあ、寛大なる俺はその程度で怒ったりはしない。どうせいつの日か灯代が『奴ら』に襲われたときには、俺の闇人格が活躍するのだからな。くくっ。
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「まったく。神崎という名字を冠するくせに、俺の世界観を理解できんとは」



「はあ？　ちょっとあんた、人の名前を馬鹿にすんのはやめなさいよ」



「馬鹿になんてしてねーよ。むしろかなり
羨
 うらや

 ましいと思っている！」



「それはそれで嫌っ！」



　もう神崎とか、かっこよすぎるだろ。神だよ、神。名前に神が入ってたらもうそれだけで人生勝ち組だ。



　神崎は、俺の中のかっちょいい名字ランキングベスト５に余裕でランクインだ。



　それに引き換え、俺は……安藤、か。ふん。まあいい。どうせ仮の名だ。



「あんたのせいで、
若干
 じやつかん

 自分の名字が嫌いになってきたわ……」



　灯代はうんざりとした様子で言った。いつまでも一人で立っているのもあれだったので、俺も向かい合う形でパイプ椅子に腰掛ける。



「てかさ、安藤」



　テーブルに
頰杖
 ほおづえ

 を突きながら、心なし真剣な眼差しで俺を見る。



「その厨二なシミュレーションもほどほどにしとかないと、あんた本当に
狼
 おおかみ

 少年になるわよ。万が一なにかが目覚めそうになったとき、誰も信じなくなったら困るでしょ。私達はもう、そういう世界にいるんだから」



「……ふん。わかってるよ。だからこそのシミュレーションだ」



「は、話が通じない……」



　がっくりと肩を落とす灯代。しかし、灯代の言いたいことも重々承知している。



　本当に異能に目覚めてしまった
 俺達は、もはや一般人とは違うのだ。











　半年前──



　我らが文芸部の部室は、
突如
 とつじよ

 
謎
 なぞ

 の光に包まれ、その場にいた五人全員が意識を失った。



　次に意識を取り戻したときには、五人全員が超常の力を使えるようになっていた。



　俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 が目覚めたのも、そのときのことだ。



　当然ながら、俺達は全員大混乱に
陥
 おちい

 った。いきなり意味不明な異能に目覚めたのだ。無理もないだろう。



　いったいなにがどういうわけで俺達が異能に目覚めたのかは、今でもわからない。



　神とでも言うべき超常の存在が俺達に力を分け与えたのか、はたまた、なんらかのきっかけで眠っている力が目覚めたのか。



　だが、理由がどうであれ　俺は正直──
嬉
 うれ

 しかった。



　ずっと
憧
 あこが

 れていた非日常の世界へと足を踏み入れたのだ。混乱もあった。恐怖もあった。けれどそれをはるかに上回る喜びがあった。



　いーやっほぉう！



　異能が使えるとか、超かっけーじゃねえかよ！



　来る日も来る日も夢想していた異能が、ようやく手に入ったのだ。



　これでテンションが上がらない男がいるだろうか。いやいない！



　かくして。



　俺達は日常の世界を離れ、非日常異能バトルの世界へと足を踏み入れ──



「──なかったのよね」



　ずず、と。湯のみに入ったお茶をすすりながら、灯代はため息混じりに言った。



「……そうなんだよなー」



　俺も同じようにお茶を飲みながら、はあ、と深く
嘆息
 たんそく

 した。



　うん。



　ぶっちゃけ、俺達が異能に目覚めただけでなにも起きなかったんだよね。



　マジでなにも起きんかった。



　当初はなにが起こるかわからない恐怖で
怯
 おび

 えていたメンバーだったが、一ヵ月が過ぎたくらいから「あれ、なんも起きなくね？」という微妙な空気になった。



　そのままなにも起こらないまま月日は経過し、そして現在に至る。



　異能に目覚めた俺達は、「こりゃなにも起きねえな」という結論に至り、結果、
極
 ごく

 普通の日常生活を送っているのだった……。



「いやもう、ほんとになんか起きろよマジで」



「いい加減
諦
 あきら

 めなさいってば。期待するだけ無駄。半年待ってなんもなかったんだもの」



「いやいや。きっと、これから魔界の王を決めるために、百人の魔界の子供達の戦いが始まるんだよ」



「そんなガッシュ的な展開はない」



「じゃあ、俺達と同じように異能に目覚めた者が世界各地にいて、異能者同士がひかれ合って、奇妙なバトルが始まるんだよ」



「ジョジョ的展開もない」



「……前から思ってんたけど、灯代ってけっこうオタクだよな」



　そこそこディープな話題振っても、意外とついて来るし。



「オタク言うな。兄さんが少年漫画とか好きで、家にあったから読んでるだけよ」



　ふーむ。



　オタクだと指摘するたびにこんな感じで否定されるのだが、俺は、絶対にこいつはオタクだろうと
踏
 ふ

 んでいる。というかまあ、厨二という意味を理解できてる時点でもうオタクじゃね？



　と、そこまで話したところで、俺のお茶が切れた。椅子から立ち上がり、部室の
隅
 すみ

 にあるポットの前に向かう。



「安藤。ついでに私のも」



「うん？」



　灯代の言葉に振り返った──そのとき。



　うっかり
茶筒
 ちやづつ

 に手が触れてしまった。緑色の筒が倒れ、テーブルから落ちる。
蓋
 ふた

 が開いた状態だから、大惨事になることは目に見えていた。



　うわやっべ。これ三日前に買ったばっかなのに──



「まったく。しっかりしなさいよ」



　と。



　次の瞬間──まさしく文字通り次の瞬間、俺の目の前に、一瞬前までは椅子に座っていたはずの灯代が現れた。その手には俺が倒した茶筒が握られている。



　移動過程を全く知覚できなかった。



　ビデオのコマ送りが起こったかのような移動。



「……使ったのか、
《永遠》
 クローズドクロツク

 を」





《永遠》
 クローズドクロツク





　神崎灯代は──時を
操
 あやつ

 ることができる。さすがに時を巻き戻すことは不可能なようだが、加速や停止、スロー再生や早送りが自由自在だ。



　おそらく今は、俺が玉露を倒したのを見た瞬間に時を停止させ、それから普通に椅子から立ち上がり、茶筒をキャッチしたのだろう。



　すごく簡単に説明するなら、『ザ・ワールド』プラス『クロックアップ』みたいな能力である。



「……確かに使ったけどさ。ほんと、なんとかなんない、その厨二ネーミング」



　お茶のおかわりを
淹
 い

 れてから二人でテーブルに戻ると、灯代はうんざりとした様子で言った。



　メンバーの能力名は全て俺が付けている。みんな「いや別に能力名とかいらなくね」という空気だったのだが、そこは俺が断固として反対し、全員に素晴らしい能力名をプレゼントしてあげた。



　まったく、どいつもこいつも。



　異能バトルにおいて、能力名がどれだけ大事だかわかってないんだから。



　まあ、名付け親が俺なのだから、実質半分は俺の異能のようなものである。



「漢字とルビの関係が和訳でもなんでもないところがまたキツいのよね」



「ふん。文句があんなら自分でつけたらいいだろ？　俺のネーミングよりもセンスがよければ変更を認めてやるよ」



「別にあんたに認めてもらう必要はないんだけど」



「だいたい、みんな俺のネーミングで満足してるんだから、一人だけ団体行動を乱すようなことを言うなよ」



「……満足してるんじゃなくて、自分で自分の異能に名前をつけるのが痛いから、あんたの厨二ネーミングで我慢しているだけよ」



　ツンデレなことを言う灯代であった。



　素直じゃないんだから。



「ちなみにお前の決め
台詞
 せりふ

 は、『時の
狭間
 はざま

 に閉ざされて、
永劫
 えいごう

 に
彷徨
 さまよ

 い続けるがいい』だ」



「いらんわ、そんなもん！」



「ふむ。つまり私の異能なんかどうでもいいから、久しぶりに俺の異能が見たい、とな？」



「言ってない！　あんたが見せたいだけでしょ！」



「くくっ。よかろう。そこまで言うのなら
魅
 み

 せてやろう。俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 をな！」



　ちなみに『見せる』じゃなくて『魅せる』ね。ここポイント。



　俺はゆらりと、王者のみが
醸
 かも

 し出す余裕の雰囲気を
纏
 まと

 いながら立ち上がる。灯代がひどく
鬱陶
 うつとう

 しそうな顔をしているが、まあ気にするまい。



　右手に装着していた封印の
手枷
 てかせ

 を──外す。



「いや、あんたその《封》って書いてある指ぬきグローブ、今までつけてなかったわよね？　明らかに今ポケットから取り出して装着したわよね？」



「我こそは
混沌
 こんとん

 の
覇者
 はしや

 なり！　我が身に眠りし混沌の闇より生まれたる混沌の業火よ、我が血肉を喰らい、魂を
糧
 かて

 とし、今こそこの混沌たる現世に
顕現
 けんげん

 せよ！」



「呪文長いわよ！　そして混沌が多い！」



「《黒──え、マジで？　やっぱ混沌多かったかな？」



「そこで止めんの!?
 　そこまで来たらいっそ最後までやんなさいよ！」



　灯代が身を乗り出して突っ込んで来るが、俺はしょんぼりと落ち込んで席についた。そうか……やっぱり『解呪の呪文』では、混沌は二回までにした方がいいな、うん。



「無駄にデリケートよね、あんたって」



「自己
研鑽
 けんさん

 に抜かりがないと言ってくれ」



「根本的に努力の方向間違ってんのよ。……はあ。でもまあ、安藤の能力って、本当、あんたの願望を実現させたかのような能力よね」



「ふん。まあな」



　おそらく灯代は嫌味で言ったのだろうが、俺はそんなものは物ともせずに
大仰
 おおぎよう

 に
頷
 うなず

 き、そして右手をかざし、能力を発動する。





《黒焰》
 ダークアンドダーク





　右手から、黒い
焰
 ほのお

 が出現する。
掌
 てのひら

 を包み込むように広がってゆらゆらと燃え上がり、一つの形に
留
 とど

 まることを拒絶するかのように踊り続ける。



　神聖でありながらどこか背徳的でもある、そんな矛盾したオーラを内包した……ような気がする火だ。



　闇そのものを灼き尽くしたかのような、暗黒の焰。



　……かっけー。
黒焰
 こくえん

 かっけー。黒焰出しちゃう俺かっけー。



「
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 。体から黒い炎が出せる──以上。なんの役にも立たない能力よね」



　うっとりとしている俺に水を差す、灯代の冷たい指摘。



　そう。俺の能力は、ただ黒い焰を出すことのみである。



　しかもこの火は温度がかなり低くて、故に攻撃力は皆無。言ってみれば幻みたいなもので、新聞紙だろうと燃やすことができない。



　具体的な温度は、「今日、ちょっと熱っぽいかなあ」ってときのおでこくらいだ。



　現実では最も熱い火というのは白い火だが、漫画やアニメだと、黒い炎は白い炎を超える最強クラスの火炎であることが鉄板である。



　しかし俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 の火力は、マッチ棒にも劣るのだった。



　……本当、使えない能力なんだけど、まあいいもん。



　だって、かっこいいから。



「──ってああ！　しまった！　解呪の呪文唱えないで能力発動しちゃった！」



「別にいいでしょ！」



「駄目だぁ！　解呪の呪文を
詠唱破棄
 えいしようはき

 したら、俺は……ええと、えっと……そう、俺の存在は消えてしまうんだ！」



「明らかに今考えたでしょ、それ！」



　くそぅ。俺としたことがなんたる失態だ。
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 は解呪の呪文がなければ発動できないという設定だったのに……。



　うーん。まあ、今のはなかったことでいっか。ノーカンノーカン。



「しかし灯代。お前もそうやってただ突っ込むんじゃなくてさ、もうちょっとノってくれたっていいだろ。
他
 ほか

 のみんなみたいにさ」



「嫌よ。てか、他のみんなだって、あんたの厨二には付き合わないでしょ？」



「いや、そんなことはない。お前以外は割とノリ気だ」



「ふーん。じゃあ、試してみる？」



　挑戦的な目で
睨
 にら

 まれる。そんな目で睨まれては、



「面白い」



　と、口の端を吊り上げて言うしかないだろう。











　というわけで、実験スタート。



　灯代が部室のドア付近に隠れ、俺は部屋の中央でスタンバイ。



　誰か他のメンバーが部室に来たら、灯代からの指示を出し、俺がさっきの『右腕が疼いて闇人格が目覚めたときのシミュレーション』を行い、他のメンバーのリアクションを見てみようという実験だ。



　もろもろの事情で遅れているようだが、そろそろ他の三人も来る頃だろう。



　数分
経
 た

 ち、灯代が「来たわよ」と口パクで指示を出す。俺は「ぐ、あああ」と、先程と同じようなことをする。



「やっほー。いやー、掃除当番で遅くなっちゃった──ってジューくん!?
 」



　元気よくドアを開き、満面の笑顔で
挨拶
 あいさつ

 をした
鳩子
 はとこ

 の表情は、一瞬で
驚愕
 きようがく

 に塗り潰された。



　鳩子はあたふたと慌てふためきながら、俺の元へと駆けてくる。



「ど、ど、どどうしたのジューくん？　大丈夫？　お
腹
 なか

 痛いの？　もしかして盲腸!?
 　盲腸なの!?
 」



「く、来るな、は、鳩子……否！
《五帝》
 オーバーエレメント

 よ！」



「おーば……？　ち、違うよ。私は鳩子だよぉ……」



「ぐ、ああ！　右腕がああ!?
 」



「右腕!?
 　右腕が盲腸なの!?
 」



「も、盲腸ではないぃ……、盲腸は右腕にはないぞぉ……あ、今の別に内臓とないぞぉをかけてないからな！　うぐあぁ……」



「大丈夫ジューくん!?
 　待ってて、今救急車呼ぶから！」



「それはやめろ！　冗談じゃ済まなくなる──じゃなくて、日本の医療ではどうしようもないのだぁ……」



「えっと、じゃあ国外治療なの？　臓器移植とか？　健康な盲腸を移植してもらうの？」



「いや、盲腸は移植してもしょうがないぃ……。うぐううう……熱いぃ……、体が、
灼
 や

 ける。『焼ける』じゃなくて『灼ける』……」



「熱いの!?
 　わかった、待ってて」



　そう言うと鳩子は両手を上げた。すると、彼女の頭上に、ぷかぷかと浮かぶ水の玉が現れた。自身の能力で大気中の水分を操作し、支配しているのだ。



　
櫛川
 くしかわ

 鳩子──
《五帝》
 オーバーエレメント





「いや、ちょっと待て鳩子……」



「えーい！」



　素に戻った俺の静止も
虚
 むな

 しく、水の玉は俺へと落とされる。「ぐぼぼぼぼがぼぼ」水の
牢獄
 ろうごく

 に閉された俺はじたばたともがいてみるが、なんの効果もない。



　ぐおっ！　鼻に水が！



「はい。しゅーりょー」



　と。



　次の瞬間──俺は灯代に
摑
 つか

 まれ、水の牢獄から助け出されていた。時を操ったのだろう、まさしく
刹那
 せつな

 の出来事だった。



「と、灯代ぉ……ありがとぉ。怖かったよぉ……溺れるかと思ったよぉ……」



「いきなりヘタレるな！　うわ、ちょっと、服ビチョビチョなんだから近寄らないでよ！　鳩子！　早くこの馬鹿乾かして！　あと水の玉もしまって！」



　灯代が叫ぶと、鳩子はパっと水の玉を消し、そして俺の服や髪を一瞬で乾かした。水分を操り、再び大気中へと戻したのである。



　その後、鳩子にも事情を説明する。



「なーんだ。またジューくんのごっこ遊びかあ。びっくりしたー」



「ごっこではない。シミュレーションだ」



「し、しみゅれー……？　うん。ごっこだねー」



　のほほんとして言う鳩子。カタカナの難しい言葉が若干苦手なようである。



　櫛川鳩子。



　温和な目と、にへら、と
緩
 ゆる

 んだ口元。ほんわかとした雰囲気を
纏
 まと

 っていて、常に笑っているイメージがある。



　文芸部のメンバーであり、そして俺の
幼馴染
 おさななじ

 みだ。家が近所であるため、小中高とずっと同じ学校に通っている。腐れ縁と言っていいだろう。



　俺が文芸部に入ったのは、鳩子に誘われてだ。



　この高校は部活動への加入が義務付けられている。どこか文化系の部に入ろうと思っていた俺は（運動部とかマジ無理）、深く考えもせずに鳩子の誘いに乗った。



「鳩子。お前の
《五帝》
 オーバーエレメント

 は、お前の身には余る凶悪な異能だ。俺の許可無しに使うことは禁止していたはずだろう？」



「あー、そういえばそんなこと言ってたねー。すっかり忘れてた」



「ふん。わかればいい。以後気をつけろ」



「うん。わかった。えっと、オーなんだっけ？」



「
《五帝》
 オーバーエレメント

 だ。ゆめゆめ忘れるな」



「うん。夢でも忘れなーい」



　……いや、ゆめの意味が違うんだが、まあいいか。





《五帝》
 オーバーエレメント





　櫛川鳩子は、地水火風光の五つの属性を自在に操作する。さっき大気中の水分を操ったのは、彼女の異能のほんの一端に過ぎない。



　
爆
 は

 ぜる大地も、
猛
 たけ

 る激流も、
紅蓮
 ぐれん

 の
業火
 ごうか

 も、荒ぶる暴風も、聖なる光も。



　その全てが──彼女の手の中にある。



　……正直、五つはちょっと多すぎるんじゃないだろうか。チートだよチート。黒焰一つしか出せない俺の立場ってものがないじゃないか。



　小学生の『ぼくのかんがえたさいきょうののうりょく』じゃねえんだからさ。



　マジで分け与えてほしい。



　しかも俺より断然攻撃力高い炎出せるしさあ……。



「安藤。あんたさ、いくら自分の能力とカブってるからって、鳩子の能力を禁止するのやめなさいよ」



「ば、馬鹿お前っ。別にカブってねーし！　んなの気にしたことねーし！」



「ま、ぶっちゃけあんたの方が劣化コピーよね。攻撃力皆無の炎オンリーとか」



「どうしてジューくんの能力はしょぼいんだろうねー」



　灯代の嫌味攻撃と鳩子の無邪気攻撃が、俺の心をズタズタにした。



　くそ。覚えてろよこいつら。俺の異能がピンチになって覚醒したときに
度肝
 どぎも

 を抜かしてやるからな。



　ちなみに、ジューくんとは俺のことである。



　俺の名前は──
寿来
 じゆらい

 という、超絶にかっこいい名前なのである。だからみんなにはぜひ名前で呼んで欲しいのだが、なかなかうまくいかない。



「灯代。そろそろ、俺のこと名前で呼んでもいいんだぜ？」



「嫌よ。だってあんたの名前言い
辛
 づら

 いんだもん。安藤で十分」



　これである。



　鳩子はいつまで経っても『ジューくん』だし、困ったもんだ。



「にしてもあんたの名前……寿来って、なかなか個性的よね。なんか由来とかあるの？」



「くくっ。いい質問だな。そこまで言うのならば教えてやろう。だが、後悔するなよ。我が
真名
 まな

 の真意を知り、それでもなお生きている者は──」



「うんっとねー。ジューくんは、本当は出産予定日が六月で、それでジュンって名前になるはずだったんだよ。でも、予定が少し遅れて七月になっちゃって、だからジュライなんだよ。ねー、ジューくん」



「あー、なるほどね。【
June
 ジユーン

 】と【
July
 ジユライ

 】か」



「『寿が来る』って意味で、けっこう幸がありそうな名前だよねー」



「…………」



　おのれ鳩子め。余計なことを。



　俺の
真名
 まな

 『ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 』を名乗り損ねたじゃねーか。



　能力が
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 なのに名前が呪雷だったりするのは、魔王界では黒い焰は古来より
呪
 のろ

 われし雷として
忌
 い

 み嫌われてきたからである。



『ギルディア』は『罪』を意味するギルティからの派生であり、『シン』は神を意味する
神
 シン

 であり、さらには英語の『Sin
 ＝罪』とのダブルミーニングにもなっている。



　つまり俺は、生まれながらにして二重の罪を背負っていることになるわけだ。



　……罪深い俺、かっけー。



　あー、マジで
贖罪
 しよくざい

 とかしてーわ。



「つまり安藤は、そのちょっと個性的な名前のせいで、自分が選ばれしなんちゃらだと勘違いして厨二になっちゃったわけね」



　哀れむような目で俺を見る灯代。ブリザードのように冷たい視線から俺が目を
逸
 そ

 らしていると、鳩子が「そういえばさー」と話を振って来た。



「さっきのごっこってまだやるの？」



　その言葉に、俺と灯代は顔を見合わせる。その目はこう言っている。「もうよくない？」と。



　完全に飽きているようだ。



　ふん。まあ、せっかくだし、あと二人やってみよう。











　灯代と鳩子がドア付近に隠れ、俺は部屋の中央でスタンバイ。



　数分後、新たなメンバーが訪れる。



　しかしドアからではない。彼女はいつものように──空間を創造して現れた。



　ぐにゃりと
歪
 ゆが

 んだ空間から、繊細な雰囲気を
纏
 まと

 った少女が姿を見せる。整った造形の顔と小柄な
体軀
 たいく

 のせいか、まるで西洋人形のような印象を受ける。小さな手には、お気に入りのリスのぬいぐるみが握られていた。



「ぐ、ああああ！」



　俺はさっきまでと同じように、右腕を押さえてうずくまる。



「どしたの、アンドー？」



　少女──
千冬
 ちふゆ

 ちゃんは無感情な瞳で俺を見下ろし、不思議そうに言った。



「く、来るな、来るな、来るんじゃない、千冬ちゃん！」



「わかった」



　
淡々
 たんたん

 と言って、千冬ちゃんは俺から離れた。とことこと歩き、お気に入りのクッションが敷いてある自分の席へと座る。



「うぐあああ！　来るな、来るなぁ！　俺に構うなあ！」



「わかったって」



「絶対に来るんじゃないぞぉ！」



「しつこい」



　あくまで淡々と言う千冬ちゃん。



　いやいや、ちょっと待ってよ。そうじゃないでしょ。



「うぐぅ……。……来るなとは言いつつも本心では来てほしいと思ってるんじゃないかな、この俺は……？」



　後半をぼそりと付け足すと、千冬ちゃんはきょとんと首を
傾
 かし

 げた。



「だからぁ、こういう風に闇の力に
呑
 の

 まれそうな主人公って、仲間を巻き込まないために大体『来るな』とか叫ぶけど、実際仲間は必ず来るよね。それがお約束だよね。もし本当に仲間が来なかったりしたら、多分主人公も
焦
 あせ

 るよね……うぐああああ」



「アンドーの言うこと、難しくてよくわかんない」



「だから、こういうシチュエーションでの『来るな』は、お笑い芸人でいうところの『絶対に押すなよ』的な前フリと一緒だから本当は来てほしいんだけど、それ自分から言ったら主人公として駄目だろうぐわああああ……」



「アンドー……頭大丈夫？」



「頭じゃなくて右腕が……」



「はい、しゅーりょー」



　部屋の隅から灯代と鳩子が姿を現す。灯代は気だるげに手を
叩
 たた

 いて終了の合図を鳴らし、それから千冬ちゃんへと優しく声をかけた。



「ごめんね、千冬ちゃん。この馬鹿の遊びに付きあわせて」



「アンドーがおかしいのはいつものことだから、だいじょーぶ」



「千冬ちゃんは偉いねー。ジューくんに付き合ってあげるなんて。よしよーし」



　鳩子が頭を
撫
 な

 でてやると、千冬ちゃんは少しだけ
頰
 ほお

 を緩ませて、嬉しそうにした。



　
姫木
 ひめき

 千冬。



　彼女はこの高校の生徒ではなく、近所の小学校に通う小学四年生だ。文芸部の
顧問
 こもん

 である
里見
 さとみ

 先生の
姪
 めい

 っ子で、以前からちょいちょい遊びに来ることがあった。



　半年前──俺達が異能に目覚めた日も、千冬ちゃんはたまたま文芸部に遊びに来ていて、そのとき一緒に異能に目覚めた。それ以来、なんだかんだと一緒にいることが多く、放課後はいつも文芸部に遊びに来ている。



　ここから彼女の通っている小学校までは少し距離があるのだが、しかし
《創世》
 ワールドクリエイト

 にかかれば、移動距離などまるで意味をなさない。



「ちょっとどいて。トモヨ。ハトコ。千冬、眠いから寝る」



　女子二人に
可愛
 かわい

 がられていた千冬ちゃんは、椅子から立ち上がって、部屋の隅へと歩いた。



　成長期なのか、千冬ちゃんはよく眠る子供なのである。



　千冬ちゃんが手をかざす。



　と、それだけで──
豪奢
 ごうしや

 な
天蓋
 てんがい

 付きのベッドが現れた。いかにもお姫様が眠りそうな、あちこちにフリフリが付いたベッド。布団の上には多くのぬいぐるみがあり、千冬ちゃんベッドで横になると、最初から抱えていたリスのぬいぐるみ（ちなみに名前は『リッスン』と言うらしい。独特なセンスである）を深く胸に抱いて眠りについた。



　その寝顔は、まるで天使である。





《創世》
 ワールドクリエイト





　姫木千冬の能力は、天地創造の力である。空間だろうと物質だろうと、彼女は思いのままに創造する。先ほどの空間の歪みは、ワープするための『ゲート』のようなものだ。空間を自在に創造した結果、ワープ的な移動を可能にしているのである。



　基本的にはなんでも
創
 つく

 れる。たとえ千冬ちゃんが見たことないものだろうと、星の記憶を呼び覚ませば創造可能らしい。



　……なんやねん、星の記憶って。という感じだが、そこは千冬ちゃんにしかわからない感覚があるらしい。



「そろそろわかったでしょ、安藤？」



　灯代が得意げに言ってくる。



「誰もあんたのごっこには、まともなリアクション返せないって」



　勝者の
愉悦
 ゆえつ

 が込められた視線に、俺は、うぐぐ、と歯
嚙
 が

 みする。くそ。ここまで来たら、もう後には引けない。



「まだだ、灯代。まだ
《始原》
 ルートオブオリジン

 が残っている」











　例によって再び、三人には部屋の隅によってもらう（千冬ちゃんはまだ寝ているのでそのまま放置）。俺は部屋の中央に立ち、呼吸を整える。
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　感じる。



　大気に満ちるマナとか、霊気とか、オーラとか、
氣
 き

 とか、なんかそれっぽいのを。



　今度のシミュレーションは、さっきまでとはひと味違う。



　なぜなら、今は千冬ちゃんの
《創世》
 ワールドクリエイト

 によって、部室の防音設備を
完璧
 かんぺき

 にしてもらっているからだ。さっきまでは一応、俺なりに加減をして騒いでいたのだ。



　俺は人の迷惑を
鑑
 かんが

 みないＤＱＮではない。ＴＰＯをわきまえた選ばれし者なのだ。



　だがしかーし。



　千冬ちゃんに寝る前に頼んでおいた防音のおかげで、今はもうなにも怖くない。



　どんだけ大騒ぎしても外に漏れない。



　つまり、どんだけ右腕が疼いても問題ないってわけだ！



「くくっ。腕が鳴るぜ、いや、疼くぜの間違いかな？」



　興奮の
余
 あま

 り、ちょっと
上手
 うま

 いことを言ってしまう俺。



　……部屋の隅で、灯代と鳩子がひそひそ話をしながらこっちを見ているのがやや気になるが、まあいいや。気にしたら負けだ。



　すると、もはや完全にやる気を失っている灯代が、手を振り「来た」と合図を送ってくる。待ちわびたぜ！



　俺は魂を込めて絶叫する！



「うがああああああああああああああ！」



「うるさーいっ！」



　ドアが開いたと思った瞬間、一足飛びで俺の元に駆けた女性は、俺の疼く右腕を摑み、「やめろ、この腕に触れてはお前もタダでは済まん！」とか言う間もなく、見事な一本背負いを決めた。



「もうっ！　なんなんですか安藤くん！　いきなりそんな奇声を発して！　人の迷惑というものを考えてください！」



　いや防音したから大丈夫っすよ、という言い訳を口にする余裕もなく、俺は「うぐおおお……」と背中を押さえていた。さっきまでのエセ悲鳴ではなく、リアル悲鳴である。



　床にうずくまってぴくぴくと
痙攣
 けいれん

 する俺を見下ろしながら、我らが部長、
高梨彩弓
 たかなしさゆみ

 さんが、ぷりぷりと怒っていた。



「いつもいつも安藤くんは落ち着きに欠け過ぎです。落ち着きがなくて許されるのは小学生までですよ」



　高梨彩弓。



　昨今、珍しくて面白い名字だからあっちこっちの漫画やラノベで乱発され、逆に有名になってしまった感がある『
小鳥遊
 たかなし

 』ではなく、高い梨の高梨さんだ。



　つややかな髪と、少し大人びた顔立ち。発育のいいスタイルと相まって、普通の女子高生には
醸
 かも

 し出せないアダルティな雰囲気を発している。しかし、姿勢の良さや言動の丁寧さからか、そこに下品さは
欠片
 かけら

 もなく、むしろ理知的でさえある。



　俺の一つ上の三年生で、この文芸部の部長である。普段は物腰が柔らかなのだが、怒ると怖い。そのくせ
沸点
 ふつてん

 が低く、割と早く手が出る。



　父親が警察官で、幼い頃から柔道や合気道などを
嗜
 たしな

 んでいるらしく、暴力という名の『愛のムチ』はお手の物だ。現に今の一本背負いにしても、柔道の心得がない俺でも勝手に受身が取れていた。



　まあ、痛いことには変わりないけど……。



「ち、違うんですよ、彩弓さん……今のは、右手が疼いて……」



「だったらムヒでも塗っておけばいいでしょう」



「ムヒって。いや、それに、もう一つの人格が……」



「右腕と人格になんの関係があるんですか？」



「いや、そこはすごく複雑で深いせって──いや、因果関係が……」



「ならばきちんと説明してください。納得のいく因果関係だったら謝罪します」



「……すんません。ないっす」



　仁王立ちで
睨
 にら

 んでくる彩弓さんの圧力に負けて、俺は言った。まずいな。彩弓さん説教モードだ。圧倒的なオーラを前に、俺は反射的に正座の姿勢になっていた。
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「安藤くん。あなたはいつまで厨二でいるつもりなんですか？　あなたはもう高二なんですよ？」



「いや、自分、厨二とかそういうのじゃないんで。その、そういうのと一緒くたにされんのは止めてほしいっていうか……」



「…………」無言の圧力。



「……はい。すんません。自分、厨二でした」



「まったく……。そういえば
里見
 さとみ

 先生から聞きましたよ。安藤くん、先生から『授業によそ見をするな』と注意されたら、『先生には聞こえないんですか？　風の声が？』と答えて、先生に殴られたそうじゃないですか」



「ぐっ！」



「他には『なっ……、先生にはあれが見えないんですか!?
 』とキョドったりとか」



　まずい。



　彩弓さんは優等生だから、里見先生からめっちゃ可愛がられている＝里見先生からいろんな話を聞いてるんだった。



「『まずい！　みんな
伏
 ふ

 せろ！』と叫んで、一人で机の下に隠れたとか」



　ああ、そんときは誰一人釣られてくれなくて寂しかったな……。



「『ほう、貴様ごときが俺に指図しようというのか？』と言って、半殺しにされたとか」



　……そんときの里見先生のパンチは、今思い出しても背筋が寒くなるぜ。



「『あ、ごめん、母ちゃん』と言ってみんなに爆笑されたりとか」



「それ厨二関係ないっすよね!?
 」



　そんな感じで説教されていると、



「鳩子……安藤ってさ、昔っからあんな感じなの？　授業中とかでも痛い系？」



「うん。昔っからあんな感じ。あ、でも、ジューくんって基本、怖そうな人の前では大人しくしてるから。高校だと、ふざけるのは里見先生の授業中だけみたい」



「……ほんと、
雑魚
 ざこ

 よね。
小物臭
 こものしゆう

 が
半端
 はんぱ

 ない」



　悲しくなることを話しながら、灯代と鳩子が部屋の隅から出てきた。



「あら、灯代さん、鳩子さん。それに、千冬さんも」



　そこで、灯代が簡単に事情を説明した。そうすると彩弓さんは「まあ、どうせそんなこったろうと思いましたけど」と、ちょっと
呆
 あき

 れた感じで言った。



「うう。彩弓さん……背中痛いから、彩弓さんの
《始原》
 ルートオブオリジン

 で治してください……」



「駄目です。そのくらい男なら我慢してください。
怪我
 けが

 しないように投げたんですから」



　背中をさすりながら言う俺に、彩弓さんはにべもなかった。





《始原》
 ルートオブオリジン





　高梨彩弓は──その存在をあるべき姿に
還
 かえ

 すことができる。



　生物無生物は問わない。他人の怪我や病気も、破壊された物体も、彼女にかかれば一瞬で『あるべき姿』に還される。



　ものすごーくわかりやすく説明すれば、『クレイジー・ダイヤモンド』とか、
井上織姫
 いのうえおりひめ

 の『事象の拒絶』とか、そんな感じ。



　とにかく　これで五人全員が
揃
 そろ

 った。









《黒焰》
 ダークアンドダーク

 安藤寿来。





《永遠》
 クローズドクロツク

 神崎灯代。





《五帝》
 オーバーエレメント

 櫛川鳩子。





《創世》
 ワールドクリエイト

 姫木千冬。





《始原》
 ルートオブオリジン

 高梨彩弓。







「……とうとう
揃
 そろ

 ったな。我ら文芸部──いや、《
選ばれし者共
 ザ・ソルジヤー

 》と、言うべきか」



「と、言うべきか……じゃないわよ！　今作った設定をあたかも前々から決まってた風に語るな！」



　灯代がムキになって否定してきた。ふん。まあいい。確かに《
選ばれし者共
 ザ・ソルジヤー

 》は、
捻
 ひね

 りがなくて自分的にもイマイチだと思ったしな。



　そうこう騒いでいると、



「むー。みんな、うるさい。目、覚めた」



　目を両手でぐしぐしと
擦
 こす

 りながら、千冬ちゃんがベッドから起きてきた。



「千冬ちゃん、ごめんね、安藤の馬鹿がうるさくて」



「ごめんねー、ジューくんが元気いっぱいで」



「ごめんなさいね、安藤くんが騒がしくて」



　おい。全部俺のせいかよ……。まあ、そんな気もするけどさ。



　しかし、ここは大人になるのだ寿来──否、ギルディア・シン・呪雷よ。この程度のことでいちいち腹を立てていて、世界が救えるものか。



　アダルトな俺は、素直に謝ることにした。



「ごめんな。千冬ちゃん」



「んー。いいよ。許す」



　千冬ちゃんはありもしない胸を張って、ちょっと得意そうに言った。



「アンドーはアンポンタンだから、しょうがない」



「……はは。そうやって無理して毒舌キャラになんなくてもいいんだぜ」



　やべーよ。
無垢
 むく

 な無表情でそんなこと言われたら、ちょっと涙が出そうだよ。



「でも、こないだ教えてもらった。アンドーのアンは、アンポンタンのアンだって」



「おいぃっ！　誰だ千冬ちゃんに変なこと吹き込んだのは!?
 」



　振り返って叫ぶと、灯代、鳩子、彩弓さんの三人が、さっ、と顔を
逸
 そ

 らした。



　全員かよ！



　俺は床に
膝
 ひざ

 を突いて深く落ち込む。しかし、そんな俺になにかフォローを入れることもなく、四人が四人とも
各々
 おのおの

 の行動に移る。



　……誰も構ってくれないかまってちゃんほど虚しいものはないので、俺も立ち上がって自分の行動に移った。



　とは言え、全員揃ってこれから部活動が始まるのかというとそうでもない。元々、大した活動もない部活なのである。



　活動と言えば、年に一回、文化祭の時期に発行する文芸誌ぐらいなので、しばらくは本当にやることがない。



　だから全員が全員、思うように好きな行動をしている。灯代は自前のノートパソコンをいじっていて、鳩子は少女漫画を読んでいて、千冬ちゃんはリスのリッスンを抱えてボーっとしていて、彩弓さんは難しそうな本を読み、俺はラノベを読んでいた。



　彩弓さんと俺の本は、本棚から取ってきたものだ。



　この文芸部は歴史だけは長いらしく、本棚には本が山のようにある。先輩方が後輩へと押し付け──もとい、プレゼントしてくれた漫画や小説が、年代を経てとんでもない量になっているのだ。



　そのラインナップは正直
凄
 すさ

 まじい。



　スレイヤーズの初版本とか、ドラゴンボールとスラダンと
幽白
 ゆうはく

 とジョジョ三部と男塾が載ってる、世に言う黄金期のジャンプとかが無造作に置いてあるんだが……これ、ヤフオクとか出したらいい値段になるんじゃねーの？



　俺はこの本棚を尊敬の念を
以
 もつ

 て『
神の古本屋
 ゴツドオフ

 』と呼んでいる。なんとか定着させようとしているのだが、誰も呼んでくれない。くすん。



「そういえば彩弓さん」



　灯代がパソコンから顔を上げて、彩弓さんに声をかけた。



「今日、ずいぶんと遅れてましたけど、なにかあったんですか？」



「ああ、うん。実は、生徒会長の
工藤
 くどう

 さんに
捕
 つか

 まってしまいまして」



「なにぃ？」



　俺は本を閉じ、おもむろに口を開く。



「とうとう『奴ら』が動き出したということか……。俺達が異能を目覚めさせ、裏からそれを監視していた『奴ら』が。気をつけてください、彩弓さん。生徒会長はおそらく『奴ら』の手先です」



「はいはい厨二乙。で、彩弓さん。生徒会長はなんて？」



　世界の真理を告げる俺を冷たくあしらい、灯代は話を先に促した。



「いつもの嫌味みたいなものです。人数が少ないのに部費が多いだの、本来なら廃部になっているだの」



　はあ、と
物憂
 ものう

 げな息を吐く彩弓さん。



　生徒会長の工藤さんとやらは、なにかにつけて文芸部にいちゃもんをつけてくるのだ。俺自身会ったことはないのだが、真面目
一辺倒
 いつぺんとう

 な性格をしているらしく、人数が少ないくせにデカい部室を確保している俺達が気に入らないらしい。



　俺は彼女こそが戦うべき敵であると予想し、メンバーに対して常に
警鐘
 けいしよう

 を鳴らしているのだが、誰も相手にしてくれない。



　ふんっ。いざってとき知らねーからな！



「まあ、もとよりどの部活にも入りたくない人の寄せ集め的な部活でもありますから、工藤さんの気持ちもわからなくはないんですけどね」



　彩弓さんは少し
自虐
 じぎやく

 的にそう言った。ちなみに彼女は、『
神の古本屋
 ゴツドオフ

 』に
惹
 ひ

 かれて入部したらしい。彩弓さんは多趣味な人なので、図書館では得られない通俗的な文化を吸収できる『
神の古本屋
 ゴツドオフ

 』がなかなかに魅力的だったのだろう。



　灯代が、うーん、と
唸
 うな

 って腕を組む。



「そっかー。私ら、たった四人でこの広い部室
占拠
 せんきよ

 してるわけだもんね。千冬ちゃんはこの高校の生徒じゃないし」



　千冬ちゃんは半年前から文芸部に居着いている。本人に
訊
 き

 いてみると、「ここがいい」と、端的な返答があるだけなので、深い理由はわからない。本人が居たいというのなら拒む理由はないだろう。



「となると、部員集めとかしないとなのかなー。ダルいけど」



「くくっ。案ずるな灯代──否、
《永遠》
 クローズドクロツク

 よ。その者が選ばれし者ならば、こちらから探さなくともいずれは現れる。宿命の
連鎖
 れんさ

 からは、
何人
 なんびと

 たりとも逃れることはできぬのだよ」



「黙っとけ厨二」



「厨二ですね、ほんと」



　灯代と彩弓さんに切って捨てられた。するとそこで「ねーねー」と、鳩子が声を上げた。



「そのちゅーにってさ、結局どういう意味なの？」



「え、あー……」



　ふと俺は考えこむ。厨二とはなにか。ふむ……。



「改めて問われると答え難いものだな。動機の言語化か……。余り好きじゃないしな。しかし案外、いややはりと言うべきか、自分を摑むカギはそこにあるか……」



「
幻影旅団
 げんえいりよだん

 の団長からの引用はいいから」



　灯代から冷ややかな突っ込みが入った。



　……よくわかったな、今の。本当、ディープなネタでもついて来る貴重な人材だ。



「でも、改めて説明するのって難しいわよね、厨二病。私もなんとなく
漠然
 ばくぜん

 と理解してるだけな気がする。まあ安藤みたいな奴がその代表格ってのはわかるんだけど」



「おい。ちょっと待て。俺が厨二病だと？　ふざけるなよ」



「え、なに？　あんた自分が厨二じゃないって思ってんの？」



「そういうことじゃないんだよ。そういうことじゃあ……ないんだよぅ。お前、ぽっちゃりの人にデブって言っていいの？　不細工な奴に面と向かってブスって言っていいの？　よくないでしょ？　つまりそういうことだよ」



「よくわかんない。あんた、自覚はあるの？　ないの？」



　言葉に詰まる。厨二病について自覚があるかと聞かれると、答えるのは非常に難しい。



　俺みたいな奴が世間では厨二病と
揶揄
 やゆ

 されることについては……まあちょっとは自覚があるが、しかしだからと言って自分から認めるのはなにかが違う気がする。



「ふん。自覚か。無意味なことだな。俺がなにを考えているか……そんなことは俺にもわからない。そう、この世界の誰にもな」



「はい出ました、厨二発言──」



　小馬鹿にしたように言う灯代に、俺は悔しくなって言い返す。



「ふん！　なんでもかんでもカテゴライズしていい気になってんじゃねえよ。お前みたいな奴が『ラルクってビジュアル系だよね』とか『
西尾
 にしお

 ってラノベ作家だよね』とか『今のジャンプってハンターしか読むのないよね』とか、大して知りもしないことをネットで適当に
批判
 ひはん

 していい気になってんだよ、ふざけんな！」



「適当なこと言ってんのはあんたでしょ！」



　私はジャンプは毎週買ってアンケートも出してるっつーの！　と怒鳴る灯代。



　かなりのジャンプ通だった。



「はっ！　どうせ『バクマン。』の影響だろう。この、にわかが！」



「な、ぐ……」



　図星だったらしく、灯代は悔しそうな表情を浮かべて黙った。まあ気持ちはわかる。アンケート出したくなるよね『バクマン。』読むと。



　……そもそもアンケートを出したことがない俺がにわかとか言う資格は全くないんだけど、



「まあ、それはともかく」と俺は話を戻す。



「ちょっと挙手取ってみるか。はい、この中で、厨二病の意味がわかる人─」



　すると、四人の内、灯代と彩弓さんが手を挙げた。



　手を上げていない鳩子と千冬ちゃん。



「彩弓さんはわかってるんですね」



「ええ。まあ、意味くらいは」



　さすがは多趣味で知識が豊富な彩弓さん。サブカルチャーという名の、その実この世界のメインカルチャーにも精通しているようだ。



「ですが、やはり灯代さんの言う通り、説明は難しいものですね。私も漠然としか理解していません」



「うぅー。ちゅーにって難しいよぉ。ねー、千冬ちゃん」



「ちゅーに、むずい」



　厨二わからないコンビの鳩子と千冬ちゃんが互いに慰め合っていた。



「今ネットで調べてみたんだけどさ」



　パソコンをいじりながら灯代が言う。



「どれもこれもピンと来ないわね。『思春期の少年少女にありがちな自意識から起こる一部の言動』とか言われても、全然でしょ」



「確かに。さっぱりわかんねーな」



「それに、厨二病にも種類があるからね。流行に乗らない俺かっこいい的なのとか、『あー最近
喧嘩
 けんか

 してねーなー』とか不良気取りなのとか、あとは安藤みたいな、
邪気眼
 じやきがん

 バリバリの設定妄想大好きっ子とか」



　おのれ、言いたい放題言いやがって。



「こういうネットスラングは、辞書的に説明することが難しい場合が多いわよね。たとえば、ツンデレとか」



「あー、なるほどなー」



　わかりやすいたとえであった。



　ツンデレも、当初はみんなといるときはツンツンしてるんだけど、二人っきりのときはデレデレ、みたいな意味だったと思うが、今じゃまるで別の意味になっている。



　いくらでも広義的に解釈することが可能であり、わからない人に実例を用いないで説明するのはほぼ不可能だろう。



「話を少し戻しますけど、さっき安藤くんが言っていた厨二病の自覚については、私はなんとなくわかりますね」



　彩弓さんが物思いにふけるような、静かな口調で言う。



「
腐女子
 ふじよし

 、と近いものがあるのではないでしょうか」



「腐女子、ですか？」



　俺は反射的に問い返した。隣で鳩子が「ねーねーふじょしってなーに？　またわかんない言葉が出てきたよぉ」と涙目になっているが、話の腰を折りたくないので放置する。



「ええ、実は私、腐女子なんですけど──」



「ちょっと待ってください」



「なんでしょう？」



　きょとんと首を傾げる彩弓さん。いやいやちょっと待ってよ。今すげーカミングアウトがさらっとされたぞ。



「さ、彩弓さん……腐女子なんですか？」



「はい」



「婦女子じゃなくて、腐る方の腐女子ですか？」



「はい」



　にっこりと
微笑
 ほほえ

 む。水辺に咲く
睡蓮
 すいれん

 を連想させるような、清々しい笑顔だった。



「ボーイズラブは
淑女
 しゆくじよ

 の
嗜
 たしな

 みですよ」



「………」



　俺は「そうなの？」という感じの視線を、腐女子の意味をわかってるだろう灯代に送る。灯代は「違う違う」という感じで、ぶんぶんと首を振った。



　いやしかし、マジかよ……。彩弓さん、腐女子だったのか。今までそんなところ全く見せなかったのに。まあ、この人のことだから、多趣味の内の一つとか、そんな感じだと思うけど。



「ですから、自分が腐女子だという自覚はありますけれど、だからと言って『
腐
 くさ

 ってる』とか『腐女子キモい』とか、そういう風に
罵倒
 ばとう

 されるのは嫌いですね。要するに、腐女子という単語を
蔑称
 べつしよう

 のように扱われることには、
看過
 かんか

 できない部分があります」



「なるほど！　それ、すっげー共感します！」



　そうだ。そうなんだよ。



　俺だって、自分が厨二病患者である自覚は……認めたくないが、やはりある。



　しかし、だからって
嘲笑
 ちようしよう

 的に『厨二病』と
蔑
 さげす

 まれるのは、どうしたって許せないのだ。



「なんだなんだ、彩弓さん、意外と厨二に理解あるじゃないですかー。それなのに、いーっつも灯代と一緒に俺に冷たく当たってくれちゃってー」



「厨二病に関してはそれなりに理解していますよ。ただし安藤くんに関しては、あまり理解はありませんね」



　にっこり。気持ちのいい笑顔で毒を吐く彩弓さんだった。



　心がへし折れそうである。



「まあ、でもよく考えるとあれだよな。やっぱり『厨二病』っていう名称がよくないと思うんだよ。別に病気じゃねえっつーの」



「いや、世間には病気とまでは言えない人もいるけど、あんたは間違いなく病気よ」



　灯代がネチネチと突っ込んで来るが、気にしないことにする。



「もっといい感じの名前にすればいいんだよ。たとえば『
運命に抗いし者
 フエイトブレイカー

 』とか」



「……一周回って逆にいいアイディアな気がするわ。自分から喜んで『
運命に抗いし者
 フエイトブレイカー

 』って名乗れたら、そいつは間違いなく厨二だからね」



　そう言って灯代は深く嘆息した。俺は彼女のそんな仕草も気にも留めず思案する。ふむ。やはり『
運命に抗いし者
 フエイトブレイカー

 』はちょっとストレートすぎて微妙だな。即興で作ったんだからしょうがないけど。



　ネーミングは一日にしてならず、だ。



　メンバーの能力名に関しては、めちゃくちゃ時間かけて考えたしな。



　だから超気に入っている。中でも俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 は、特にお気に入りだ。いやーもうマジヤバいっしょ。自分のセンスが怖いね！



「ねーねー。ちゅーにの説明まだー？　早くしないと千冬ちゃんがオネムだよー」



　俺が自己
陶酔
 とうすい

 に浸っていると、鳩子が声をかけてきた。膝の上には千冬ちゃんが乗っていて、うっつらうっつらと船を
漕
 こ

 いでいる。オネム一歩手前、という様子だ。



　別にそのまま寝かせてやってもいい気がするが、俺の中で厨二に対する答えが出つつあったので、それを口にする。



「待たせたな、鳩子、千冬ちゃん。教えてやるぜ、この世界の真理を」



「うんうん。待った待った」



「はやく、ねみゅい」



「厨二病っつーのは、自分がなにか特別な奴なのかもしれない、と思っちゃう奴で、オシャレでダークな感じの設定や用語が大好きで、ちょーっと自意識が過剰で、たまーに周りから白い目で見られちゃう可能性がなきにしもあらずな連中で……まあ言ってみれば俺みたいな奴だよ──つまり、さ」



　俺は言う。



　自信満々に、そして高らかに。







「厨二ってのは、世界に
噓
 うそ

 をついても──自分には噓をつかない奴のことだ」







　厨二病患者は世界に噓をつく。少々退屈で型にはまったこの世界を素直に受け入れることができず、
偽
 いつわ

 りでねじ曲げてから──少しの噓を混ぜてから受け入れる。それ故に、ありもしないことを語って周りに迷惑をかけることもある。



　
虚言
 きよげん

 も吐くし、妄言も吐く。



　しかし──それでも自分の中にある気持ちは、やはり裏切れない。



　俺は世間で厨二と評されるものが大好きだ。



　
漆黒
 しつこく

 とかブラッディとカタストロフィーとかたまんねー。



　機関による
陰謀
 いんぼう

 とか、超越者からの観測とか、心が打ち震える。



　専門用語にルビは
基本
 デフオ

 。二つ名は必須。ＤＱＮネームどんと来い。



　とりあえず世界とか救いたいし、かわいい女の子も救いたい。



　俺の異能
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 はこれっぽっちも役に立たない異能だが、超気に入っている。



　自分がなにかを好きだと思う気持ちは、絶対に間違っちゃいないはずだ。



「ものっすごくいい感じに言うわよね」



「世間でも周囲でもなく、世界というところが、また厨二ですね」



　灯代と彩弓さんが呆れた様子で苦笑していた。しかしあまり
棘
 とげ

 のない、柔らかな苦笑であった。少なくとも、
侮蔑
 ぶべつ

 や嘲笑の念は感じ取れない。



「自分に、噓をつかない……」



　鳩子が言う。



「なんか、かっこよさそうだね。ちゅーに」



「ああ。厨二はサイコーにかっけーんだぜ」



「そっかぁ……。じゃあ、やっぱりジューくんはちゅーにだね！」



　花咲くように笑い、弾んだ声でそう言った。



　長い付き合いで、いつまで経っても俺のセンスをまるで理解できない奴だが──しかし、誰よりも俺のことをわかってくれているのは、やはり幼馴染みのこいつである気もする。



　すると、のほほんと笑う鳩子の膝の上で、千冬ちゃんがもそもそと動いて立ち上がり、とことこと俺の前に歩いて来た。



「ちゅーにって、かっこいいの？」



「ああ。厨二はかっこいいんだぞ、千冬ちゃん」



　そこで千冬ちゃんは、きょとーんと不思議そうに首を傾げた。



「でも、アンドーはあんましかっこよくないよ」



「…………」



　数秒、沈黙が場を支配し、その後盛大な笑いが起こった。楽しい笑い声に包まれながら、俺はしゃがみ込んで千冬ちゃんの頭に手を置き、「そりゃねーよ」と嘆くのだった。











　特に大したこともないまま、いい時間になって部活動を終了し、俺達は帰路についていた。



　電車通と徒歩通学の人間がいるが、途中までは帰り道が一緒だ。千冬ちゃんは、その気になればいつでも能力を発動して瞬時に帰宅することができるのだが、気まぐれな彼女は、今日は俺達と途中まで一緒に下校するつもりのようだ。



　他愛のない話をしながら校門を抜け、夕日に照らされた道路沿いの道を歩く。終了時間が他の部活とは微妙にズレたので、周りには人が少なかった。



　真っ赤に燃える夕日を見ながら、俺は目を細める。



「
逢魔ヶ刻
 おうまがとき

 か。そろそろ、人で
非
 あら

 ざる者どもが
蠢
 うごめ

 き出す頃合いだな……」



「厨二おーつ」



「せめて『逢魔ヶ刻は
大禍時
 おおまがとき

 からの派生で、すなわち
禍
 わざわ

 いが起こる時刻のことを指す』ぐらいの厨二雑学を
披露
 ひろう

 してほしいところでしたね」



「あ、ジューくん。お母さんが肉じゃが持ってけって言ってたから、今夜持ってくねー」



「ねむねむ」



　そんな感じでいつも通りの会話をしながら、いつも通りの帰り道を歩いていた──そのときだった。



「あ──」



　千冬ちゃんが声を上げた。小さな指で、すっと前を指す。



　その先には──一匹の猫がいた。



　電柱に体を預けた、真っ黒な毛をした猫。しかし、後ろ足は真っ赤に染まっていた。周囲のアスファルトにも赤い液体が染み付いている。まだ息があるようで、
掠
 かす

 れた、小さな鳴き声を上げている。



　無言のまま、千冬ちゃんが真っ先に猫の元に駆けた。俺達も続く。



「猫……痛そう」



　千冬ちゃんの言う通り、下半身が血まみれになった猫はひどくは痛々しかった。車に
轢
 ひ

 かれたのか、野犬に襲われたのか。原因はわからないが、なにか不幸な事故に
遭
 あ

 ったのだろう。



　普段はブラッディ、ブラッディ言っている俺だが、現実のブラッディはかっこよくもなんともない。ひどく痛々しく、見ていて気分が暗くなった。



「サユミ……」



　千冬ちゃんが、
縋
 すが

 るような目で彩弓さんを見上げた。その瞳に込められた意味を、俺達はすぐに察した。





《始原》
 ルートオブオリジン





　存在をあるべき姿に
還
 かえ

 す力。



　生物無生物は、問わない。



　彩弓さんの能力を使えば、目の前にいる
瀕死
 ひんし

 の猫を、誇張表現ではなく一瞬で元の姿に戻すことができる。



　しかし──



「……っ」



　彩弓さんの横顔に、わずかな
逡巡
 しゆんじゆん

 ──迷いが生まれた。普段の気丈な態度がわずかに揺らぎ、内心の
葛藤
 かつとう

 が表に出ている。



　その葛藤を──俺は知っている。



　だから、こう言う。



「大丈夫ですよ、彩弓さん」



「安藤くん……」



「大丈夫です。たかが猫の怪我ですから」



　俺はあえて、たかが、と言った。



「……はい」



　小さく頷き、彩弓さんは瀕死の猫に歩み寄る。黒い体毛に覆われた体に、優しい手つきでそっと触れる。





《始原》
 ルートオブオリジン





　ただそれだけで、猫の怪我は治り、周囲に
撒
 ま

 き散った血も全て消えた。



　あるべき姿に──還ったのだ。



　にゃー、と。



　黒い猫は元気のいい鳴き声を上げて、どこかへ消えてしまった。



「猫、お礼言ってた」



　千冬ちゃんが振り返って、彩弓さんを見上げる。



「そうですね」



　彩弓さんは静かに頷いた。その横顔には、どこか
翳
 かげ

 がある。



　それはおそらく、俺達に全員にある翳だろう。最年少の千冬ちゃんだって、明るい笑顔にはなっていない。



　今、俺達が感じているのは──葛藤だ。



　異能を持ってしまった故の葛藤。



　Ｑ１、今、異能を用いて猫を助けたことは、果たして正しい行為なのでしょうか？



　この問題が、俺達を苦しめる。



　俺達は……まあ、俺はともかく他の四人は、はっきり言って
洒落
 しやれ

 にならない異能を持っている。神がかった、と言っても過言にならないレベルの異能だ。



　それ故に、いとも
容易
 たやす

 く世界を救うことができる──できてしまう。



　たとえば彩弓さんの
《始原》
 ルートオブオリジン

 を使えば、どんな難病で苦しむ人も助けることができるだろう。病院に行って片っ端から難病患者を救いまくれば、大勢の人間が幸せになる。



　他の三人の異能だって、同じくらい人の役に立つ。灯代の
《永遠》
 クローズドクロツク

 や鳩子の
《五帝》
 オーバーエレメント

 を用いれば、凶悪なテロ組織を壊滅させたり、戦争を止めたりもできるかもしれない。
《創世》
 ワールドクリエイト

 を使えば、発展途上国に学校を建てたりできるのかもしれない。



　しかし、それでいいのだろうか。



　いいはずがない。



　そんなことをすれば世界のバランスが崩れる。世界のバランス。ひどく
曖昧
 あいまい

 な表現になるが、しかし適格な表現だろう。



　難病患者を勝手に治しては、病院の経営が成り立たなくなり、ひいては製薬会社、保険会社なども首が回らなくなる──そして、何歳まで生かせばもう助けなくていいのか、という問題も生じる。八十歳か？　百歳か？　さらに世の中には、寿命としか言いようがない病気もあるのだ。



　そんな命の
天秤
 てんびん

 は──俺達の手には重過ぎる。



　他の三人も同じだ。結局、俺達個人の勝手な判断で世界を自由にしていいはずがない。



　しかし。



　しかし、だからと言って、先ほどの猫を見逃せば、それが正しかったのだろうか。



　今にも死にそうな命を──助けられる命を『ごめん。責任取れないから』と言って、みすみす見逃せばよかったのだろうか。



　答えはノーだ。いいはずがないだろう。



　結局──どうしたらいいのかわからないのだ。



『わからない』



　半年──



　俺達が突如異能に目覚めてから、半年。



　俺達はなにも遊んでいたわけではない。今述べたような事柄を散々考えてきた。



　いっぱい悩んだし、いっぱい苦しんだ。大いに葛藤し、大いに嘆いた。



　ぶっちゃけた話、何度も口論になり、何度も衝突した。



　その結果が──『わからない』だった。



　なにが正しいのかも、なにをすべきなのかも全くわからない。なにをしたら『世界を救った』ことになるのか、見当もつかない。



　Ｑ１の答えは、永遠にない。



　俺達は死に物狂いで考えた。



　結果、答えがないという答えが出た。



　結果、わからないということがわかった。







　だから、俺達は好きなようにすることにした。







　さっき猫を助けたのは、善行でも義務でもない。助けたいと思ったから助けた。ただ、それだけである。なんの責任感もない行為だ。



　けれど、それのなにが悪い？



　詰まるところ、世界というのは残酷なまでに広大だ。俺達みたいな子供が、たとえ神にも近い異能を持とうとも、世界を変えることなどできはなしない。



　
悪戯
 いたずら

 にバランスを崩せても、結果としてなにかを変えることなど不可能だろう。



　だから、俺達はなにもしないで好きなことだけをする。



　至極くだらないことで異能を使ったり、目の前で
零
 こぼ

 れそうな命があったら反射的に救ったりする。矛盾しているようだけれど、これが俺達の選んだ道だった。



　半年かけて──ようやくここまで
辿
 たど

 り着いた。



「こういうのってさ、ほとんどの少年漫画でなあなあにされてる問題よね」



　夕日に頰を染めた灯代が、
滔々
 とうとう

 と語った。



「少年漫画の主人公って、結局身の回りの人間を助けてるだけなのよ。不幸な人間を見かけたら放っておけないけど、わざわざ不幸な人間を探そうとはしない」



　ちょっと探せばいくらでも出てきそうなのに、と。



　灯代は少しシニカルな笑みを浮かべて、そう付け足した。



「その辺は戦隊モノとかライダーも一緒だろ。あいつらはわかりやすい悪者やっつけてるだけだ。
貧困
 ひんこん

 や
飢餓
 きが

 に悩む人を救ったり、戦争を止めたりはしない。人間の人間による不幸は、正義の味方だってどうしようもない」



　となると、やはり正義の見方が正義の味方たるには、まず初めに悪が必要不可欠なのだろうか。



　まあ、フィクション作品でそこまで考えてもしょうがない。それに仮面ライダーにもいろいろあるしね。
龍騎
 りゆうき

 やファイズは、必ずしもライダーが善人じゃなかったし。



　俺は
紅
 くれない

 に染まった天を
仰
 あお

 ぎ、大きく息を吐いた。



「皮肉なもんだよな。神がかった力を手に入れたら、前よりも一層自分の
矮小
 わいしよう

 さを自覚するようになっちまった」



　
自虐
 じぎやく

 のような述懐に、全員がかすかに沈黙した。



　しかしすぐに、灯代がわざとらしく笑って、



「ま、あんたの能力は神がかってないけどね」



　と、茶化すように言った。俺もそれに合わせて明るく返す。



「ああ？　おいおい、俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 ディスってんのか？」



「なによ、やる気？　言っとくけど、このメンバーでマジバトルになったら、あんた真っ先に死ぬからね。五秒くらいで」



「はっ！　お前全然わかってねーな。俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 は、死の間際で『
異能解放第二形態
 ネクストステージ

 』という隠された設定──いや、ようやく和解した闇人格が力を貸してくれて新たなる領域に踏み込み、《
黒焰
 ダークアンドダーク

 ──
終止符を打つ者
 オブ・ジ・エンド

 》になんだからな！」



「目覚める前から覚醒後の能力名を付けるな！　痛すぎるわ！」



「ちなみに『
異能解放第二形態
 ネクストステージ

 』は、お前ら全員分あるから安心しろ」



「いらん！」



　全力で突っ込み、やれやれと首を振る灯代。



　そんな俺達を見て、鳩子は楽しそうに微笑み、千冬ちゃんはボケーっとしてて、彩弓さんは大人びた笑みを浮かべていた。



　そうして、俺達はまた歩き始める。



　どこにでもある、普通の高校生の下校姿だった。
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　やあ。



　
俺
 おれ

 の名は、ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 。



　この世界では
安藤寿来
 あんどうじゆらい

 という名前で通している。



　どこにでもいるような普通の高校生──の皮を
被
 かぶ

 った異能力者だ。



　俺の身に宿る
禁忌
 きんき

 の異能、
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 は、神をも殺しかねない
穢
 けが

 れた力だ。



　名前は言わずもがな、能力までも罪で塗り固められている──それが俺という存在。



　……いやー、今日も罪深いぜ、俺。



　放課後──部室へ向かう俺の足取りは軽やかだった。



　なぜか。答えは簡単。さっき授業中に、かなりいい感じの解呪の呪文を思いついてしまったからだ。
灯代
 ともよ

 から指摘された「
混沌
 こんとん

 が多い」という弱点を見事にカバーした、完全体の呪文がようやくできたのである。



　これは試すしかないっしょ！



　さあ、部室に急げ。文芸部にあるデカい鏡の前で、ポーズを取りながら
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 を
纏
 まと

 うのだ！　レッツポージング！



　ホップ・ステップ・ジャンプの要領で階段を降りて、一階にある部室へ
辿
 たど

 り着く。すると、部室の中から声がした。誰かいるらしい。



　ドアの窓から中を
覗
 のぞ

 いてみる。



　そこにいたのは──灯代だった。
《永遠》
 クローズドクロツク

 
神崎
 かんざき

 灯代。彼女は誰もいない部室で、一人鏡の前に立っている。



「……ふふっ」



　なにやら不敵な笑みを浮かべている。



　あいつ、なに一人で笑ってんだろ？



「いいわ。そこまで言うのなら、この神崎灯代が相手をしてあげる。けれど、あなたごときの異能でこの私に──世界の
理
 ことわり

 を
統
 す

 べる
《永遠》
 クローズドクロツク

 に、対抗できるのかしらね？」



　バサァ、と。肩までしかない髪を、まるで床につくぐらいに長い髪があるような勢いでかき上げる。瞳には相手を見下す
冷徹
 れいてつ

 な光が宿っており、口元には
嘲笑
 ちようしよう

 の笑みがあった。



「カッ」と、灯代は口で言った。俺にはわかる。たぶん、ハイヒールで床を踏み鳴らした音を演出したのだ。



「後悔しても遅いわよ。さあ──時の
狭間
 はざま

 に閉ざされて、
永劫
 えいごう

 に
彷徨
 さまよ

 い続けるがいい！」



　灯代は、神崎灯代は、誰もいない一人っきりの部室で、とても楽しそうに言った。



「…………」



　そのときの俺は、いったいどんな顔をしていたのだろうか。まあ、ドアのガラスに映っているから、正直よくわかる。俺は──めちゃくちゃ
愉
 たの

 しそうな顔をしていた。



　がらり、とドアを開く。



「──っ！」



　灯代はビクゥっと肩を震わせた。そして機械のような動きでこちらを振り返る。



「あ、あ、あ、あ、安藤……」



　青くなったり赤くなったりしながら、ぱくぱくと口を動かす。



「み、み、みみみ見た？」



　俺は──
万感
 ばんかん

 の思いを込めて言ってやる。



「
厨二
 ちゆうに

 、
乙
 おつ

 ！」



「みぎゃあああああああ！」



　
刹那
 せつな

 、灯代が消えた。能力を使ったらしい。部室の外に逃げたのかと思ったら、灯代は、部屋の
隅
 すみ

 っこにうずくまり、頭を抱えているだけだった。











「……死にたい」



　テーブルに座り、両手で顔を
覆
 おお

 った灯代は、か細い声で言った。



「まあまあ」



　俺は、そんな彼女の肩を優しくぽんぽんと
叩
 たた

 く。
紳士
 しんし

 の
所作
 しよさ

 である。



「いやー、しかし灯代も人が悪いよなあ。なんだかんだ言いつつ、気に入ってんじゃん、俺のつけた能力名。今までの態度は、全部ツンデレだったってわけかー」



「ちょ、調子に乗んな！」



　ぎろり、と涙で
滲
 にじ

 んだ目で俺を
睨
 にら

 みつける。普段ならやや怖い灯代の睨みだが、正直今はまるで怖くない。



　つーか、顔がニヤついてどうしようもない。



「ええ？　いやいや、調子に乗ってるのは、部室で一人なーんかやってたどっかの誰かさんじゃないっすかねー」



「ぐ、うぅ……。あ、あんただって似たようなことしょっちゅうやってるくせに……」



「うん。俺はやるよ。だってかっこいいもん。俺はなんも恥ずかしいことやってないし。でーも、そんな俺の素晴らしき
儀式
 セレモニー

 を厨二、厨二っていっつも小馬鹿にしてたのは誰だったかなー」



「くぅ……。ば、馬鹿にしやがって……」



「おいおい、俺はちっとも馬鹿になんてしてないぜ。むしろ歓喜に震えている。ようやく同志に出会えたんだからな！」



「私は同志じゃない！」



　うがー、と
吼
 ほ

 える灯代。しかし俺のニヤニヤは止まらない。



「ふーん。じゃあ、どうしてあんなことしてたのかなー？　厨二は嫌いなんじゃなかったのかなー？」



　悔しさでぷるぷると体を震わせる灯代だったが、やがて
訥々
 とつとつ

 と語り出す。



「……ちゅ、厨二は嫌いよ。大っ嫌い。だから、あんたのネーミングセンスとか考える設定とか、マジでキモい。……で、でも、たまに、たまーにだけど、『うあ、かっこいいな』っていうのも……ある」



「ほほう」



「な、なかでも、
《永遠》
 クローズドクロツク

 は、かなりいいセンスだと……思う。永遠って書いて、クローズドクロックて読むのは……私の能力とも合ってるし、時計を閉じ込めるとかいうのが、ちょっと、いいって思う。ほ、ほんとにちょっとだからね！」



「……くく、くくくく！」



　笑いを
堪
 こら

 えることができない。どうしよ、超
嬉
 うれ

 しいんだけど。センスを
褒
 ほ

 められた、センスを褒められたよ。俺みたいな
奴
 やつ

 は、外見よりも性格よりもセンスを褒められるのが嬉しくてたまらないのだ。



　なんだよ、灯代。かわいいとこあるじゃねーか。



　俺の与えた決め
台詞
 せりふ

 も気に入っていたようだしな！



「か、勘違いしないでよ！　ほんとたまにだからね！　あんたの言うことの九十九パーセントはキショくてしょうがないけど、たまーに、まだマシなのがあるってだけだから！」



「くくっ。そうツンツンするな灯代。共に混沌なる
闇
 やみ

 へと
堕
 お

 ちていこうではないか」



「ああもうっ、そういうのは本気でない！　とりあえず混沌つけとけば、かっこよくなると思うな！」



「またまた。そんなこと言いつつも、内心ではかっこいいって思ってんでしょ？」



「～～～～っ！　こ、このっ！」



　俺が思いっきり小馬鹿にして言うと、灯代は椅子から勢いよく立ち上がり、
嚙
 か

 み付くような目で俺を睨みつけた。



「立ちなさい！　こうなったら決着つけるわよ！　あんたのしょぼい能力なんかじゃ、絶対に私には
敵
 かな

 わないんだからね！」



「いやー、ちょっとそういうのは勘弁してくださいよー。世界の理を統べる
《永遠》
 クローズドクロツク

 さんには俺じゃ敵わないっすよー。うわ、こえー。時の狭間に閉じ込められるぅー」



「～～～～～～～～っ！　うわ────ん！」



　立ち上がった灯代はすぐにテーブルに突っ伏してしまった。



　俺、完全勝利。



　厨二病患者の弱点など、重々理解している。
四乃森蒼紫
 しのもりあおし

 風に言うのなら「自分の剣ゆえ、
太刀
 たち

 筋は百も
承知
 しようち

 」というやつだ。



　厨二発言をする者は、無視されるよりも否定されるよりも馬鹿にされるよりも──失笑されることが一番
辛
 つら

 いのだ……。しみじみ。



「ふん。貴様ごとき、我が
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 を使うまでもなかったようだな」



　久しぶりにここのメンバー相手に勝った気がするので、ここぞとばかりに勝ち誇る。



「真の力というのものは、
悪戯
 いたずら

 に使わぬことによりその神格が増す。そう、居合いの
真髄
 しんずい

 が
鞘
 さや

 の内にあるようにな」



「……あんたほど力を安売りしてる奴はいない」



　灯代がボソっと言った。うん、まあね。



　俺、一日三回は
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 発動して
悦
 えつ

 に浸ってるからな。寝る前に一回黒い
焰
 ほのお

 見ないと寝られないくらいだし。



　能力安売りしまくり。



　ドラゴンボール連載後期におけるスーパーサイヤ人ばりのバーゲンセールである。



「真の力というものは、どれだけ乱発しようともその神格は
劣化
 れつか

 せず、むしろ強くなる。そう、
老舗
 しにせ

 うなぎ屋の秘伝のタレが、使えば使うほど
旨
 うま

 みを増すようにな」



「……たとえがしょぼっ」



　うん。確かにしょぼかった。



　いやー、それにしても灯代が厨二だとは驚いたな。以前からその
兆候
 ちようこう

 はあったが、まさかここまでとは思わなかった。



　先ほどの彼女のシミュレーションはなかなか衝撃的だった。そのせいで直前まで考えてたことが全てすっきりと消え──



「だああ!?
 」



　やべえ！



　授業中に思いついたいい感じの解呪の呪文がどっか行った！



「おい灯代！　お前のせいで解呪の呪文忘れちまったじゃねえかよ！」



「知るか！　責任なすりつけないでよ！」



「うわあ……。なんだっけなんだっけ……。混沌をなんとか二回に抑えたってことしか思い出せねえ……」



「二回でも多いわよ、混沌」



「メモっとくんだったなあ……。
嗚呼
 ああ

 、あの雷光の
如
 ごと

 き
刹那
 せつな

 の
閃
 ひらめ

 きは、もう二度と取り戻すことはできぬのかもしれぬぅ……」



　俺は際限なく落ち込む。くそ、
諦
 あきら

 めるな。思いついた状況を必死に思い返すんだ。



　えっと、確か、授業中に暇だったから電子辞書で『
黙示録
 アポカリプス

 』って単語の意味を調べてにやにやしてたら隣に座る女子がくすっと笑った気がして、やっべ、俺のこと笑ってんじゃねーの、って被害妄想に
苛
 さいな

 まれて……その後
懲
 こ

 りることもなく『
創世記
 ジエネシス

 』を調べて……。



「灯代。ちょっとパソコン貸してくれ」



　ネットで『
創世記
 ジエネシス

 』調べれば、そっから連鎖的に思い出すかもしれない。俺は一応の断りを入れてから、灯代のノーパソに手を伸ばした。



　俺が来たときから、ずっと開きっぱなしになっているノートパソコンに。



「ダ、ダメえええ！」



「ぎゃああ！」



　猛スピードでパソコンを閉じられたせいで、伸ばした手を思いっきり挟まれた。トラバサミに
捕
 つか

 まった
狸
 たぬき

 の気分である。



「いってーな……。なにすんだよ」



「あんたが人のパソコン勝手に見ようとするからでしょ！」



「はあ？　普段みんなで使ってるじゃねえか、お前のパソコン」



「使うなら許可取れって言ってんのよ。ほら。もう大丈夫だから」



　そう言ってこちらにパソコンを向ける。画面には初期設定のままであろう、なんの
変哲
 へんてつ

 もない湖の風景が映っていた。



「なんだよ、エロサイトでも見てたのか？」



「馬鹿っ！　あんたと一緒にすんな！」



　ふーむ。灯代はいったいなにを隠したのだろうか。気にはなるが、まあそういうのは
詮索
 せんさく

 しないのが礼儀というものだろう。それより今は解呪の呪文だ。



「さあ、我が友グーグルよ。共に失われし記憶を巡る旅へと行こうぞ」



「黙ってやりなさいよ」











　グーグルさんの力を借りてなんとかいい感じの解呪の呪文を思い出した頃には、もうすでに文芸部のメンバーが
揃
 そろ

 っていた。



　俺と灯代の他、
鳩子
 はとこ

 、
千冬
 ちふゆ

 ちゃん、
彩弓
 さゆみ

 さんの三人もいる。



「灯代。パソコンサンキュー」



「ん。で、思い出したの？」



「ああ。いやでも、思い出したとはちょっと違うかな。なんつーの？　降りて来たっていうか、巡り合ったっていうか」



「……うざ」



「おかげで新たなる二つ名も思いついたことだし、結果オーライだな」



「……あんた、自分で自分の二つ名考えるのはマジでやめなさいって。見てて本気で痛々しいから」



　青ざめる灯代を無視して、俺は
鞄
 かばん

 から一冊のノートを取り出す。



　黒く、黒い、
漆黒
 しつこく

 のノートを。



「うわ、出たっ！　黒歴史ノート！」



「黒歴史ノートじゃねえ！　『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』だ！」



『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』。



　この世界の真理が
綴
 つづ

 られている禁書のことだ。



「……安藤。あんた悪いこと言わないから、それ今すぐ燃やしなさいよ。将来見返して絶対
悶絶
 もんぜつ

 することになるから」



　突っ込みではなくマジな忠告をしてくる灯代をスルーしつつ、俺は思い出した『解呪の呪文』と新たなる二つ名を『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』に刻む。



　やれやれ。また一つ、罪深き名が増えてしまったぜ。



「あー。ジューくん、それって、あのとき買った黒いノート？」



　鳩子が口を
挟
 はさ

 んできた。



「懐かしいなー。一年くらい前だっけ？　一緒に文房具屋さんを五件くらいハシゴして探したんだよねー。ジューくんってば、店員さんに何回も何回も『黒いノートってありませんか？』って質問して」



　しみじみとした鳩子の台詞のせいで、灯代が白い目で俺を見てきた。



「いやいや、なに言ってんの鳩子？　これは、あれだから。デスノート的なあれだから。ある日突然俺の足元に落ちて来たんだよ？」



「それからジューくんはノートの白いラインの部分を赤ペンでなぞって、名前書くための白いとこも一回黒く塗ってから、わざわざ修正ペンで名前書いて。昔っからジューくんって図工が得意だったよねー」



「いやだから……うん、もういいや」



　灯代が汚物を見るような目で見てくるので、俺はただ小さくなる。



　改めて、『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』に目を落とす。黒地に浮かぶ赤いラインが、闇夜に浮かぶ紅い月のようで、超かっこよかった。



　タイトルの部分には『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』と、
歪
 いびつ

 な文字で書かれており（
定規
 じようぎ

 で頑張った）、名前のところには『ギルディア・シン・呪雷』と、我が
真名
 まな

 が記されてあった。本当は全部英語にしたかったのだが、ギルディアは俺の造語であるため、どうやって英語にしたらいいかわからず、結果
妥協
 だきよう

 した。



「アンドー」



　俺が『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』を見つめていると、千冬ちゃんの
咎
 とが

 めるような声が飛んできた。



「ノートで遊んだら、ダメ」



「千冬ちゃん。違うんだよ。これはね、『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』って言って」



「…………」



「……はい。すんません。遊びました。もう二度としないから許してください」



「うむ。よろし」



　
穢
 けが

 れ無き瞳の圧力に俺が敗北すると、千冬ちゃんは満足そうに
頷
 うなず

 いた。



　畜生。こういう風に正論を前面に出されると、いつも勝てないな。



「ん？　ねえ、安藤。ここなんだけどさ」



　灯代がノートのタイトルの部分を指して言った。そこには『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』と書かれてあり、その上には英語で小さく『ブラッディバイブル』と書かれている。とてつもなくオシャレだぜ。



「あんた、バイブルのスペル間違ってるわよ」



「……は？」



「バイブルは【Bible】よ。あんた【Vivre】になっている」



　俺はおそるおそるタイトルを見つめる。そこには確かに【Bloody Vivre】と、いい感じに崩して書いてあった。



　え、え、え？



　混乱で頭が
沸騰
 ふつとう

 しそうになる。灯代に「バイブルのスペルわかってるなんて、お前やっぱりあれだなー」とからかうのも忘れるぐらいにパニックだった。



　いや、でも──



「さ、さ、彩弓さん！」



　俺は慌てて我が部の部長に詰め寄った。



「お、俺が前、彩弓さんに
聖書
 バイブル

 のスペル尋ねたら、【Vivre】だって教えてくれましたよね!?
 」



「……ぶふぅっ！」



　問い詰めると、彩弓さんは
堪
 こら

 え切れんとばかりに
噴
 ふ

 き出した。ぷるぷると肩を震わせながら、決してこちらを見ようとしない。



「……す、すいませ、ふふっ。わ、私が間違って、教えてしま……くふふっ」



　彼女がとても楽しそうに笑っていることは、背中越しにも十分にわかった。



　さてはこの人、わざと
噓
 うそ

 を教えやがったな！



　今まで俺がノートを出すたびに内心で大笑いしてたんだな！



　なんというドＳ！



「安藤。あんた、これじゃビブレよ。ブラッディビブレ。なんでイオングループのファッションビルが血まみれになってんのよ」



「あ、でもジューくん。そのノートを買ったのって駅前のビブレの文房具屋さんだから、なんか運命的だねー」



　小馬鹿にする灯代とのほほんとした鳩子の声を聞きながら、俺は地に伏せた。



　ひどい、ひどいよ彩弓さん……。これもう、取り返しつかないじゃん。Vivreんとこだけ黒く塗り
潰
 つぶ

 しても絶対変な風になっちゃうじゃん。



　なんやねん、ブラッディビブレって……。



　深く落ち込む俺だったが、誰も構ってくれないので、勝手に立ち直る。



　まあいいや。俺がいた世界では【Bible】ではなく【Vivre】と書くということにしよう。ジョジョ第五部がイタリアが舞台だったためにＪＯＪＯじゃなくてＧＩＯＧＩＯになったようなもんだ。



　……それにしても、どうしてここのメンバーは、俺が落ち込むと
慰
 なぐさ

 めずに放置するんだろう。ほっとけばすぐに立ち直るってもうバレてんのかな？



　俺は気持ちを切り替えて、自分の席に座り直す。ぺらぺらと『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』をめくり、「そういえば」と話を切り出す。



「みんなの二つ名って、どんなの？」



　その瞬間、部室が変な空気になった。ようやく笑いが収まったらしい彩弓さんが「安藤くん」と
窘
 たしな

 めるように言う。



「その、二つ名を持っていることが前提のような質問はやめてくれませんか？」



「ええ！　もしかして、みんな二つ名持ってないんですか!?
 」



「普通の人にはまずありませんね」



「そうかぁ……。となると、俺はやはり特別で特異なる存在だったということか」



「そうですね。とりあえず自分で考えている内は、二つ名とは呼べないのではないしょうか？」



　彩弓さんは極めて的確なことを言った。都合が悪くなったので、俺は全員を見渡して話を
逸
 そ

 らす。



「よし。それじゃまた、こないだみたいに挙手を取ろう。はい、二つ名がある人」



　誰も手を上げなかった。まあ、予想通り。



「それじゃ、二つ名の意味がわからない人」



　今度は、千冬ちゃんだけが手を挙げた。



「あれ。鳩子は意味わかってんのか？」



　意外だった。鳩子はこういうのにはとことん
疎
 うと

 いはずだったのに。



「うん。二つ名って、ニックネームみたいなものでしょ？」



　うーむ。ニックネームとは、また少し違う気もするのだが。



　俺が返答に困っていると、彩弓さんと灯代が、



「普通の人にも
馴染
 なじ

 みのあるもので言うと、『東洋の魔女』や『大魔神』などでしょうか。スポーツの世界では、二つ名や異名が割と多いと思います」



「漫画とかで多いのは『魔女』とか『氷の女王』とか『死神』とかかなあ。この三つはもう
氾濫
 はんらん

 しまくってて、
真似
 まね

 してもパクリにはなんなそう。魔女は『〇〇の魔女』って感じで無数に派生系がある感じだし」



　と、わかりやすい説明をしてくれた。鳩子がぽんと手を叩く。



「わかった。『平成のコント職人』とか『トークの魔術師』とか、そういうのだね」



　鳩子らしい二つ名の例であった。こいつ、意外とお笑い好きだからなあ。『笑点』毎週見てるし、Ｍ‐１終わったとき号泣してたし。



「よし。それじゃ今日は、みんなで自分の二つ名を考えてみるか」



　俺は素晴らしいタイミングで素晴らしい提案をした。



「嫌よ」「嫌です」「嫌だよー」「ぶー」



　クレームの嵐が吹き荒れる。しかしその程度で
凹
 へこ

 む俺ではない。



　俺はおもむろにポケットに手を入れ、一枚のコインを取り出した。百円玉やゲーセンのコインではなく、どっかの皇帝が描かれたどっかの国のコインだ。



　なぜ日本の硬貨じゃないかって？



　その方がかっこいいからさ。



「文芸部鉄の
掟
 おきて

 を忘れたか？　
揉
 も

 めたらコインだ」



　全員が「いや、いつそんなの決まった……」的な目をするが、俺は気にせずコインを
弾
 はじ

 く。Ｙ＝マイナスＸの二乗のグラフみたいな放物線を描くコインを、左手の甲で受け止める。



　家でさんざん練習しただけあって、見事に決まった。



　俺は右手をズラし、運命の女神の選択を衆目に
晒
 さら

 す。



「裏だ」



　コインは、神殿っぽいものが描かれた面が上になっていた。こっちが裏である。それを見て、みんなが口々に「裏だわ」「裏だね」と感想を口にした。



　それから声を揃えて、満場一致の疑問を述べる。



『で？』



「…………」



　やっべ。



　先に裏か表か言うの忘れた……。



　どうしよ。みんな哀れむような目で見てくるよ。



　助けて、運命の女神様！



　だらだらと冷や汗をかいていると、灯代が「まあ、コインは置いといて」と、流してくれた。



　灯代のこういう気遣いができるとこは本当に好き！



「二つ名ってのは、自然と周りから呼ばれてくうちに自然と定着してくもんでしょ？　自分で考えるもんじゃないわ」



　まあ、フィクションの世界では二つ名とはそういうことになっている。実際には作者さんが頭を
捻
 ひね

 って考えてるんだろうけど、そこは突っ込んじゃいけない。



「ていうか、私らはもう能力名があんだから、それが二つ名でいいんじゃないの？　『
一方通行
 アクセラレータ

 』とか『
超電磁砲
 レールガン

 』みたいな感じで」



「それでもいいんだけどさー。やっぱ、いっぱい欲しいじゃん？」



「いらない。別に二つ名自体に文句はないけど、自分で考えんのは嫌」



「なんだよ灯代。やけに
頑
 かたく

 なだな。黒歴史でも掘り起こされたか？」



「バ、バカっ！　全然違うしっ！」



　冗談で言ったのに、灯代は本気で
焦
 あせ

 っていた。きっと昔、自分で自分の二つ名を考えたことがあるのだろう。



　やっぱこいつ、昔厨二病だったんだなあ。



「まあまあ、さえずるなよ灯代。心配しなくても、俺がお前にぴったりの二つ名を考えてやるからさ」



「いらないわよ！　女子に二つ名プレゼントするな！　引くわっ！」



「え？　二つ名もらったら、嬉しくない？」



「二つ名もらって喜ぶ女子なんてこの世界に存在しない！」



　マジかよ。こないだ読んだ某ローリングスポーツコメディラノベでは、二つ名プレゼントした主人公が女子から絶賛されてたんだけどな……。



　これ以上灯代と話しても無駄っぽかったので、俺は説得相手をぼけーっとしている女子小学生にシフトする。



「千冬ちゃん」



「なに？」



「二つ名、ちょっと考えてみない？」



「それ、楽しい？」



「超楽しいよ」



「じゃ、やる」



　説得完了。他のメンバーから「きたなっ」という感じの視線を浴びるが、問題なし。



　この部では、千冬ちゃんの意見がなによりも尊重される。つまり千冬ちゃんさえ味方につけてしまえば、あとはどうとでもなるのだ。



　というわけで、みんなで二つ名を考える活動の始まり始まり。











　みんながノートを開いてうんうん
唸
 うな

 っている間、俺はホワイトボードの前に立ち、『ゼロから始める二つ名・
異名
 いみよう

 講座』を開演していた。



　どっかの偉い先生っぽい口調で講義をする。



「えー、二つ名にもパターンというものがあります。まずは基本的なところから始めましょうね。えー、二つ名の中には、名前を二分割できるタイプのものがあります。私共の世界では、これを『
上
 かみ

 の句』と『
下
 しも

 の句』と呼びますね」



「どこの世界だ」という灯代の突っ込みを無視し、ホワイトボードにペンを走らせる。







『魔女』『死神』『女王』『王』『
覇者
 はしや

 』『貴公子』『魔術師』『道化師』







「まあ、この辺りがオーソドックスな『下の句』ですね。では『上の句』はどういうものがあるかというと」







『紅き』『黒』『漆黒』『金色』『禁断』『混沌』『戦乱』『忘却』『運命』『暁』







「こんな感じになりますね。『上の句』には、色を現す言葉が入る傾向が強いですねー。それではここで一つ、『上の句』と『下の句』を合わせて二つ名を作ってみましょう」







『黒の王』







「はい。こんな感じになりますね。いやー、いいですねー。この
滲
 にじ

 み出る
背徳
 はいとく

 感と
孤高
 ここう

 感。こいつは四天王で言ったら絶対最後に出てくるタイプですね」



「
溢
 あふ

 れ出る厨二臭さしかないわね」



　突っ込みを無視する。今、いいところなのだ。



「『黒の王』。これだけでも十分ですけど、ここにもう一つアレンジを加えることにより、さらにいいものになるんですね。料理と一緒で、一手間加えることで深みが増すんですねえ。はい、それでは鳩子くん」



「はい！」



「いい返事ですねー。では、ここにルビを振ってみましょうか？」



「えーっと、ジューくん先生、ルビってなんですか？」



「読み仮名みたいなものです。とりあえず、この『黒の王』の脇にカタカナでなにか書いてみてください」



　えっとー、と悩みながら、鳩子はペンを走らせる。









『黒の王』
 ブラツクキング









「できました！　ねーねー、どう？　ジューくんの好きなのってこういうのだよね？」



「……はぁー」



　俺はこれみよがしにため息を
吐
 つ

 いた。



「鳩子。貴様には失望したぞ」



「うわっ！　急にいつものジューくんに戻った！」



「そのくらいショックだということだ。鳩子。貴様はこの十七年間、なにを学んで生きてきたんだ？」



「いろんなこと勉強して生きてきたよー」



　不満気に口を
尖
 とが

 らせて嘆く鳩子に、俺はやれやれと首を振った。



　まったく、なんもわかってねーな。俺は『ブラックキング』の部分を消し、新たなるルビを振る。









『黒の王』
 ロードオブタナトス









「これが正解であり、そして俺が持つ数々の異名のうちの一つだ」



　キングでは少々幼稚さがあるので、ロード。そしてブラックではなく、ギリシア神話における死の神であるタナトス。あえて『漆黒の王』としないところがポイント。



　……かっけー。マジかっけーよ、タナトス。



「うー。灯代ちゃーん。私もうなにがなんだかわかんないよー……」



「よしよし。あんたはなにも悪くないわよー」



　いちゃつく二人を尻目に、俺は再びエセ教師口調で講義に戻る。



「『下の句』には、そのまま名前を持ってくるという手法もありますね。たとえば、田中くんという人がいたとして、『上の句』に
疾風
 しつぷう

 を入れると、『疾風の田中』となります」



　……言ってて思ったが、田中じゃかっこよくないな。てか、田中関係なく、日本人の名前だとちょっと厳しい。



「まあ、あれですね。この手法は、名前がカタカナの方がいいですね。『疾風のラウル』とか『
灼熱
 しやくねつ

 のレオ』とか。有名所の例を出すと、『麦わらのルフィ』『
白猟
 はくりよう

 のスモーカー』などがこれに当たります。さて。それでは千冬さん」



「なに？」



「街で見つけた、このタイプの二つ名を言ってみましょうか」



「『借り暮らしのアリエッティ』」



「……惜しい」



「『
崖
 がけ

 の上のポニョ』」



「うん。ジブリから離れようか」



「
平清盛
 たいらのきよもり

 」



「うん。間に『の』が入ってればいいってわけじゃないんだよねー。別に清盛さんに平って通り名があるわけじゃないから」



「お馬鹿のアンドー」



「お、今まで一番いい感じ──って誰がお馬鹿だっ！」



「二つ名、むずい」



　ノリツッコミでいい感じにまとまったので、俺は話を戻す。



「『上の句』『下の句』は、別にそこまで意識しなくても大丈夫ですね。『上の句』『下の句』あくまで目安ですから、無視しても問題ないです。たとえば、それらを無視した例を上げますと」









『狂獣』
 ライオンキング









「いやー、いいですねー」



　自分のセンスに
惚
 ほ

 れ
惚
 ぼ

 れとする。これがさっき思いついた二つ名だ。狂獣の持つ
禍々
 まがまが

 しさをライオンキングのミュージカルっぽさであえて
抑
 おさ

 えているところがいい。



「こういう風に、
不朽
 ふきゆう

 の名作を利用するのも一つの手ですね。ジョジョのスタンドのように海外から引っ張ってくるのもありです」



「ねー、なんでブラックキングは駄目なのにライオンキングはいいのー？　同じキングなのにー」



「その辺はさじ加減ですね」



「むー。わかんないよー」



　この辺は本当、センスになってくるので説明し
辛
 づら

 い。けど、なんかブラックキングはコレジャナイ感があるのだ。



　いい加減この教師口調にも飽きてきたし、それに話すこともなくなったので、俺はまとめに入る。



「いいですか、みなさん。私も散々語って来ましたけど、一番大事なのは自分の気持ちです。二つ名や異名に決まりなんてないんですからね。自由でいいんです。自由で」



　自分に酔ってる美術の先生が言いそうな結論で
締
 し

 めておいた。



　全員が「じゃあ今の講義いらねーだろ」という感じの目で見てくるが、まあぶっちゃけただの場つなぎトークである。



　そろそろみんなができてる頃だと思うので、俺は一人一人見ていく。



　まずは、鳩子。



「ふっふー。自信あるよー」



　にこにこと
微笑
 ほほえ

 みながら、自分のノートに書き連ねた二つ名を読み上げていく。



「[image: ]
 『赤い鳩子』」



「マニュアル通りか！」



　俺の『上の句』『下の句』の講義を見事にマイナス活用しやがって！



「これでいいんじゃないの？　『上の句』には色を入れるといいんでしょ？」



「だからって自分の名前の上に付けるなよ。『赤い鳩子』って意味不明だろうが！」



「ジューくんの
『黒の王』
 ロードオブタナトス

 だって意味わかんないよ！」



「ぬ……」



　それを言われると弱い。まあ正直な話、二つ名なんてかっこよさ重視で大して意味なんてないことが多いからな。



　そういう作品もいっぱいあるし（爆弾発言）。



「とにかく、[image: ]
 はボツ。次」



「[image: ]
 『青い鳩子』」



「同じだよ！」



「えー。でも私、[image: ]
 から[image: ]
 まで全部、色になってるよー」



「なんでだよ！　お前は色鉛筆か！」



「うーん。そのたとえ突っ込みは微妙だね」



「……笑いには
厳
 きび

 しいよな、お前って」



「あ、ジューくん。思いついた思いついた。今度こそ大丈夫」



「よし。言ってみろ」



「[image: ]
 『真っ赤な鳩子』」



「だから同じだよ！　天丼してんじゃねーよ！」



「え、噓？　私、天丼しちゃってる……？　いやー、恥ずかしいですなぁ」



「嬉しそうだなお前」



　意識せずに天丼（お笑いにおける繰り返し）をできてしまったことが嬉しいらしい。



　なんでやねん。



「ったく。何回同じ間違いを繰り返せば気が済むんだよ。お前は人類か！」



「あ、ジューくん。今のたとえ突っ込みはうまーい」



「え、マジで？」



「うんうん。ちょっと暗い感じがいいねー。ぶらっくゆーもあだよ」



　くくっ。どうやらこの短い会話の中で突っ込みスキルが成長してしまったようだな。



　戦いの最中に成長する俺、かっけー。



「鳩子。お前も俺に負けないように精進するのだ」



「うん。じゃあ次ね。[image: ]
 『平成の鳩子』」



「そりゃお前は平成生まれだけど、ボツ」



「[image: ]
 『昭和の鳩子』」



「別に平成に問題があったわけじゃねーよ。ボツ」



「[image: ]
 『ノリツッコミの鳩子』」



「いや、お前無理だろ、ノリツッコミ……」



「えー、そんなことないよー。できるもん──って、できるかあっ！」



「できてる!?
 　できないって言っときながら!?
 　なにその自己
矛盾
 むじゆん

 !?
 」



「えへへ。できたよできたよ。じゃ、私の二つ名は『ノリツッコミの鳩子』だね！」



　
天真爛漫
 てんしんらんまん

 な笑顔で言われてしまい、なにも言えなくなる。



　うーん。ま、いっか。本人楽しそうだし。



　鳩子が一段落ついたので、次の人に向かう。



　次は彩弓さんだ。



「あまり自信はありませんけど」



　なんて
謙虚
 けんきよ

 なことを言いながら、彩弓さんは堂々としていて自信ありげだった。



「[image: ]
 『
粉雪姫
 こなゆきひめ

 』」



「ああ、いいですね」



　白雪姫を少しひねったわけだな。



　さすが彩弓さん。なんでもそつなくこなしてくれる。



　お手本のような二つ名である。



「逆に白雪姫をいじらずに[image: ]
 『
白雪姫
 スノーホワイト

 』」



「いいっすねー。シンプルイズベストって感じです」



「少々ありきたりかもしれませんけど、[image: ]
 『
鋼鉄の少女
 アイアンメイデン

 』」



「ちょっとベタですけど、アリですね」



　本来なら『鋼鉄の処女』となるところを、わざわざ少女と直している
慎
 つつ

 ましさが、日本人女性らしくてポイントが高いな、うん。



「[image: ]
 
『眠り姫』
 スリーピングビユーテイー

 。これは、私というよりも、千冬ちゃんでしょうか」



「確かに、彼女の方が合ってますね」



「[image: ]
 『
戦乱
 せんらん

 の
歌姫
 うたひめ

 』」



「いいですね。全部文句なしですよ。やっぱりやっぱり彩弓さんはさすがですね」



「ありがとうございます」



「俺とセンス近いかもしれません」



「安藤くん。その台詞はあなたが言うと賛辞ではなく
侮辱
 ぶじよく

 になりますから気をつけてください。侮辱罪で
慰謝料
 いしやりよう

 がいただけるレベルです」



　さらりとひどいことを言う彩弓さんだった。



　しかし、この人は本当万能だよな。多趣味かつ多才で、無理難題を要求しても常に一定以上のクオリティで返してくれる。



　
強
 し

 いて気になるところを上げるなら──



「彩弓さんの二つ名、姫とか少女とか、かわいいのばっかですね」



「……え？」



　彩弓さんの表情が
強張
 こわば

 った。



「いや。なんとなく俺の中のイメージで、彩弓さんって大人びてるから魔女とか女王とか、そういうのが来るかなー、って思ってたんですけど、出てくる二つ名が意外とかわいい系ばっかだったから、少し驚いちゃって」



「か、かわいい……」



「彩弓さん、もしかしてお姫様とかに
憧
 あこが

 れてたりするんですか？　だとしたら、意外と子どもっぽいとこあるんですねー」



「……ふんっ！」



　
突如
 とつじよ

 彩弓さんが洗練された動きを見せ、俺の腕をねじり上げた。



「ぎゃああ！」



「騒がないでください。肩関節を外しただけです」



「それ結構な事件じゃないですか!?
 　現実でバトル漫画みたいに肩関節を自由自在に外しちゃ駄目ですよっ。ぐああああ。肩がああああ」



「大丈夫ですよ、外したと同時に
《始原》
 ルートオブオリジン

 で治しましたから。痛みは一瞬だったはずです」



「え？　……あ、ほんとだ」



　試しに肩を回してみると、痛くもなんともない。むしろ絶好調だ。



　攻撃した直後に回復させて、無傷のまま痛みだけを与えるなんて……。



　恐ろしい能力だぜ、
《始原》
 ルートオブオリジン

 。つーか、使いこなし過ぎだろ、彩弓さん。



「まったく。安藤くんが調子に乗って先輩を目上の人間を馬鹿にするからいけないんですよ」



　少し
拗
 す

 ねた感じで言う。



　別に馬鹿にしたつもりはなかったんだけど。



「私達は全員、善意で安藤くんの茶番に付き合ってあげているのですから、そのことをきちんと自覚してください」



「……はい。すみません。えっと、それで彩弓さんの二つ名、どうしましょうか？」



「そんなもの、もうどうでもいいです」



　ぷい、と顔を逸らす。よくわからないが機嫌を損ねてしまったようだ。しかし、ここまで来たらなんとか決めたいので、俺は
粘
 ねば

 ってみる。



「そこをなんとかお願いしますよ。なんでもいいんで」



「では、『ドキドキ天使サユミちゃん』で」



「…………」



　完全に投げやりになっていた。



　ご立腹の彩弓さんとこれ以上交渉するのは不可能っぽかったので、俺は次の人に移ることにした。



　次は、千冬ちゃん。



「千冬、頑張った」



　少し鼻息を荒くして、俺にノートを見せてくれる。



「『
苺
 ミカン

 』」



「………あー、うん」



　どうしよ。シュールだ。ルビがただの誤植みたいになってる。



「どう？　アンドー」



「えっと。うん。まあ、いんじゃないかなー？　意味とか、あるの？」



「アンドーが好きなようにって言ったから、好きなもの書いた」



「そっか。千冬ちゃんは、
苺
 いちご

 と
蜜柑
 みかん

 が好きなんだね」



「うん。好き」



「……でもね、うーん。なんか、違うんだよね。なんて言ったらいいのかな」



「アンドー、自由でいいって言った」



「う」



「それなのに、これは駄目なの？」



　
無垢
 むく

 な瞳に
見据
 みす

 えられ、言葉に詰まる。しまった。自由でいいと言った手前、強く批判することができない。



　俺はやむなく、「いや、いいよ。最高だよ。天才だね」と褒め
称
 たた

 えた。すると機嫌がよくなったらしく、千冬ちゃんはどんどん二つ名を紹介してきた。



「『
苺大福
 ミカンミカン

 』」



「なんでミカン二回言ったの!?
 」



「アンドーの
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 をマネした」



　ぐはっ！



　それ言われたらもうなにも言えない。違うんだよ。俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 がダークを二回言うのには、すげー深い理由があるんだよ……。



「『苺大福をいっぱい食べる覇者』」



「……うん。ありがとう。俺の講義を生かしてくれてありがとう」



「『みかんの英雄』」



「みかんが蜜柑じゃなくて未完だったらいいかもね。……千冬ちゃん、果物以外には、なにかないの？」



　俺が尋ねると、千冬ちゃんは「ある」と言って、果物ゾーンから少し離れたところにある名前を指して言った。



「『
お母さん
 おとうさん

 』」



「なんか複雑な家庭っぽいっ!?
 」



「千冬、お母さんもお父さんも大好き」



「それはいいことなんだけどさ！　たぶん世界で一番いいことなんだけどさ！」



「『
昔のお母さん
 オニババア

 』」



「お母さん昔なにがあったの!?
 」



「『
帰りが遅いお父さん
 ウワキモノ

 』」



「そんなことないって！　仕事長引いてるだけだって！」



「『
お父さんの仕事仲間
 ドロボーネコ

 』」



「きっとただの仕事仲間だって！　お父さんを信じてあげて！　……千冬ちゃん、家族シリーズはもう十分だから、次行こうか」



「『
クマさん
 ハチミツ

 』」



「……うん。かわいいからオッケー」



「『
パンダさん
 ブラツクオアホワイト

 』」



「ルビだけ超かっけーっ！」



「
空には届かぬ翼
 ペンギン

 」



「今度は本文だけ超かっけーっ！」



「あとは……」



「いや、動物シリーズももういいや」



　俺は深く息を吐く。やはり千冬ちゃんには根本的に二つ名の意味が伝わってなかったらしい。しょうがないんだけどね。まだ小学生だし。



　ひらがな、カタカナ、漢字が
三位一体
 さんみいつたい

 となって生み出す絶妙のハーモニーを理解するためには、ある程度精神的に成熟しなければならないのだろう。



　そう、この俺のようにな！



「千冬ちゃん。いっぱい考えてくれてありがと。じゃ、その中から、一番気に入ってる奴を選んでみよっか」



「んー。んー」



　千冬ちゃんは腕を組んで唸り始めた。小さな足をじたばたさせたり、ぬいぐるみのリッスンの尻尾をびよんびよん引っ張ったりしながら一分ほどシンキングし、そして「これ」と、一つの二つ名を差す。







『《
酢豚
 パイナツプル

 》』







「…………」



　今まででダントツにシュールなやつだった。



　一周して逆にセンスがあるんじゃないかと思う。



　この子は時代のはるか先を行っているのかもしれない。



「千冬ちゃんは本当にこれがいいの？」



「千冬、酢豚に入ってるパイナップル、好き」



「そっか……」



「だから、お母さんがよく、パイナップルしか入ってない酢豚作ってくれる」



　それもう酢豚じゃねーよ。そもそもパイナップルは消化酵素で肉を柔らかくするために酢豚に入ってるんだから、それじゃ本末転倒だよ。



「これから千冬のことは、《
酢豚
 パイナツプル

 》と呼ぶといい」



　なにやら誇らしげである。相変わらずこの子の思考回路はさっぱりわからない。



　一段落ついたので、俺は次の人に向かう。



　それにしても、想像以上にうまくいかないもんだなあ。



　全体的に、なんというか厨二力が足りない。魂に訴えてくるものが欠けている。



　まあ、俺の求めるものをみんなに求めるのは間違ってるのはわかってるんだけどさ……。



　複雑な気分になりながらも、俺は最後の
砦
 とりで

 に声をかけた。



「もう、やるんなら早くしてよ」



　つっけんどんに言いながら、灯代は自分のノートを指す。







『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』







「…………」



「て、適当に考えただけだからねっ！　あんたの講義参考にして、あんたが喜びそうないかにも厨二ってやつ考えただけだから！」



「…………」



「べ、別に、私の願望とかじゃないからっ。昔考えた二つ名とかじゃないから！」



「……灯代」



「な、なによ……」



「お前、優勝」



「優勝っ!?
 」



「もうお前に教えることはなにもない。免許皆伝だ」



「いらないわよそんな免許！」



「師匠……」



「師匠言うな！　なによその羨望の
眼差
 まなざ

 しは!?
 」



「
師匠
 マスター

 ……」



「マスターってルビ振るな！」



「しかしゆめゆめ忘れるなよ、灯代。厨二道に終わりはない。これで
極
 きわ

 めた、と思い上がってはならんぞ」



「最初から終わってるわよそんな道！　つーかあんたはどういう立ち位置なの!?
 　私の師匠なの？　弟子なの？」



「
戦友
 とも

 だ」



「戦友って書いてともって読むな！」



「な、なにぃ！　厨二力、７０００、８０００、馬鹿な、まだ上がるだと……？」



「スカウターごっこをするな！」



「厨二力の底が見えねェ。俺の《
天上不知唯我独損
 ハコワレ

 》で、こいつをトバすには、いったいどれだけ……」



「私の厨二力はモントゥトゥユピー並なの!?
 」



　ギルディア・シン・呪雷は生まれて初めて心の底から震え上がった……。真の恐怖と絶対的な
挫折
 ざせつ

 に……恐ろしさと絶望に涙すら流した。これも初めてのことだった……。



「泣くな！　歯をガチガチ鳴らすな！　私はフリーザ様か!?
 」



　相変わらず的確な突っ込みをくれる灯代であった。



　いやしかし、冗談は抜きにして、マジでいいな。



『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』



　
嗤
 わら

 うが笑うじゃないところがいい。
暗闇
 くらやみ

 じゃなくて
宵闇
 よいやみ

 ってところもわかってる。



　そしてなによりも──
二律背反
 にりつはいはん

 。



　……かっけー。二律背反かっけー。






[image: ]




「というわけで！　第一回二つ名コンテスト、
栄
 は

 えある優勝者は──
《永遠》
 クローズドクロツク

 神崎灯代の、『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』でした！」



「いつコンテストになったのよ！」



「はい！　みなさん拍手！」



『ワー』パチパチ。



「みんなノリ気なの!?
 」



　
驚愕
 きようがく

 の灯代。俺も驚くが、すぐに納得する。



　鳩子はみんなで騒ぐのが好きだし、彩弓さんは人をおちょくるのが好きだからな。千冬ちゃんは……なにもわかってないけどとりあえず乗ってきた感じだろう。



　これはふざけていい空気だと判断した俺は、全力でふざけることにする。



「優勝者の神崎灯代さんには、明日から一週間、みんなから二つ名で呼んでもらえる権利がもらえます」



「それ罰ゲームよね!?
 」



「では『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』さん。なにかコメントをどうぞ」



「早速呼ばないでよ！　……いや、特にコメントとか、ないから……」



「審査員の評価では二律背反という単語のチョイスが非常にポイントが高かったようですねえー」



「審査員って……全部あんたの独断でしょ」



「二律背反。いいですねー。魂が震えますねー。この言葉には、いったいどんな意味が込められているんですか？」



「……いや、その……い、意味とか、よくわかんないけど……なんか響きが、か、かっこよかったから……」



「では、『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』さんは、よくわかってない単語を自分の二つ名に持ってきたと？」



「……うん」



「へえ。ふーん。へぇー」



「なによそのムカツク顔!?
 　言いたいことあんなら言いなさいよ！」



「以上『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』さんからのコメントでした。はいみなさん、もう一度『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』さんに拍手！」



『ワー』



「だからなんでみんなノリいいの!?
 　私アウェーな感じ!?
 」



「さあ、それではみなさんご唱和ください！　エーンドレス！　エーンドレス！」



『エーンドレス！　エーンドレス！』



「変なコールが始まった!?
 」



「パラドックス！　パラドックス！」



『パラドックス！　パラドックス！』



「二律背反！　二律背反！」



『二律背反！　二律背反！』



「二律背反！　二律背反！」



『二律背反！　二律背反！』



「二律背反だけ長くない!?
 」



「二律背反！　二律背反！」



『二律背反！　二律背反！』



「もうお願いだからやめてええええ──っ！」



　こうして、第一回二つ名コンテストは幕を下ろした。



　まあ、なんつーか。



　今日も充実した一日だったぜ。











　部活が終わり、五人の子供達が
黄昏
 たそがれ

 に染まる街を
闊歩
 かつぽ

 する。





『黒の王』
 ロードオブタナトス

 ※他異名多数



『ノリツッコミの鳩子』



『ドキドキ天使サユミちゃん』



『
酢豚
 パイナツプル

 』



『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』



　……やっぱ駄目だな、これ。シュールにも程がある。



　みんなには俺が付けた超絶にかっちょいい能力名があるわけだから、能力名イコール異名にという方向で行った方がいいかもしれない。



「なあ、『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』」



「……………」



「おい、シカトするなよ、『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』」



「……………」



「聞こえてんだろ、『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』」



「……二つ名で呼ぶな！」



　
凄
 すさ

 まじい勢いでこっちを向き、烈火の勢いで怒鳴る。



「これ以上馬鹿にしたら本気でキレるからね！」



「なに言ってんだよ。馬鹿になんかしてねーよ。俺はお前のセンスは本当に素晴らしいと思ってるんだぜ？」



　俺は本心からの賛辞を述べた。本当に素晴らしいと思うからこそ、俺は彼女を『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』と呼ぶのだ。馬鹿にするなどもってのほかだ。



　まあ、ネーミングに関して言えば、個人的にすっきりと短くまとまってる方が好きなんだけど、それは好みの話だしな。



「……もういっそ馬鹿にして……」



　灯代は複雑な表情で嘆いた。そんな彼女を、『ドキドキ天使サユミちゃん』こと彩弓さんが慰める。



「元気を出してください、『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』さん」



「さ、彩弓さんまで……」



「安藤くんのせいで、『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』なんて、厨二全開の二つ名で呼ばれることになってしまって……本当に、同情し……ま……ぶふぅっ！」



「楽しんでますよね！」



　彩弓さんに笑われた灯代は、頭を抱えてしまう。



「……ああもう、本当に忘れてよ、その二つ名」



「くくっ。残念だったな。お前の真名はすでにこの『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』にも記されている。もう二度と消えることは──って、あれ？」



　鞄に手を突っ込み、『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』を取り出そうとして、気づく。



「な、ない!?
 」



『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』がない！　世界の真理が記されし書が!?




「なに、どうしたのよ？」



「灯代……。大変だ。『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』がないんだ」



「ああ、ブラッディビブレがないの？」



「いや、ビブレ言うなや」



　定着したらどうすんだよ。



「くそ。とうとう『奴ら』が動きだしたのか。まずいな。あの書物の中には、封じられし禁断の秘術が無数に記されているというのに……」



「黙れ厨二。……あ、そういやあんた、さっき部室の入り口で盛大に鞄ぶちまけてなかったっけ？」



　ああ、そういえばそうだ。それで慌てて片付けて、走ってみんなを追いかけて。なるほどそとのきに落としたのか──



「──ってことは、部室の外に落ちてるってことか!?
 」



「まあ、そうなるんじゃない」



「……うわ、やべ」



　部室の外だったら他の人に見られるじゃん。気心知れたメンバーに見られるならまだしも、その辺の知らない奴に見られるとか……。



　想像しただけで血の気が引く。



「俺、ちょっと探してくるから、みんなは先帰ってくれ！」



　みんなの返事も待たずに、校舎へとダッシュで戻る。



　
疾
 はし

 れ！　
疾
 と

 くあれ！



　誰かが拾う前に急いで『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』を回収するのだ！










☆










　安藤が一人で黒歴史ノートを探しに行ったので、私達は四人で帰ることにした。待ってようかとも思ったけれど、安藤が先に帰れと言っていたし、それに従うとしよう。



「ジューくんってほんとおっちょこちょいだよねー、灯代ちゃん」



　隣を歩く鳩子が、困ったように笑顔を向けて言った。



「あ、間違えた。二つ名で呼ばなきゃなんだっけ。えっとなんだっけかな……」



「いいわよ、そんなの。どうせ言いだしっぺの安藤も明日には忘れるだろうし」



　ていうか、止めてくれないとマジで困る。



「ふふ、そうだねー」



　鳩子は、今度は楽しそうに笑った。



　安藤と鳩子の関係は、正直
謎
 なぞ

 。
幼馴染
 おさななじ

 みで長い付き合いらしいが、お互いに深く理解し合っているように見えて、しかしずいぶんと遠くにいるようにも見える。



　鳩子は安藤の母や姉のようでありながら、同時に娘や妹のようでもある。



　不思議な関係だ。



　ただ一つ言えることは、安藤の厨二センスを鳩子はなに一つ理解していないということ。これは、素養がないとしか言えないだろう。



　わかりやすい例を挙げるなら、自分の母親に厨二について説明できるのか、という話だ。母親に説明とかもう絶対無理。わからない人にはどんなに説明しても無駄無駄。



　厨二は選ばれし者──あるいは選ばれなかった者
 の特権なのだ。



　誰もが等しくその価値を理解できるわけではない。



　……ってちょっと待つのよ、私。この思想が完全に厨二っぽいわよ。



　うわー、完全に安藤に毒されてるわ……。



「でも、二つ名かぁ……」



「なに、どうかしたの、鳩子？」



「あー、うん。ちょっと昔のこと思い出しちゃって……。実は、さ。私、小学校の頃、ちょっといじめられてたんだ……」



「え」



　不意を
衝
 つ

 く暗い話題に、私は固まってしまう。前を歩いていた彩弓さんと千冬ちゃんも、歩みを止めて振り返った。



　空気が張り詰める。それを察したのか、鳩子は、



「あ、でも、いじめって言っても全然大したことなかったから。うん、ていうかもう、全然いじめでもなんでもなかったんだけどねー」



　と、慌てて手を振った。それから少し
自虐
 じぎやく

 的な笑みを浮かべて、言葉を続ける。



「私、小学校の頃、『焼き鳥ちゃん』って呼ばれてたんだー。名字が、
櫛川
 くしかわ

 で、クシとカワだからっていうのと、あとは名前が
鳩
 はと

 だからって、そんな理由で」



　焼き鳥ちゃん、か。そこまで直接的な悪口じゃないけれど、女の子が言われて嬉しいあだ名じゃない。



「『焼き鳥ちゃん』って言ってくるのもみんな友達でね。親しげに言ってくるから、止めてって言えなくて……。今だったらそんなの全然気にしないんだけど、でも、そのときの私は、そう呼ばれるのがすっごくやだったんだ……」



　子供の無邪気は、時として
残酷
 ざんこく

 だ。



　あだ名を付けた方にも、おそらく悪気はなかったのだろう。もしかしたら親しみを込めてそう呼んでいたのかもしれない。



　しかし悪意のない行為が、人を傷つけるときもある。



　幼い鳩子にとっては、焼き鳥ちゃんと呼ばれることは、きっとひどいストレスだったんだと思う。私だってそんなあだ名で呼ばれたら嫌だ。



「そのとき助けてくれたのが──ジューくんだった」



　鳩子は言う。



　わずかに瞳を輝かせながら。



「ジューくんが『そんなダサい二つ名はこの俺が許さん！』って言って、私に新しいあだ名をつけてくれたんだー」



「…………」



　いや、ちょっと待ちなさいよ。すごいあいつらしいけれど、それ、なにか解決に
繫
 つな

 がるの？



　ていうかあいつ、小学校の頃からそんなだったんだ。



　小学生から厨二ってもはや意味不明……。



「えーっとそのときのあだ名が確か……『ファイヤーフェニックス』だったかな」



　……鳩、だから、不死鳥、というところか。まあわからなくもないけど。



　でも、さすが小学生なだけあって、二つ名がシンプルでいいわね。



「そしたらみんなが『えー、そんなダサいのつけるくらいなら、もう普通に鳩子ちゃんでいいよー』って感じになって、私は『焼き鳥ちゃん』と呼ばれなくなったのでした」



　満面の笑顔で思い出を語った鳩子に、私はつい言ってしまう。



「……鳩子、あんたまさか、安藤が全部計算してたと思ってるわけじゃないわよね？」



「あはは。さすがにそこまでは思ってないよー。ジューくん、それからしばらく普通に落ち込んでたし」



　あいつらしい。



「ジューくんはきっと、やりたいことしただけなんじゃないかな？」



　きっとそうだろう。私の知っている安藤はそういう男である。彩弓さんと千冬ちゃんも同意見だったようで、うんうんと頷いていた。



「でも私は、ジューくんが私を助けてくれたって思ってる」



「……そうですね」



　彩弓さんが、
厳
 おごそ

 かな口調で言う。



「確かに安藤くんはどうしようもない馬鹿ですけど、意外と頼りになる男だと思います」



　そう言いながら、両手を胸の前まで上げて、ゆっくりと閉じた。



「たとえば私の異能
《始原》
 ルートオブオリジン

 。あらゆる存在をあるべき姿に
還
 かえ

 す力。この力を身につけたとき、真っ先に浮かんだ疑問がありました──死人を生き返らせることができるのか、という疑問です」



　その疑問は当然の疑問と言えるだろう。



　たとえば漫画などでそういう再生系の能力を持つキャラがいたなら、そこは最初に明言しておかなければならないところだ。



「しかし安藤くんのおかげで、私は──助かりました」



　半年前から、
幾度
 いくど

 となく繰り返されてきた私達の会議。その一番初めの会議で、なによりも先に安藤が言ったことがある。



　──いいですか、彩弓さん。



　──絶対に、死んだ人間を生き返らそうとしないでください。



　──動物も駄目です。



　──できるできないじゃない。試そうとすら思わないでください。



　あのときの安藤は、怖いぐらいに真剣だった。



「今となってはよくわかります。死人を生き返らせる能力など、この世に存在してはいけない。試して、万が一成功してしまった場合、私は精神の安定を保っている自信がありません」



　彩弓さんは、らしくもない少し震えた声で言った。



　現実はドラゴンボールじゃない。死んだ人間が生き返って、やったー、とはならない。



　もしも彩弓さんに、死んだ人間でも生き返らせる能力があったとしたら──



　……考えただけでも、恐ろしくなる。



「千冬も、言われた」



　不意に、千冬ちゃんが声を上げた。



「アンドーが、命は
創
 つく

 っちゃ駄目だって」



　そう。安藤は、この子にも同じようなことを言っていたのだ。



　──千冬ちゃん。きみはなにを創ってもいいよ。



　──でも、人を創っちゃ駄目だ。命を創っちゃ駄目だ。



　──絶対にだ。それだけは、俺と約束してね。



　安藤は──あの厨二病の馬鹿は、そう言ったのだ。



　ある日突然異能の力に目覚めて、みんながパニックに近い状態にいる中、一人冷静にそう言ったのだ。



　幾度となくこういう事態をシミュレートしていたであろう安藤寿来は、半年前、誰よりも的確に動くことができていた。



「あのときは、私も冷静さを欠いていましたからね。今でこそ人を
蘇
 よみがえ

 らそうとすることがいかに危険か理解していますけれど、異能が目覚めた当初の私だったらどうなっていたかわかりません。うっかりとやらかしてしまう可能性も十分にあったと思います」



　それを防いでくれたのが安藤くんです、と彩弓さん。



　その言葉に、千冬ちゃんも大きく頷いた。この子も、もしも安藤がいなければ、深く考えもせずに人や動物を創ろうとしたのかもしれない。



「私達の異能についてもさ、ジューくんは、すっごく一生懸命考えてくれたよねー」



　鳩子が言うと、「そうですね」と、彩弓さんが同意する。



「彼は私達以上に私達の異能について考えてくれました。考察し、検証し、時に妄想し、時に計算し、そして素敵な名前まで授けてくれました。ダサい厨二ネームですけど」



　二人の言わんとすることは、私にもよくわかる。



　私達はみんな──怖かったのだ。



　いきなり神にも近い異能を押し付けられて、どうしようもなく怖かった。



　しかし安藤は、自分はしょうもない力しかないくせに──万が一私達が襲いかかったりしたら五秒で死ぬくらいの力しかないくせに、私達を怖がらなかった。



　どこまでも真面目に向き合ってくれた。



　凶器でしかないこの異能を『かっこいい』と言ってくれた。



　そういえば、みんなの能力に厨二ネームを付けたとき、あいつはこう言っていた。



　──くくっ。これで貴様らの能力は、半分は俺のもんだな。



　──名前で
縛
 しば

 る、というやつだよ。くはははは！







　あいつは──私達の重荷を半分持ってくれている。







「……ふん」



　しかし私は、皮肉げに口元を
歪
 ゆが

 めて言う。



　あんまりあいつのことを高く評価すんのは、ちょっと
癪
 しやく

 だからね。



「考え過ぎよ。あいつはただ自分がやりたいことを自分勝手にやっただけでしょ？　厨二妄想で暴走しただけよ。ぜーったいそんな深いこと考えてないって」



　そう言って笑い飛ばすと、鳩子と彩弓さんは、くすくすと笑った。



「そうですね。安藤くんが考えているのは厨二臭い設定だけですからね」



「また二つ名増えたって言ってたしねー。ジューくん、すごいなあ」



　すると、千冬ちゃんがとことこ歩いてきて、私のスカートを
摑
 つか

 んだ。



「どうしたの？」



「千冬、こないだ噓ついた」



「こないだ？」



「ちゅーにのことはなしたとき」



　ああ。あのときのことか。



「恥ずかしくて、噓ついた」



　千冬ちゃんは言う。



　私のブレザーに顔を押し付けて、少し恥ずかしそうに。



「アンドー、ほんとは超かっけー」



「…………」



　彼女のその賛辞を──私達は誰も否定しなかった。



　否定することが、できなかった。



「アンドー、超ちゅーに」



「そうだねー、ジューくんはちゅーにだねー」



「厨二ですよね」



「厨二乙、よ」










☆










「いっきしっ」



　放課後の人気のない校内にて、一人盛大にくしゃみをしてしまった。



「おいおい。さては今、異界の『魔弾の射手』が、超々遠距離魔術
狙撃
 そげき

 で俺のことを
狙
 ねら

 ってやがったな？」



　あぶねー。くしゃみで
屈
 かが

 んで避けなかったら、頭に風穴が空いていたぜ。



　しかし、大丈夫かな、黒歴史ノート──じゃなかった、『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』。



　あれを誰かに読まれたらと思うと……自殺したくなる。



　いや、もちろん、俺はあのノートの内容については恥ずべきことはなにもないよ。『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』は俺の誇りだし、中に書いてあるのは世界の真理だし？



　でもまあ、だからって……ねえ？



　世界の真理をそこら辺の人に見せんのは、よくないでしょうよ？



　……とにかく、誰かに見られるわけにはいかないんだ！



　俺は駆け足で、文芸部の部室へと向かう。



「……え？」



　部室に到着すると、ドアの前には一人の男が立っていた。長身
瘦軀
 そうく

 で足が長い。髪は鮮やかな銀色。服装は黒を基調としていて、オシャレかつ派手な感じ。ビジュアル系バンドの人みたいなトータルコーディネートだった。



　目元には、丸いサングラスがあった。



　手元には──黒いノートがあった。



「ってぎゃあああ──っ！」



　俺は絶叫しながらその人の元へ駆ける。



　やべえ！　見られた！　『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』見られた！　こんないかにもリア充って感じの人に！



「あ、あ、あ、あ」



　とりあえず絶叫したもの、意外と人見知りする俺はなにも言えず、ただその人の近くでキョドることしかできなかった。
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「これ。もしかして、お前の？」



　彼は低くいい声でそう言った。近くで見ると、なかなかにイケメンだった。



　ぐああ……よりにもよってイケメンに見られた……。



「は、はい。俺の、です」



「このノート、『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』っていうのか？」



「……は、はい」



「じゃあお前が、ここの名前のとこに書いてある、『ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 』か？」



「……………はい」



　身を裂くような
恥辱
 ちじよく

 が俺を襲う。くそ。
紛
 まぎ

 れもない真実だから恥ずかしくなんかないはずなのに……うがああああ！　死にてえ！



　俺が勝手に発狂する寸前まで追い詰められていると、彼はにやりと口の端を吊り上げて、俺へと『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』を返却し──そしてこう言った。



「センスあるな、お前」



「……え？」



「『ギルディア』はギルティ、有罪を連想させるし、『シン』もまた、罪を連想させる。二重の意味で罪深い。『シン』は神ともかかり、
償
 つぐな

 い切れない罪を背負った邪悪なる存在が
匂
 にお

 わされている。さらに『ギルディア』というフレーズは、アルカディアやユートピアを想起させる。罪深き楽園、というわけか。そこに
呪
 のろ

 われし雷……鳥肌が立つぜ」



　ノートを受け取った俺は、ポカーンとしてしまう。どんだけ馬鹿にされるのかとビクビクしていたら、まさかの展開だ。



　まさか──賞賛されるなんて。



　その上──理解されるなんて。



「『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』、ね。奇遇だな。俺も似たようなものを持っている」



　言いながら、彼は懐から漆黒のノートを取り出す。表紙には逆さになった十字架が描かれていた。



「俺はこれを『
神が放棄した計画書
 リバースクルスレコード

 』と呼んでいる」



「リ、リバースクルス……逆さ十字。神への反逆を示す、
失墜
 しつつい

 の十字架……」



　あまりのかっこよさに
度肝
 どぎも

 を抜かれる。かっけー。リバースクルスかっけー。



　的確な返答がお気に召したのか、彼は一層笑みを深くした。



「俺の名は、
霧龍
 キリユウ

 ・ヘルドカイザ・ルシ・ファースト。この世界では、
桐生一
 きりゆうはじめ

 という仮の名で通しているがな」



　
真名
 まな

 ──仮の名。



　どくん。俺の中のなにかが騒ぎ出す。



「……『ヘルドカイザ』は、ヘルとカイザー。つまり地獄の支配者を連想させる。しかも『ヘルド』と完了形っぽくしたことにより、すでに地獄すら滅ぼしてしまったかのような
荒廃
 こうはい

 感が漂う。そして『ルシ』が『ファースト』とかかってルシファー、
堕天使
 だてんし

 を
示唆
 しさ

 ……。その名の全てが神への反逆を象徴している……身の毛がよだつかっこよさだ」



　そしてなにより、『桐生』を
安易
 あんい

 に『鬼龍』としないところが素晴らしい！



「かかっ」



　桐生さんは、独特の乾いた笑い声を発した。俺がよくやる「くくっ」という笑いと、よく似ていた。



「お前、サイコー」



　ひたすらに
愉
 たの

 しそうな笑み。俺は改めてまじまじと彼の顔を見つめてしまう。少しズレた丸サングラスから、わずかに覗く
双眸
 そうぼう

 。右の瞳だけ
真紅
 しんく

 の色をしていた。



　オッドアイ。いや、カラコンだろうか。



「ん？　おっと」



　俺の視線に気づくと、彼はわざとらしく中指で、サングラスをかけ直した。



「悪りぃな。危うくお前を
邪眼
 じやがん

 で支配しちまうところだった」



「じゃ、邪眼……」



「この右眼は
生来
 せいらい

 のものじゃない。今は亡き戦友から譲り受けた、
禁忌
 きんき

 の瞳だ。だから、まだ上手く制御できなくてな。たまに暴走しちまうから、それを防ぐためにこのサングラスをかけてんだよ」



　邪眼。魂が震えるほどにかっこいい。さっき俺がノートを受け取ったときに、明らかに自分からサングラスをズラしていたような気がするけど、そんなことを忘れるほどにかっこいい。



「邪眼、ですか。なるほど、恐ろしいものをお持ちだ。……痛ぅ。ぐああ」



「おい、どうした？　大丈夫か？」



　桐生さんは、右腕を押さえた俺を見て息を
呑
 の

 んだ。実際にはなにもおかしなところがないが、俺と彼の目には、この右腕には恐ろしいことになっているように見えるのだ。



「その右腕……お前、まさか──」



『まさか』で言葉を止め、続きを俺に譲ってくれるこの気遣い！



　やべえ、この人、わかってる！



「いえ、大丈夫……いつものことです。最近、ちょっと言うことを聞かなくなってきてましてね。今度、きっちり調教しとかないと」



「その年で、右腕に『アレ』を飼い慣らすとはな……。お前、いったいどんな地獄を見てきたんだ？」



「……ふふ。それはあんたも同じじゃないんですか？」



「はっ。違いねえや」



「……くくっ」



「かかっ……」



　俺と桐生さんは、意味もなく笑い合った。



　否！　意味はある。あるったらある！



　俺達にしかわからない意味が！



「かかっ。ったく。文芸部に遊びに来たら、とてつもねえ
逸材
 いつざい

 を見つけちまったぜ。なあ、ギルディア・シン・呪雷？」



「この出会いには運命を感じますね。霧龍・ヘルドカイザ・ルシ・ファースト」



　俺と彼は、互いに向き合う。



　鏡を見ているような気分だった。表裏一体にして同一存在、しかし決してイコールでは結ばれない。相反する存在であるのに、さながら双生児であるかのような矛盾。



　決して交わりはしないだろう、
永劫
 えいごう

 に
並行
 へいこう

 なる二つの存在。







　これがファーストコンタクト。



　俺と彼の──三千世界を巻き込んだ戦争は、この日から始まった。







「──って文芸部？　文芸部になんの用ですか？」



「ああ。俺、ここのＯＢなんだよ。昨日バイトクビになって、ちょっと暇だったから遊びに来た」



「…………」



　あれ。おかしいな。運命が急にどっかに行った気がしたよ。
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　学校から少し歩くと、全国チェーンのファミリーレストランがある。



　出会って三分で、前世で夫婦だったんじゃねえのかってぐらいに意気投合した
俺
 おれ

 と
桐生
 きりゆう

 さんは、場所を変えてゆっくりと語り合おうという結論に至り、そのファミレスへと足を運んだ。



　店内には学生から家族連れまで、多くの客がいた。俺と桐生さんは奥の
喫煙
 きつえん

 席へと座り、店員を呼んで注文する。



　俺はブラックコーヒー一つ。



　……ぶっちゃけブラックコーヒーとかなにが
美味
 おい

 しいのかさっぱりなんだが、男はとにかくブラックなのだ。だってそっちの方がかっこいいから。



　桐生さんは腹が減っていたのか、オムライス、ハンバーグ、カルボナーラ、チョコパフェ、と大量の料理を注文した。



「いいもんだな、こういうのも」



　料理を全て食べ終えた後、桐生さんは
物
 もの

 
憂
 う

 げに目を細めながら言った。



　穏やかな視線は店内の人々に注がれている。付き合いたてなのか、まだ初々しさが残る学生カップル（死ねばいいのに）や、お子様ランチを美味しそうに食べる子供と、それを手伝う母親。



「この腐敗した世界にも、これだけの笑顔がある。それだけでこの世界も、存在している意味があるのかもしれねえな」



　なに言ってんだこいつ、とは思わない。わかる。わかりますよ桐生さん。



　彼の全てを理解できる俺は、思いっきり乗っかる。



「戦場の狂気を
忘却
 ぼうきやく

 しそうになる日常の
刹那
 せつな

 ……。確かに、悪くないものですね」



「……忘却か。いっそ全て忘れることができたら、それは幸せなことなのかもしれねえな。だが……それは俺には不可能だ。
血塗
 ちぬ

 られた悲劇も憎しみの連鎖も、いつまで
経
 た

 っても消えやしねえ……。消えていったあいつらの顔が、今でも鮮明に思い出せる」



「ファースト……。やはり、あなたは今でも──」



『今でも』で
台詞
 せりふ

 を止める。相手の邪魔をしてはいけないのだ。



　ちなみにだが、お互いの呼び名は『ファースト』と『ギルディア』となった。



「畜生……。本当に、くだらねえ能力だぜ」



　
哀
 かな

 しみと苦しみを
滲
 にじ

 ませた、悲痛な表情で吐き捨てる。



　この人には完全記憶能力があるらしい。さっき本人が言っていた。



　漫画とかでお
馴染
 なじ

 みの、一度見たことを忘れずに完全に記憶できる能力だ。一見便利そうな能力だが、それは違う。



　人間にとって──忘却は救いだ。
辛
 つら

 い過去をいつまでも忘れることができないなど、地獄以外のなにものでもない。



　……ただ、さっきこの人「あそこのファミレス行こうぜ。えっと、あそこ名前なんだったかな。あー、全然出てこねえや」とか言ってたんだけど、まあそこは突っ込まないであげよう。



　これは、あれだ。『望まぬ能力を手に入れちまった俺かっけー』である。



「……かかっ」



　桐生さんは悲痛な表情を一瞬で消し、今度は楽しそうな笑顔を浮かべた。



「
安藤
 あんどう

 。お前さ、ジュライって本名だったの？　マジかっけーなあ」



　安藤と呼ばれたことで、ああ、
厨二
 ちゆうに

 をオフにしたな、と理解した。



　桐生さんも俺と同じで、頭の奥底では自分のやっていることが『設定』だと理解している人のようだ。



　本気で頭のおかしい人、ではないということ。



　きちんとＴＰＯをわきまえ、オンとオフを切り替えることができている。



　認めたくはないけれど……やはり俺は、安藤
寿来
 じゆらい

 なのである。一生懸命設定を考えていると、時々本当に勘違いしてしまいそうになるけれど。



　ま、異能には目覚めたけどね。くくっ。



「ありがとうございます。でも、桐生さんだって、桐生って名字、超かっこいいじゃないですか」



「まあな。俺も名字は気に入ってんだけど、
一
 はじめ

 って名前がどうもなあ」



「そうですか？　俺はいいと思いますけどね。新選組の
斎藤一
 さいとうはじめ

 みたいで」



「確かに。斎藤一はかっこいいよな」



「俺、
剣心
 けんしん

 より斎藤派です」



「俺も俺も。
牙突零式
 がとつぜろしき

 とか、もうたまらねーよな」



　斎藤一と言ったら、実在の人物ではなく『るろ剣』。



　基本ですよね！



「牙突と言えばよ、傘とか棒持って『牙突！』って遊ぶとき、たまに『右手』でやる
奴
 やつ

 がいるだろ？　俺、あれが本気でムカツクんだよ。
左片手一本突
 ひだりかたていつぽんづ

 きっていう牙突の元ネタも知らねー奴に牙突ごっこをする資格はねえ」



「むかつきますよね！　めっちゃわかります、それ！　半端知識の奴ほどムカツクんですよね。たとえば、ワンピース読んでないくせに『チョッパーかわいい！』とか騒ぐ女子とか」



「わかる！　マジムカツクよな、そういうウゼえ女子！」



　すごく話が合った。



　やべーな。この人と話すの超楽しいんだけど。



「でも、一って名前を『ファースト』にして、そこに『ルシファー』を絡めたセンスはすごいと思いますよ。『
霧龍
 キリユウ

 ・ヘルドカイザ・ルシ・ファースト』。本当、
惚
 ほ

 れ
惚
 ぼ

 れする
真名
 まな

 ですね」



「んな
褒
 ほ

 めるなって。お前の真名だってよかったぜ。それに、あの『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』に書いてあった二つ名とか能力名とか、全部いい感じだったよ」



　おお……そうだ。この人には、『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』見られてるんだった。



　恥ずかしいけど、褒められると
嬉
 うれ

 しい。



「あるべき姿に
還
 かえ

 す異能──
《始原》
 ルートオブオリジン

 。これ、ルートが道を意味する【
route
 ルート

 】と、根源を意味する【
root
 ルート

 】のダブルミーニングだろ？　いいセンスだ」



　なんで説明してないのにわかるの!?




　うわうわうわ超嬉しい！



　自分で自分のギャグを説明したみたいになるから、みんなにはなかなか言い出せずにいたポイントなのに！



「あれもよかったな。
煉獄
 れんごく

 の黒き
焰
 ほのお

 ──
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 。ダークを二回言っているところがすごくいい感じだ」



　そうなの！　二回言うのが大事なの！



　ああもう俺この人大好きだ！



　結婚してえ！



「お前ってもしかして、すっきりとしたネーミングの方が好みだったりする？」



「どっちかって言ったらそうですね。四文字ぐらいにまとめて、そこに長いルビを付けるのが好みです」



「俺は長い方が好きなんだよな。もう文になっちゃってるようなやつ」



「あー、そっちもかっこいいですよね」



　まあ、この辺は好みである。



「と、悪い。電話だ」



　桐生さんは携帯を取り出すと、一転して真剣な表情を浮かべた。



「リーティアか？　俺だ」



「…………」



　明らかに地球人じゃない名前キターっ！



　これは電話かかって来てないけど電話かかってきた体で意味深っぽい電話しちゃうアレだろうか。仮にそうだとしても、俺は突っ込まない。



「ああ？　おいおい、それは『戦争管理委員会』であるてめーらの仕事だろうよ。そっちの不始末を俺に押し付けんな」



　突っ込まない。



「戦争のシステムそのものを崩壊させようとしている組織『Ｆ』。とりあえず戦争を一時中止にして、全員でそいつらをぶっ殺そうって話か。くだらねえな」



　台詞がやけに説明的だけど、突っ込まない。



「わかったよ。やってやるよ。どの道いずれは
潰
 つぶ

 そうと思ってた奴らだ。この戦争の真の支配者は誰かってことを、きっちりと教えてやんよ」



　突っ込まない。



「神にも等しい力？　知らねえな。神様だろうとなんだろうと、この俺の前に立ちはだかる野郎は──天上の地獄に
叩
 たた

 き
堕
 お

 とすだけだ」



　決め台詞っぽいものが出たけど、突っ込まない。



　桐生さんは電話を切り、そして俺に言う。



「悪い。バイト先の店長からだった」



　
噓
 うそ

 つけえ！　と
喉
 のど

 まで出かかるが突っ込まない。



　マナーである。



　それにしても、電話でそういうことやるの楽しそうだな。俺も今度やろうかな。



「なんの話だったっけか？　ああ、そうそう。厨二ネーミングの話だ」



「……そう、ですね」



　ふと、熱が冷めるのを感じた。



　厨二。



　その
蔑称
 べつしよう

 のような響きに、なんというか、楽しかった気分が少し
萎
 な

 えてしまった。



　やはり桐生さんは、自分が厨二であることに自覚的である人だったらしい。



　厨二はかっこいいのだけれど──やはり厨二という単語には、ある種の
侮蔑
 ぶべつ

 のような要素を感じてしまう。



「おい。どうしたよ、暗い顔して」



「いえ……。その、桐生さんは、俺らみたいな奴はやっぱ厨二だと思いますか？」



「ん？　ああ」



　俺の問いに対して、桐生さんは柔らかな笑顔で
応
 こた

 えた。胸に生まれたわだかまりを全て溶かすような、優しく深い笑みであった。



「確かに厨二ってのは、言ってみりゃあ差別用語だよな。自ら名乗るべき呼称でもないし、呼ばれて嬉しいものでもない……」



　こちらの心情を見透かしたようなことを言いながら、彼は少し身を乗り出す。



「お前、『ドン・キホーテ』って知ってるか？」



「……えっと、大型ディスカウントショップですか？」



「そりゃドンキだよ」



「ワンピースの七武海に出てくる……」



「そりゃドンキホーテ・ドフラミンゴだ。そいつの元ネタの方」



　桐生さんは嫌な顔一つせずに詳しく説明してくれた。



『ドン・キホーテ』



　十七世紀に出版された、スペインの作家、ミゲル・デ・セルバンテスの小説。



　騎士道物語を読みすぎて妄想に陥った下級貴族の主人公は、自らを伝説の騎士だと思い込み、『ドン・キホーテ・デ・ラ・マランチャ』という
豪奢
 ごうしや

 な名前を自称し、やせ細った馬のロシナンテにまたがって、従者のサンチョ・パンサを連れて世の不正を正す旅に出る。



　妄想に
囚
 とら

 われたドン・キホーテが、田舎娘を自分が
慕
 した

 う姫だと一方的に決めつけたり、風車を巨大な化物だと思い込んで突撃したり──と、変人としか思えない行動を繰り返しながら旅を続ける物語。



　へえ。全然知らなかったな。



　ギリシア神話や聖書や心理学はかじっている俺だが、そういう文学方面には
疎
 うと

 い。



　……いやまあ、かじってるって言ってもウィキペディア見てにやにやしてるだけだけど。



　かじってるっつーか、
舐
 な

 めてるぐらい。



　しかし──それにしても『ドン・キホーテ』の内容だ。



　この小説の主人公、いくらなんでも──



「ひどい厨二病だと思うだろう？」



　桐生さんの言葉に、
頷
 うなず

 く。そう、厨二病だ。自分を特別な人間だと思い込み、
真名
 まな

 を名乗り上げ、そしてオリジナルな設定をどんどん考え込む。



　厨二病以外のなんだと言うんだろう。



「『ドン・キホーテ』は、出版当初は馬鹿な主人公がイタいことするだけのギャグ小説だと評されたが、しかし時代を
経
 へ

 てその評価が変わってゆく」



　朗々と語られる言葉に、俺は自然と耳を
傾
 かたむ

 けていた。



　まるで、見えない引力に導かれるように。



「『罪と罰』で有名なドストエフスキーは、この小説を『人間の魂の最も深い、最も不思議な一面が、人の心の
洞察
 どうさつ

 者である偉大な詩人によって、ここに見事に
抉
 えぐ

 り出されている』『人類の天才によって作られたあらゆる書物の中で、最も偉大で最ももの悲しいこの書物』と、この小説を高く評価している」



「……厨二病が主人公の小説を、高評価」



　人間の魂の最も深い、最も不思議な一面。



　最も偉大で、最ももの悲しい。



「厨二病って言葉が生まれたのは本当に最近のことだ。しかし、厨二病の要素は『ドン・キホーテ』の頃から存在していた──いや、はるか昔、おそらく人間が生まれ、社会が誕生した頃から、厨二の概念は存在していたはずなんだ」



　それに最近ようやく名前が付いたってことだ、と。



　桐生さんはそう言って、目元のサングラスを中指の腹でかけ直す。その瞬間、右目の
邪眼
 じやがん

 が
妖
 あや

 しく光った気がした。



「なあ、安藤。お前は厨二をどう
捉
 とら

 える」



　不意に投げつけられた問いに、少し動揺するが、なんとか言葉を
紡
 つむ

 ぐ。



「俺は──自分に噓をつかないことだと、思います」



　自分がこの前出した答えを述べる。



　少し恥ずかしかったが、なんとか
堪
 こら

 えて本音で応えた。



　この人相手には、そうしなければならない気がしたから。



「いい答えだ。けど、少し抽象的だな」



　桐生さんは口の端を吊り上げ、楽しそうに笑った。



　それこそ──
嗤
 わら

 うという表現がぴったりな様子で。



「厨二ってのは、種類はあれど根源は一緒だ。始まりは自己否定。自分や自分の生きる世界が気に入らないから、違う自分や
虚構
 きよこう

 の設定を生み出す。しかしその感情は、自己
肯定
 こうてい

 への強烈な
渇望
 かつぼう

 でもある」



「…………」



「違う自分になりたいのと同じくらい、今の自分も認めてほしい。違う世界で活躍したいのと同じくらい、今の世界で賞賛されたい。自己否定と自己肯定の解決されない矛盾が、厨二病の根源だ」



「解決されない矛盾……」



「エンドレスパラドックスだ」



　ごくり、と唾を飲み込む。



　これは──なんの偶然なんだろう。



　これは──なんの運命なんだろう。



「多くの人間は、すぐにその矛盾を抱え込むことに耐え切れなくなって投げ出す。『大人になる』ってことだな。そして人は社会に適応し、周囲に
迎合
 げいごう

 して生きるようになる。『
世間
 せけん

 と違う俺かっけー』から『世間に合わせる俺かっけー』にシフトするってわけさ……」



　桐生さんはそこで一つため息を
吐
 つ

 いた。どこか
哀
 かな

 しげに見えるその様子は、彼の線の細さも相まってか、人の愚かさを嘆く女神をイメージさせる。



　しかし瞳の中では、静かな怒りが燃えている。



「『大人になれ』『大人になれ』……どいつもこいつもアホみたいにそう繰り返す。『大人になる』ってことは『他人や社会にとって都合がいい人物になる』ってことだ。多くの人間はそのことを美徳だと信じている──いや、信じたいんだろうな」



「……『大人になる』のは、悪いことってことですか？」



「そうじゃねえよ。ただ、厨二と大人は相性が悪い。厨二は子供の特権だからな──でも、たまに俺やお前みたいな『大人になれない』奴が現れる。いつまでもいつまでも矛盾を抱え続ける、どうしようもない末期の厨二病患者がな」



「なんか……よくある異能バトルの異能みたいですね。誰もがその才能を持ちながら、それを解放できるのは、一部の選ばれし者っていうか」



「いい例だな。
概
 おおむ

 ねそんな感じだ」



　桐生さんは満足そうに頷き、ポケットから
煙草
 たばこ

 を取り出して口に
咥
 くわ

 えた。
華美
 かび

 な装飾が施されたオシャレなジッポをくるくると回しながら、流麗な仕草で火を着ける。



　……ジッポ回すのかっけー。



　これ、家でめっちゃ練習したんだろうな。



「人の歴史は厨二の歴史と言ってもいい。１＋１に文句をつけたエジソン。天動説を否定したコペルニクス。空を飛べると信じて疑わなかったライト兄弟。光に疑問を感じたアインシュタイン。わかるか？　世界を回してきたのは、いつだって『世間と違う俺かっけー』を最後まで
貫
 つらぬ

 き通してきた厨二病患者だけだ」



　歴史上の人物を厨二扱いするのはいかがなものかと思うが、理解できないこともない。



　世間で天才と称されるような人間は、得てして普通じゃないことが多いと聞く。



「この世界を支配するのは厨二力だ」



　桐生さんはそう断言して──
嗤
 わら

 った。



　全てを見下すような凶悪な笑顔でありながら、どこか
儚
 はかな

 さが漂う。



　簡単に言えば、厨二っぽくてかっこいい笑い方だった。



　そのとき、



「あれ。安藤じゃない」



　ファミレスの入り口に、見知った人影があった。



「
灯代
 ともよ

 。どうしてここに？」



　こちらに歩いてくる彼女に声をかける。



　あ、二つ名で呼ぶの忘れた。まあいいや。もう面倒だし。



「私はただ勉強しに来ただけよ。このファミレス、よく利用するから」



「
他
 ほか

 のみんなは？」



「もう帰ったわよ。『せっかく安藤がいないことだし、今日はみんなで遊ぼー』って話になったから駅前で遊んで、今は解散後」



「なにその、俺いない方が楽しいみたいな言い方!?
 」



「いや、それは……」



「言いよどむなよ！　なに!?
 　俺、ハブられてんの!?
 」



「…………」



「無言で目を
逸
 そ

 らすな！　リアルだぞ！」



「あ、安藤は、また今度一緒に遊びましょ」



「それ絶対二度とない『また今度』だろ!?
 　日本人特有の
誤魔化
 ごまか

 し方である『また今度』だろ!?
 　それが通じなくて苦労してる外人とかいっぱいいるんだからな！」



「それより安藤」



　灯代は話を流しやがった。今の件は冗談だとは思うけど、にしても心臓に悪い冗談だからやめてほしい。



「ビブレは見つかったの？」



「ビブレ言うなや。ああ、この親切なお兄さんが拾ってくれてな」



　俺は桐生さんを指し示す。灯代は彼に視線を移すと、



「──え？」



　目を見開き、表情を凍らせた。持っていた
鞄
 かばん

 が、とん、と床に落ちる。



「かかっ」



　そのタイミングで、桐生さんが笑った。



「久しいな。『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』」



　彼の口から飛び出した単語に──驚く。その二つ名は灯代の──







「一兄さん……」







　灯代は
掠
 かす

 れた声で呟いた。



「え、ええ？　に、兄さん!?
 」



　急展開に
驚愕
 きようがく

 を隠せない。しかし桐生さんと灯代は、俺を無視して会話を続けた。



「一兄さんじゃねえ。霧龍・ヘルドカイザ・ルシ・ファーストだ」



「またそんな変な名前名乗って……」



「かかっ。お前が中学んときに考えた『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』よりは、まだ厨二力が低い真名だと思っているがな」



「ちゅ、中学のときの話はしないでっ！」



『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』は、灯代が中学時代に考えた二つ名だったらしい。



　なるほどな。やっぱこいつ、昔はそういう感じだったんだなあ。



　高校デビューなんかなあ。



「に、に、にやにやしてんじゃないわよっ！」



　顔を真っ赤にして俺を怒鳴る灯夜だったが、しかし俺に構っている暇はないようで、すぐに桐生さんへと視線を戻した。



「……一兄さん、いつこの街に帰ってきたの？　それに、その髪……」



「ああ……こいつは、目の前であいつが
惨殺
 ざんさつ

 された瞬間に、一気に色が抜けたんだ。世界に対する絶望と、自分に対する怒りのせいで……」



「いや、根っこのとこがちょっと黒くなってるから……。それにその赤い右眼も」



「お前も覚えているだろう？　これは──あいつの右眼だ……」



「……今日は右眼なのね。片方ばっかりカラコン着けてるとバランス悪いからって、一日ごとに左右変えてるのよね」



「そうか。お前には、あいつがそういう暗示をかけておいたんだったな」



「だから誰なのよ、『あいつ』って……」



　厨二全開の桐生さんと、
呆
 あき

 れ果てたような灯代。



　とても親しげな様子だった。



「……ねえ、一兄さん。いい加減、うちに帰ってきたら？」



「断る」



「みんな心配してるのよ。お父さんだって、もう怒ってないから」



「断るっつってんだろ」



　突き放すような
苛立
 いらだ

 った声。出会ってからずっと楽しそうに笑っていた彼が、初めて怒りの感情を
露
 あら

 わにした。



「帰って親父に伝えとけ。『今月の生活費もよろしくお願いします』ってな」



「…………」



　いや、ちょっと怒った感じでなに言ってんだこの人。



　
凄
 すさ

 まじいオーラ
醸
 かも

 し出しているくせに、言ってることダサっ！



　さっきの『大人になる』うんぬんのトークの魅力が全て色
褪
 あ

 せた気がする。



「……家出するなら自立してよ、一兄さん」



　灯代は深く息を吐いた。その目は身内の恥を見る目になっている。



「邪魔が入ったな。夢の対談はここまでだぜ、ギルディア」



　桐生さんは吸っていた煙草を灰皿に
擦
 こ

 りつけ、席を立つ。



「前世からの縁がようやく
紡
 つむ

 がれたところだったのに……残念だ」



「また
逢
 あ

 えますよ、ファースト。あなたが運命に選ばれし者ならば」



「かかっ」



「くくっ」



「なに通じ合ってんのあんたら!?
 　キモっ！」



　いや引くなし。キモいとか言うなし。



　桐生さんは灯代の脇を通り過ぎて、出口へと向かう。



　そのとき、彼は当たり前のように灯代の肩に手を置き、そして灯代も嫌な顔一つせず、当たり前のようにそのボディタッチを受け入れた。



　変な話だが、俺はその瞬間、この二人が家族なのだと確信した。



「ああ、そうだ。安藤」



　途中、桐生さんは振り返り、安藤、と俺を呼んだ。厨二オフモードだ。



「俺ばっかりお前の厨二ネーミングを聞いちまったからな。お
詫
 わ

 びと言っちゃあなんだが、俺のネーミングを聞かせてやるよ」



「え。いや、いいですよ。そんな気を遣わなくても」



「遠慮すんなって。つーか言わせろ」



　自分が言いたいだけらしい。



　桐生さんは丸サングラスをかすかにズラし、両の目を
覗
 のぞ

 かせた。



　
漆黒
 しつこく

 の瞳と
真紅
 しんく

 の瞳。



　相反する二つの色の
眼
 まなこ

 が、俺を見据える。



「狂気にして凶器。最悪にして
災厄
 さいやく

 。天をも堕とす
破滅
 はめつ

 の力──







《
堕天使の鉄槌は愚者へと振り下ろされる
 ルシフアーズストライク

 》







　──それが俺の忌むべき異名であり、世界をひっくり返す異能の名だ」



「…………」



　どくん。



　どくん──どくん──どくん。



　俺の心の奥底──魂の最も深い部分が、得体の知れない恐怖に
怯
 おび

 えたように、あるいは未知との遭遇に歓喜したように、激しくざわめいた。



　かっこいいとかかっこよくないとか、そういう次元には存在しない本物のなにかを、彼から感じ取ってしまったのだ。



「
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 。俺とお前は、いずれまた運命の歯車に導かれて再会することになる。その
刻
 とき

 を楽しみに待ってるぜ」



　意味深な台詞を残し、彼は店内から姿を消した。もっとも、彼や俺みたいな奴は常に意味深なことを言って
悦
 えつ

 に
浸
 ひた

 るので、気にはしないけれど。



　灯代は再び深いため息を
吐
 つ

 き、さっきまで桐生さんが座っていた位置に座った。



「あの人が、灯代の兄貴か……」



「恥ずかしながらね」



「なんつーか……キャラが
摑
 つか

 みづらい人だな。なに考えてるか全然わからん」



　別に嫌いではない。ていうかむしろ大好き。



　しかし、終始なにを考えているかわからなかった。どこまで本気でどこからが冗談なのか、まるで判断がつかない。



　圧倒的な存在感を放っているのに、その輪郭が不安定で摑みどころがない。



　まるで──霧のようだ。



　
拭
 ぬぐ

 っても拭っても払い切れない、深くて濃い霧。



「まあね。一兄さんは、昔からそういう人だったわ」



「灯代の
類
 たぐい

 まれなるセンスは、あの人のおかげというわけか」



「…………」



　無言で顔を逸らす灯代。少し
頰
 ほお

 が赤らんでいた。



　そういや、漫画とかに詳しいのは兄の影響だって言ってたな。なるほど。あんな強烈な兄がいれば、嫌でもそっち方面に詳しくなるだろう。



「ってあれ？　神崎と桐生って……名字が違うんじゃないのか？」



「ああ、私達、異母兄妹なの」



　異母兄妹。全く似てない兄妹だとは思ったけれど、まさか血が半分しか繫がっていないとは思わなかった。



「父親は一緒で母親が違うのよ。桐生は、一兄さんの母親の姓。小さい頃から一緒に暮らしてたんだけど、一兄さんはずっと母親の姓を名乗ってる」



「はあん。複雑そうだな」



「聞きたい？」



「言いたいのか？」



「言いたくない」



「じゃあいいよ」



「うん」



　灯代はそこで、テーブルの上の灰皿に視線を落とした。しばらく桐生さんの吸殻を眺めた後、過去を懐かしむような口調で、彼のことを語った。



「一兄さんはね、昔っからすごい優秀な人だった。頭脳
明晰
 めいせき

 、
容姿端麗
 ようしたんれい

 、
文武両道
 ぶんぶりようどう

 。高校の全国模試はいっつも一位とか二位。高校では文芸部だったけど、中学のときは陸上で全国行ってる。もう
工藤新一
 くどうしんいち

 とか
夜神月
 やがみライト

 とか、そういうレベルね」



「すげーなおい」



　超高校級を軽々しく超えているレベルということか。



「けど、一年前ぐらいに『この世界は間違っている』って言葉を残して、大学を辞めて家から飛び出してった……」



「すげーなおい！」



　一見かっこよさそうでただの馬鹿だ！



　笑えない馬鹿だ！



「なるほどな。つまり灯代は行方不明になった兄を探すために、高校時代に兄が所属していたうちの文芸部へと入部して、ヒントを探してたわけだな」



「いや、そんなありきたりな展開じゃないから。普通に文芸部に入っただけ。別に兄さんとも音信不通ってわけじゃないしね……」



　そう言って灯代は頭を
搔
 か

 き、恥ずかしそうに
俯
 うつむ

 いた。さっきからずっと気まずそうにしている。たぶん家族を見られたことを恥ずかしく思っているのだろう。



　家族を見られるっていうのは、誰だって嫌なものだ。



　俺だって姉ちゃん見られたらすごい恥ずいし。



「ねえ安藤。そういえば一兄さんが、あんたのこと
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 って呼んでたんだけど」



「あー。あの人に『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』が見られたからな」



「……え？」



「なんだよその青ざめた顔!?
 　大丈夫だったから！　むしろ絶賛されたから！」



「……ああ、そうか……一兄さんなら絶賛するか。それはいいとして、あんた、まさかとは思うけど、私達の異能のこと、話してないわよね？」



　
釘
 くぎ

 を刺すような視線が、俺に刺さる。



「言ってねーよ。見くびんな」



　言ったらどうなるかな、とはちょっと思ったが、だからって俺達の秘密を漏らしたりはしない。



　異能力のことは、俺達以外の誰にも話さない。



　これも、文芸部のみんなで決めたことだ。



「そう。ならいいけど」



「……にしても、すごい人だな」



　俺は改めて言った。皮肉でもなんでもなく、素直な賞賛の気持ちで。



　今まで会ったことがないタイプの人間だった。



　すごい、としか表現できない。ただのイタい人なのかもしれないけれど、不思議と嫌な感じはなしない。



「そして──」



　俺は、透明な筒にさし込まれた伝票を見て呟く。



　もろもろの料金、３６４０円（俺のコーヒーは３００円）。



「さりげなく代金押し付けられた……」



「……ごめん。本当ごめん」
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「ねーねー、ジューくん、なにしてるのー？」



　放課後の文芸部の部室にて、
鳩子
 はとこ

 がいつもと変わらないのほほんとした様子で俺に話しかけてきた。



　今日もメンバーは全員
揃
 そろ

 っている。
彩弓
 さゆみ

 さんは『
神の古本屋
 ゴツドオフ

 』から発掘した難しそうな本を読み、
千冬
 ちふゆ

 ちゃんはぬいぐるみを抱えながら、ぬぼーっとしている。



　
灯代
 ともよ

 はというと、いつも通りにパソコンをいじっていた。



　
桐生
 きりゆう

 さんと会った日からどうも様子がおかしい──なんてことはまるでなく、本当にいつも通りである。彼女の中では、兄のことはある程度折り合いが付いているのかもしれない。



「鳩子。今いいとこなんだから邪魔するな」



　俺は
幼馴染
 おさななじ

 みを制し、また作業に戻る。しかし鳩子は
諦
 あきら

 めなかった。



「いいじゃん。教えてよー」



「ああもうっ、体を揺らすな！　ズレるだろ！」



「だって教えてくれないんだもん」



「見たらわかるだろ？」



「見てわかんないから聞いてるんだよー」



　俺はやれやれと息を吐き、左手に持ったペンと、ブレザーをまくった右腕を
晒
 さら

 しながらわかり切っていることを述べる。







「今、右腕に黒龍描いてるんだよ」







　かちゃーん。



　なにかが壊れる音がした。見れば、灯代が湯のみを落とした体勢で固まっていた。



「あんたって
奴
 やつ

 は……あんたって奴は……」



「気を確かに、灯代さん。心を強く持って」



　彩弓さんが灯代の肩を揺する。その途中、流れるような動作で
《始原》
 ルートオブオリジン

 を発動し、灯代が落とした湯のみを元通りに直していた。



　さりげねえー。



「落ち着いてください。安藤くんはきっとこの星の住人ではないのです」



「彩弓さん……そうですね。あの馬鹿はきっと地球外生命体に違いない」



「馬鹿なっ！　なぜ俺が、宇宙を
流浪
 るろう

 する戦闘民族であるアグナ族の長、リグ・ナーンと地球人の女のハーフであることを知っている!?
 」



「……毒舌に対してボケで返すのはやめてください」



　彩弓さんが引いていた。ぬう。気の利いた返しができたと思ったのに。



「なんであんたら
厨二
 ちゆうに

 はハーフが大好きなのかしらね」



　灯代の指摘。いやまあ、だって基本でしょ、ハーフとか。魔族とのハーフとか妖怪とのハーフとか吸血鬼とのハーフとか、それだけなんかもう……胸がときめくよね！



「物語を転がす上では、ハーフという設定は都合がいいですからね。ハーフ故の
葛藤
 かつとう

 に
苛
 さいな

 まれたり、どちらの種族にも
馴染
 なじ

 めず迫害されたりなど、いくらでも悲しいドラマを演出することができます。作り手としては非常に扱いやすい設定だと言えるでしょう。そういった理由から、あらゆる作品で用いられているのではないでしょうか？」



　彩弓さんは夢も希望もない現実的な推測を述べた。



　確かにそうかもしれないけれど……そういうことは言わないでよ。



「で、安藤。なにしてんのよ、あんた」



「だから言っただろ？　右腕に黒龍描いてんだよ」



「いや、だからそんな奇行に及ぶ理由を教えてほしいんだけど」



「そこに右腕があるからだ」



「そこに山があるからみたいに言うな。右腕は誰にだってあるわよ」



「ああ!?
 　右腕が誰にでもあるだと!?
 　てめえ、エドワード・エルリックの
機械鎧
 オートメイル

 に込められた
哀
 かな

 しみを忘れたのか!?
 」



「なんでここでハガレンが出てくるのよ!?
 　揚げ足を取るな！」



「もう一つの理由は──
胸
 ここ

 に黒龍がいるからだ」



「いないわよ！　そして胸って書いて『ここ』って読むな！」



「真面目な話をすると──俺の
闇
 やみ

 人格はもしかしたら人型とは限らないんじゃないのか、ということに昨日気づいた」



「……ごめん。それが真面目な話なら、私はもうあんたと話すことはない」



「まあ聞けって。半年前、俺達は異能に目覚めただろ？　そのとき、元から俺の体に宿っていた闇の人格が、目覚めた異能である
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 と融合し、その姿を邪悪なる黒龍へと
変貌
 へんぼう

 させた可能性もあるんじゃなかろうか？」



「うーん。そうね。私も反射的に突っ込むばかりが能じゃないし、安藤の意見を最初っから否定するのもよくないわよね。一回冷静に考えてみましょうか…………うん！　その可能性はないっ！」



　闇人格黒龍化説が全否定されてしまった。



　仕方がない。いつの時代も、時代の先を行く理論は批判されるものだ。



「とにかく、俺は今内なる龍を飼い馴らす大切な儀式を行っているんだ。悪いが邪魔しないでくれ」



「勝手にしろ厨二」



　灯代とのやり取りを終えて、俺は黒龍作成に戻る。



　むう。しかし難しいな。なにが難しいかって、俺は右利きだから、左手で右腕に黒龍を書くのが
凄
 すさ

 まじく難しい。



　加えて、俺はそこまで絵心があるわけでもない。利き腕でですら厳しいことがどうして逆の腕でできようか。



　苦悩する俺が気になったのか、鳩子がまた声をかけてきた。



「ジューくん。左手に右手で描けばいんじゃないの？」



「それじゃ駄目だ。
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 は俺の右腕に宿っているんだからな」



「そっか……。それじゃ駄目だねー」



「ああ、駄目だ」



　うーん、と考えこむ俺と鳩子。



　向こうから、



「鳩子って安藤に突っ込まないのよね……」



「あの二人が話すと、独特のゆるい空気になります」



　と、灯代と彩弓さんが言っている気がしたが、スルーする。



　今はなによりも黒龍なのだ。



「そうだジューくん。だったら私が描いてあげるよ」



「えー、お前がー」



　嫌な予感がするが、鳩子が「いいからいいから」と言うので、
渋々
 しぶしぶ

 承諾する。すぐ落ちるように水性ペンで描いてることだし、まあ大丈夫だろう。



「鳩子。わかってるか？　黒龍だからね、黒龍」



「うん。黒い龍でしょ？　まかせといて」



「お前、絵とか
上手
 うま

 いんだっけ？」



「自分じゃよくわかんないけど、友達からは
画伯
 がはく

 って呼ばれてるよ」



「え、それどっちの意味？」



　本来は
褒
 ほ

 め言葉なんだろうけど、最近その『画伯』って呼称は、悪口になりつつある気がするぞ。



　俺の心配をよそに、鳩子は楽しげにペンを走らせる。



「はい、できたよー。いやー、会心の出来だね」



　俺は右腕を見下ろす。肌色の皮膚に、龍の長い体が描かれていた。一番の難関である龍の頭部も及第点をあげていい出来だった。



　ただし──



「なんで体が真っ直ぐなんだよ！」



　右腕の黒龍は、手の甲から
肘
 ひじ

 にかけてシャキーン！　と伸びていた。背筋に定規でも入れられたんじゃないのかってぐらいに。



「龍っていったら、体がぐねっててなんぼだろう。うねうねしてなきゃ龍じゃねえよ」



「えー、だってぐねぐねしてると描きにくいし、それに姿勢悪いじゃん」



「姿勢悪いって……。いいんだよ。龍ってのは姿勢が悪い生き物なの」



「そっかー。龍って不良なんだねー」



「……まあそうだ。龍は不良なんだ。とにかく鳩子。次はぐねった感じでな」



　というわけで描き直し。



「できたー」



「いやお前、さっきと一緒じゃねえかよ！　またシャキーンってなってるよ！」



「違うよー、よく見てよ。その龍、すごいねじれてるんだよ」



「これ、ねじれてんの!?
 」



　黒いからさっぱりわからないが、鳩子はドリルみたいにねじれた龍のつもりで描いたらしい。二次元なのでさっきと全く一緒に見える。



「もう、絞った後の
雑巾
 ぞうきん

 ぐらいにねじれてるね」



「雑巾!?
 　それ、この龍大丈夫か!?
 」



「ぶっちゃけ
瀕死
 ひんし

 だね」



「瀕死なのかよ！」



「ねじり過ぎたせいで、ちょっと体液が漏れちゃってるから」



「これ体液!?
 　口から火を吐いてんのかと思ったのに！　なんでそんなひどいことするんだよ！」
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「だってジューくんが、ぐねぐねさせろっていうから」



「ぐねるとねじるは違う」



「うーん。でもさ、ジューくんの腕からはみ出さないようにぐねぐねさせたら、すごい小刻みになっちゃうよ？」



「はみ出したっていいよ。腕の表っつーか、手の甲の方限定じゃなくて、裏面まで回っても別にいいから」



「あ、そうなの？　なーんだ、だったら早く言ってよ」



　鳩子はキャンパスを俺の手の甲側限定にしていたらしい。今までの直線的な黒龍は、キャンバスからはみ出さないようにと努力した結果だったようだ。



　鳩子は再び黒龍を描き始める。



「ジューくん、裏行くから手回してー」



「ん」



「次、表行くから手回してー」



「ん」



「もっかい裏戻して」



「ん……って、おい待て。腕一回転してんだけど。関節痛いんだけど」



「もっかい表ねー」



「待て待て！　俺の腕はそれ以上回んない！　関節決まってる！　ヨガみたいなポーズになってるよ俺！　どんなに回しても俺にゴムゴムのライフルはできないからね！」



「ちょっと動かないでー。今いいとこだからー」



「痛い痛い！　やめろって！　俺、ダイヤのエースの主人公みたいにムービングファストボールが投げられる柔らかい肩関節してないから！」



「……あ」



「おいぃっ！　なんだそのやっちゃった感
溢
 あふ

 れる『あ』は!?
 　なにが起こった!?
 」



「ジューくん、こんなとこに
黒子
 ほくろ

 あるんだー」



「黒子かよ！　どうでもいいわ！」



「黒子は大事だよー。ジャンプでもそんなバスケ漫画やってるし」



「そりゃ『
黒子
 くろこ

 のバスケ』だよ！　あれは
黒子
 くろこ

 って読むの！」



「はいジューくん。もっかい裏ー」



「ぎゃあああ！　折れる切れる！　俺の中の決定的ななにかが切れるぅ──っ！」



　ボキっ！



「うわああ！　折れたあああ！」



　すごい音がしたあ！



　人体から鳴っちゃいけない音がしたあ！



　こんなお遊びで右腕をやっちまうなんて……と深く後悔するが、すぐに右腕が全然痛くないことに気づいた。おいおい、痛みも感じないほどにやっちまったのか。



「……ぶふぅっ」



　
突如
 とつじよ

 、彩弓さんが
噴
 ふ

 き出した。



　その手には──折れた
割
 わ

 り
箸
 ばし

 が握られている。



「す、すいません……。ついうっっかり、
偶然
 ぐうぜん

 手に持っていた割り箸を割ってしまって……ふふふっ！」



「そんな偶然があってたまりますか！」



　さっきの音は割り箸だったのかよ。



　今まで割り箸を使う食べ物なんて絶対に食べてなかったはずだ。俺をおちょくるためにわざわざどっかから発掘してくるなんて、彩弓さんも人が悪い。



　俺が右腕の無事を
安堵
 あんど

 していると、千冬ちゃんがちょこちょとこと歩いて、俺の元へとやってきた。



「どうしたの、千冬ちゃん？」



「千冬も、お絵かき、する」



「え？　俺の腕に黒龍書きたいってこと？」



「うん。楽しそう」



　さっきの鳩子とのやり取りが楽しそうに見えたらしい。



「千冬ちゃん気持ちは
嬉
 うれ

 しいけど、これは遊びじゃないんだぜ？」



　俺は極めて真剣な声で言った。
他
 ほか

 のメンバーが、「遊び以外のなんだって言うんだ……」という目で見てくるが、キリッとした表情を維持する。



「だいじょーぶ。千冬、絵、超うまい」



「そうなの？」



「学校の先生から『平成のパブロ・ディエゴ・ホセ・フランシスコ・デ・パウラ・ファン・ネポムセーノ・マリア・デ・ロス・レメディオス・クリスピアノ・デ・ラ・サンテシマ・トリニダード・ルイス・イ・ピカソだ』って褒められた」



「なんでピカソのフルネーム言えるの!?
 　普通に『平成のピカソ』でいいよ！」



　ピカソ本人すら長すぎて覚えられなかったというフルネームなのに！



　千冬ちゃんもすごいし、その先生もすごい！



「あ、間違えた。『平成のパブロ・ディエゴ・ホセ・フランシスコ・デ・パウラ・ファン・ネポムセーノ・マリア・デ・ロス・レメディオス・クリスピン・クリスピアノ・デ・ラ・サンテシマ・トリニダード・ルイス・イ・ピカソだ』だった。クリスピンが抜けてた」



「誰も気づかない細かい違いを訂正しなくていいよ！　今の
台詞
 せりふ

 は、小説とか漫画だったら絶対読者に読み飛ばされるタイプの台詞だから！」



「とにかく、千冬、こくりゅー、描く」



　ぐっと小さな
拳
 こぶし

 を握り締める。やる気マンマンのようだ。



　千冬ちゃんは俺からペンを受け取ると、すらすらと
淀
 よど

 みない様子で黒龍を描いた。絵が上手いというのは本当だったようだ。



「できた。こくりゅー」



　右腕に視線を下ろす。そこには、
猛々
 たけだけ

 しい竜の姿があった。あまりの完成度の高さに驚く。正直、脱帽だ。この子は将来、画家か漫画家になれるかもしれない。



　しかし──



「これ、西洋の竜じゃん！」



　竜っつーかドラゴン！



　背中に巨大な羽が生えた、ちょっとデブな感じの竜だ。



　これもなかなかに魅力的なのだが、腕のタトゥーに選ぶなら、やっぱり日本的な龍の方がいい。



「千冬ちゃん……。これも立派な黒龍なんだけどさ、できたらこういうカイリューみたいな奴じゃなくて、ハクリューとかミニリューみたいなのを……」



「？」



「わかんないかー。世代が違うかー。なんって言ったらいいんだろうな……。あー、あれだ。日本昔話のオープニングに出てくるみたいな奴だよ」



「わかった」



　千冬ちゃんは大きく
頷
 うなず

 いた。そしてすぐに描き直してくれる。



「できた。日本昔話の竜」



「おー、確かに。確かに……」



「ちゅーじつに再現した」



「うん……。忠実なのはいいんだけどさ──乗ってる子供まで書いちゃったね」



　竜の上にでんでん
太鼓
 だいこ

 持った子供が乗っている。



　おそらく史上最年少のドラゴンライダーである、あの赤い服の子供だ。



　
著
 いちじる

 しく緊張感が
削
 そ

 がれる絵だぜ……。



「千冬ちゃん、次はできたら──」



「もういい」



「え？」



「もう飽きた。アンドー、つまんね」



　そう言い切り、千冬ちゃんは俺から離れていった。自由人である。



　なんか、あれだな。やるだけやってポイされた女って、もしかしたらこんな気持ちになるのかな……。



　
虚
 むな

 しさに包まれる中、ふと顔を上げると、彩弓さんと目が合った。



「彩弓さんは絵とか描きますか？」



「そこそこ、ですね。
嗜
 たしな

 む程度です」



　いつも通り
謙虚
 けんきよ

 な彩弓さんだった。この人はこんなことを言いながら非常にレベルの高いことをやってくれるハイスペック超人なので、油断は禁物だ。



「じゃあ、いっちょ、ここにズバっと黒龍お願いしやす！」



「その妙に高いテンションが不快ですけど……まあ、いいでしょう」



　彩弓さんは手馴れた様子で俺の右腕にペンを走らせる。



「できました。ふふ。自分の描いたものを見られるのは、少し恥ずかしいものですね」



　まず、鋭い眼光が目に入った。他者を威圧する、絶対強者の
眼差
 まなざ

 しだ。



　そしてビシッと決まったオールバック。ガタイのいい体を包む白いスーツ──



「──ってこれ、ヤクザ漫画の『
白竜
 はくりゆう

 』じゃないっすか!?
 」



「あらいけない。私としたことが、黒龍と間違えて『白竜』を描いてしまいました」



「どうやったら間違えるんですか！　絶対わざとでしょ！」



　こえー。俺の右腕に
黒須
 くろす

 組若頭の
白川竜也
 しらかわたつや

 がいる。



　めっちゃガンつけて来るんだけど……。



　つーか彩弓さん、絵うまっ！



「すみませんでした、安藤くん。はい、直しましたよ」



「ああ、どうも──って、今度はヤクザ映画によく出てる、俳優の
白竜
 はくりゆう

 さんじゃないっすか！　さっきと負けず劣らず怖いですよ！」



　なんなんだこのヤクザしばりは。



　もうやだよ。こんな目を合わせたくない右腕は。



「彩弓さん……。とりあえずもう人物は止めましょう。普通のかっこいい龍でお願いします」



「かっこいい龍ですか。わかりました。……ふふっ」



　優しい笑顔で了承してくれる彩弓さんだったが、最後の「ふふっ」のせいか、嫌な予感しかしない。



「できました。とてもかっこいい黒龍です」



　言葉通り、俺の右腕に描かれた龍のかっこよさは異常だった。心が揺さぶられ、魂が騒ぎ出す。これを見てテンションが上がらない男はいないと断言できる。



　だって、だって、この黒龍は──







「
『真紅眼の黒竜』
 レツドアイズブラツクドラゴン

 ！」







　ブルーアイズよりも見た目はかっこいいレッドアイズだーっ！



　赤眼じゃなくて真紅眼ってなってるところが最高にイカすレッドアイズだーっ！



　しかもちゃんと黒炎弾吐いてる！



「うわあ……。レベル７の割には攻撃力が低く、その上モンスター効果もないから、
生
 い

 け
贄
 にえ

 制度が導入されてから使い勝手が異常に悪くなった
『真紅眼の黒竜』
 レツドアイズブラツクドラゴン

 だ」



「その解説はいらないですね」



「漫画では、元々はダイナソー
竜崎
 りゆうざき

 のカードで、それを
城之内
 じようのうち

 がもらっただけなのに、連載終盤ではなぜか城之内の最も信頼する相棒みたいな立ち位置になっていた
『真紅眼の黒竜』
 レツドアイズブラツクドラゴン

 だ……」



「その解説もいらないですね」



　感極まっている俺に対して、彩弓さんは冷静そのものだった。ふざけてみたら思ったより俺の反応がよかったので、
若干
 じやつかん

 引いてしまっているみたいである。



　でも引かれたっていいもんね。右腕が超かっこよくなったから。



　レッドアイズはどちらかと言えば西洋風の竜の体型で、俺が望むような竜ではないのだが、これはこれでありだ。



　俺がうっとりと自分の右腕を眺めていると、彩弓さんは数枚のティッシュを取り出し、無言のまま俺に忍び寄って、



「『滅びのバーストストリーム』！」



と叫びながら、右腕をティッシュでこすった。



「うわああああ！　レ、レッドアイズが破壊されたああ！」



　ブルーアイズに負けちゃった！



　攻撃力６００ポイントの差が如実に出てしまった！



「なにすんですか彩弓さん！」



「すいません。安藤くんの喜ぶ様が異様に気持ち悪かったもので」



「ひどっ！　丁寧口調で言えばなに言ってもいいってわけじゃないですよ」



「嫌がらせをして逆に喜ばれるというのは、やはり気持ちのいいものではありませんね」



「やっぱり嫌がらせだったんですか」



「当たり前じゃないですか。しかし、私もまだまだ甘かったですね。『赤い眼』『黒』『竜』という、厨二が喜びそうな要素が満載のレッドアイズを描いてしまうとは。安藤くんの厨二加減を
舐
 な

 めていましたよ」



　俺をいじめることに関しては自分に厳しい彩弓さんだった。



　消えてしまった戦友に思いを馳せていると、灯代が哀れみの目でこちらを見ていることに気づいた。



「なんだよ、灯代」



「相変わらず馬鹿だなあ、って思って」



「そんなに俺の右手に黒龍が描きたいのか？　しょうがない奴だな」



「話聞いてた!?
 」



「さっきからずっと寂しそうな目で俺の方見てたもんな」



「見てないわよ！　照れ隠しとかじゃなくて本気で！」



「ちゃんと練習しなきゃうまくならないぞ？」



「龍が上手く描けたってなんの役にも立たないわよ」



「
辰
 たつ

 年の年賀状で役に立つ」



「十二年に一回じゃない」



「……もうお前しか頼れる奴がいないから本気でお願いします」



「弱っ！　なんでそんな必死なのよ！」



　いや、だってさあ。ここまで来たら、もう後には引けないっつーか、ここで止めたら今までのなんだったのってなるし。



　灯代は深々と息を吐き、そしてペンを握った。



「わかったわよ。ほら。描いてあげるから右腕出しなさい」



「灯代……。すまない。恩に着る。この恩は幾度転生しようとも忘れない。俺は来世でも貴公のために命を尽くそう」



「現世で返しなさいよ。ったく、なんで私がこんなことを……」



　ぶつぶつと文句を言いながら、灯代は腕に黒い龍を描く。



「ねえ。
幽白
 ゆうはく

 の
飛影
 ひえい

 みたいな感じでいいんでしょ？」



　上目遣いで問うてくる灯代に、「ああ」と返す。



　元厨二病の灯代には、俺の
崇高
 すうこう

 な考えが驚くほどスムーズに伝わっていた。パーフェクトな意思の
疎通
 そつう

 に軽く感動すら覚える。



「ほら。できたわよ。文句は言わないでよね」



「お、おお……」



　灯代の描いた龍は、そこまで高い画力で描かれたものではなかった。しかし、今までみんなに描いてもらった龍の中では、最も俺のイメージに近かった。



　つまり、すごく飛影っぽかった。



「……くくっ」



　俺の忌まわしき右腕に一匹の龍が生まれた。



　その身は
闇
 やみ

 色に染まり、俺自身を締め付けるかのように、腕に巻き付いている。



　……右腕に黒龍が刻まれてる俺、かっけー。



「我が
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 よ。とうとうその姿を表したのか。気を抜けば我が身さえも
灼
 や

 き尽くすお前の気性の荒さには、今まで幾度となく手を焼かされたな。二重の意味で、手を焼かされたな……ふふっ」



「自分で自分のダジャレで笑わないでよ、気持ち悪い」



「ぐぅ、あああ！　鎮まれ
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 ！　今はまだ
贖
 あがな

 いの
刻
 とき

 ではない！」



「ねえ。
疼
 うず

 く右腕ごっこやるなら
隅
 すみ

 っこでやってよ。
鬱陶
 うつとう

 しいから」



「さーって。黒龍ができたら次は包帯だ！　巻っくぞー。封印するぞー」



　自分の
鞄
 かばん

 から、こんなこともあろうかと家から持ってきておいた包帯を取り出す。



「灯代。右腕に包帯巻いてくれ。自分じゃうまく巻けないから」



「だからなんで私が……」



「ぐうう！　は、早くしろっ！　さ、さもないと……」



「もうさっさと自分の能力に
喰
 く

 われなさいよ」



　口ではそんな悪態をつきながらも、灯代は渋々と俺の右腕に包帯を巻いてくれた。



　付き合いがいい奴なのである。



「ねえ。飛影の
忌呪帯法
 いじゆたいほう

 みたいな感じでいいの？」



「……うん」



　本当に話が早くて助かる。
惚
 ほ

 れてしまいそうだ。



　灯代は椅子に座った俺の前にしゃがみ、くるくると包帯を巻いていく。もしもこれが異能バトルのワンシーンならば、
怪我
 けが

 を負った主人公を心優しいヒロインが手当てするという感動の場面なんだろうけど、悲しいかな、今やっていることはただの悪ふざけであった。



　うん、まあ、さすがの俺もちょっと冷静になってきた。



　なにやってんだろ、俺……。



　まあいいや。ここまで来たらもう引けないだろう。



「にしても灯代、お前、ずいぶんと手馴れてるな」



　包帯を使う機会なんて一般人には滅多にないはずなのに。



「昔、一兄さんによく巻いてあげたのよ」



「ふうん。そういや桐生さんは陸上部だったって言ってたな。あ、それとも、ああ見えて意外と
喧嘩
 けんか

 っ早いとか？」



「いや……うん、その……」



　灯代はとても言いづらそうに言う。



「……あんたと同じようなこと言い出すことが、多々あったから」



「…………」



　心の友よ。



　まあ、包帯って超かっこいいからね。腕に巻いてもいいし、顔に巻いて片目を
塞
 ふさ

 いで
銀魂
 ぎんたま

 の
高杉
 たかすぎ

 みたいにしてもかっこいい。



「はい、できた」



「ありがとう。これで俺は──また戦える！」



「……どっか特攻して自爆してこい」



　右腕に巻かれた包帯は、どこか
歪
 いびつ

 な形をしていた。もちろん灯代の巻き方が下手だから歪なのではなく、適度に崩れていていい感じなのだ。



　かっけー。ところどころダランって垂れてるところがたまんねーよ。



　さて。封印が完了したなら、次は実践だ。



「千冬ちゃーん。『フィールド』作って、『フィールド』！」



　俺は
逸
 はや

 る気持ちを抑えながら、千冬ちゃんに頼み込む。



「どんなの？」



「そうだな……。ドラゴンボール連載終盤で、街を描くのが面倒だからという理由から多用された舞台である荒野で」



「わかんない」



「じゃ、普通の荒野で」



「わかった」



「今の無駄なワンステップいる!?
 」と灯代の突っ込み。



　千冬ちゃんは窓の方を向き、片手を上げた。



　眼前の空間が、ぐにゃりと歪む。部室の壁が消失し、その向こうの景色が変わる。普段見えている校庭ではなく、荒れ果てた大地が広がっていた。



　彼女の
《創世》
 ワールドクリエイト

 は、異空間さえも自在に創造することができる。



　誰もいない荒野を創造し、そして部室の壁一面を創造した異空間の『入り口』としたのだ。



　いかなる舞台だろうと創造することが可能な凄まじい異能であるのだが、俺達の使い道といえば、野球場やスケート場を作って遊ぶぐらいである。



「おし。鳩子。ちょっと来い。
模擬
 もぎ

 戦闘をするぞ」



「はーい」



　鳩子と共に外用の靴に
履
 は

 き替え（部室に常備してある）、荒野に降り立つ。



　どこまでも広がる無人の荒野。空では
灼熱
 しやくねつ

 の太陽が輝き、
時折
 ときおり

 乾いた風が吹く。荒野に吹きすさぶ荒い風で、右腕から垂れた包帯がたなびく。



　たなびく包帯、かっけー。



「くくっ」



　悠然とした歩みを止め、鳩子と向き合う。



　
物憂
 ものう

 げな哀愁がただよう雰囲気を
醸
 かも

 し出しながら、言葉を
紡
 つむ

 ぐ。



「こうやって貴様と相まみえるのは、いったいいつ以来だろうな……。貴様と──」



「えい。れーざーびぃいいいむ！」



　台詞の途中でレーザービームが飛んできた。





《五帝》
 オーバーエレメント

 の一つ、光の力。超高密度に凝縮された光分子による一撃！



「ぎゃああああ！」



　決死の横っ飛びダイブでレーザーを回避する。俺の脇五センチを通過したレーザーは、遠くの方で巨大な岩山を爆砕していた。



　効果音を
着
 つ

 けるなら「チュドォオオ────ン！」である。



　こ、こえー……。



「鳩子！　殺す気かお前!?
 」



「えー、だってジューくんが模擬戦闘って言うから」



「模擬戦闘っていうのは模擬なの！　本気で戦ったりしないの！　ごっこなの！」



「ごっこ？」



「あ、違う。うん、ごっこ違う。シミュレーションねシミュレーション。超高度シミュレーション。ＳＡ○風に言うなら『これは、ゲームであっても遊びではない』。いざというときのために常日頃から
鍛錬
 たんれん

 を
怠
 おこた

 るわけにはいかないからな」



「むー。難しいよー」



「そしてなにより──台詞の途中で攻撃するとは何事だ」



　俺が最も怒っていることはそこだった。レーザーで危うく死にかけたことなんかよりも、よっぽどむかっ腹が立っている。



　空気読めよ、空気。



「いいか鳩子。人がしゃべってるときはちゃんと話を聞きなさいって小学校で習っただろ？」



「習ったけど……でもぉ、戦ってる最中に敵の言葉に耳を貸したら駄目なんじゃないの？」



　ごもっともなことを言われて、言葉に詰まる。



　くそ。鳩子のくせに生意気な。



「馬鹿野郎！　お前みたいなこと言う奴がいっぱいいるから、この世界から戦争はなくならねえんだよ！」



「そうなの!?
 」



「そうだ。たとえ戦いの最中だろうと敵の言葉に耳を貸す器のデカさがあれば、なんかこういろいろとあって世界は平和になるんだ」



「そ、そうだったんだー……」



　とりあえずデカいことを言って話をなあなあにする。



　
櫛川
 くしかわ

 鳩子の対処法である。



「いいか鳩子。お前にもわかりやすいたとえで説明してやろう」



「うん」



「たとえば、アニメ『アンパンマン』の終盤で、アンパンマンが新しい顔に交換した後に、バイキンマンが新しい顔をもう一回台無しにしたら……駄目だろ？」



「駄目だね！」



「『ちょ、おま、マジ空気読めよ』ってなるだろ？」



「なるね！」



「他にも、『
水戸黄門
 みとこうもん

 』で、カクさんが
印籠
 いんろう

 出した後に、悪役の人が『そんなものは知らん！』って言ったら……なんか駄目だろ」



「駄目だね！　黄門様『え、ええ……？』ってなっちゃうね！」



「これが世に言う、お約束というものだ」



「お約束！」



　鳩子の瞳が輝きを増した。お笑い好きの血が騒いでいるらしい。



「これでわかっただろ。お前の好きなお笑いにもお約束があるように、アンパンマンを代表とした異能バトルにもお約束があるんだよ」



「アンパンマンって異能バトルだったの!?
 」



「当たり前だろ。異能バトル以外のなんだっていうんだ？　アンパンマンってあれ、ジャムおじさんのスタンド能力で生まれた
人造人間
 ホムンクルス

 なんだぜ？」



「そうだったの!?
 」



「あのおじさん、パンをこねるときにいつも『ゴールド・エクスペリエンス！　産まれろ、新しい命よ！』って
呟
 つぶや

 いてるからな」



「そんなジャムおじさんは嫌だよぅ！」



「まあとにかく、お約束はきっちりと守ろうぜ」



「うん。わかった。台詞の途中には攻撃しない」



「……そしてあんま本気で攻撃しないでね」



　小声でちゃんと忠告しておく。



　ここのメンバーの異能は、俺以外はみんな神クラスの力なのだ。認めたくはない事実だが、十分の一……いや百分の一の力であろうとも、俺よりも圧倒的に強い。



　中でも鳩子の
《五帝》
 オーバーエレメント

 は攻撃力が非常に高い。純粋な殺傷力の高さだけで言えば、この中でもダントツだろう。



　最も温和で
牧歌
 ぼつか

 的な性格をしている鳩子に、最も攻撃力の高い異能が目覚めるとは、いったいどういう
因果
 いんが

 なのだろうか。



　目覚める異能と本人のキャラクターについては、半年前からいろいろと思考しているが、答えは出ていない。



　とにかく、難しい話は置いといて、今はシミュレーションだ。



「くくっ。こうして貴様と相まみえるのは、いったいいつ以来だろうな……」



「昨日以来だねー」



「貴様と初めて会ったときから、こんな日が来るんじゃないかと思っていた……」



「幼稚園の頃から？」



「
雌雄
 しゆう

 を決する
刻
 とき

 が来たようだな」



「そんなの、私が女でジューくんが男だよー」



　……こいつ黙らねーかなあ。



　まあいい。今は右腕の力を解放するのが先だ。



　俺は右腕の包帯に手をかける。今回は包帯のかっこよさを存分に活かすため、解呪の呪文はお休みだ。その辺は融通が利くのが我が異能なのである。



「もう後戻りはできんぞ。巻き方を忘れちまったからな」



　邪悪な笑みを浮かべながら、包帯を外していく。



　そして現れるのは、我が異能
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 を極めた
証
 あかし

 として右腕に刻まれた、
禍々
 まがまが

 しい黒龍の姿──



「…………」



　黒龍が
滲
 にじ

 んでぐちゃぐちゃになっていた。



　めちゃくちゃ汚い。



　……うん。そういや、ずっと水性ペンで描いてたもんね。上から包帯巻いたら、そりゃ
滲
 にじ

 んじゃうよね。



「あれ？　ジューくんなんで包帯巻き直してるの？　巻き方忘れたんじゃなかったの？」



「お、思い出したんだよ！」



「そっか。よかったねー」



「ああ！　まったく記憶力が良すぎて困っちまうぜ！」



　鳩子に見られないように必死に包帯を巻くが、左手ではうまくいかない。
焦
 あせ

 れば焦るほど包帯は解け、水性ペンで描いた龍はどんどん消えていく。



「…………」



　あーあ。



　もういいや。



　もうなんかなにもかもがどうでもいいや。



　テンションすげー下がった。



　俺はとぼどぼと部室に戻り、自分の席に座って天を
仰
 あお

 いだ。



「……買ってもない宝クジが当たんねーかなあ」



「結局なにがしたかったのよあんたは!?
 」



　灯代がすごい勢いで突っ込んできた。さっきまでの俺と鳩子の
緩
 ゆる

 いやり取りをここから見てて、相当ストレスが
溜
 た

 まっていたのだろう。



　いや、もしかしたら、俺の「黒龍描いてるんだよ」宣言からずっと溜まっていたストレスかもしれない。



「ふっ。なにがしたかったんだろうな、俺は……。もしかしたら、俺はお前達に止めて欲しかったのかもしれないな……」



「最後の最後でいい奴になるラスボスっぽいこと言うな！」



「てか、マジでごめんね……。灯代が描いてくれた黒龍……消えちゃったよぉ……」



「本気で謝らないでよ！　別にそこは全く気にしてないから！」



「ほんと!?
 　じゃ、また描いてくれるの!?
 」



「それは嫌！」



「……ケチだなあ。あーあ。まあでも、収穫ゼロってわけじゃないな」



　俺は包帯の巻かれた右腕を眺めながら呟く。包帯の持つかっこよさを改めて実感することができた。今度からは『封印の
手枷
 てかせ

 』ではなく、『
呪禁
 じゆごん

 の包帯』で
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 を封じることにしよっかなー。



「なあ灯代。『封印の手枷』と『呪禁の包帯』、どっちがいいと思う？」



「どっちでもいいわよ」



「はい、『どっちでもいい』出ましたー。お前、彼氏と買い物行ったとき、そう言われたらどうなの？　嫌でしょ？　だったらそういうこと言うのやめようよ」



「黙れ厨二。ていうか、あんたその包帯大丈夫なの？　インクが染みてすごい汚くなってるけど？」



「え？　ああ！」



　しまった。これ家から勝手に持ってきたやつなのに！



「やべえ！　母ちゃんに怒られる！」



　俺は急いで荒野に向かった。



「鳩子！　ちょっと水出して水！」



「はーい」





《五帝》
 オーバーエレメント

 で水を出してもらい、急いで包帯を水洗いする。鳩子の手から出てくる水流は、荒野の大地にどんどん染みこむ。



　荒野というフィールドのおかげで、わざわざ水道まで行かずに済んだ。しっかりと水洗いした後は、部室から椅子を持ってきて干しておく。荒野の天気ならすぐに乾くだろう。



「これぞ、
《五帝》
 オーバーエレメント

 と
《創世》
 ワールドクリエイト

 の
複合技
 ユニオンスキル

 ──
『洗濯日和』
 ライジングサン

 ！」



　……自分で言っておいてなんだが、イマイチだな。



　神クラスのスキルの無駄遣い感がハンパねー。



「ねえ安藤」



　包帯を干して自分の席に戻ると、灯代が話を振ってきた。



「あんた今日は黒龍黒龍言ってるけど、あんたの
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 って形態変化できたの？」



「ん？　どういう意味だ？」



「だから形態変化よ。炎の形を変えることって、できるの？」



　炎の形を変える、か。



　普段
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 を発動するときは、
掌
 てのひら

 から炎の形として出現させることがほとんどだ。それが炎として最も自然な形だから、特に意識せずとも勝手にそうなる。



「試したこともなかったな」



「そうだったの？　右腕に黒龍描いてなんて言うから、私はてっきり、黒龍を
模
 も

 した
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 を出して遊ぶつもりかと思ってたんだけど」



「いや、そこまでは考えてなくて……ただ、右腕に黒龍のタトゥーっつーか、
痣
 あざ

 みたいなものがあったらかっこいいかなーって」



「……あんたって目先の設定しか考えてないわよ」



「せ、設定？　せ、設定とかなんの話かよくわかんんないなあ……」



　心に刺さる指摘をされたので　声が裏返ってしまった。



　しかし形態変化か。やってみる価値はあるな。



　実質なんの役にも立たない俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 だが、その
真髄
 しんずい

 はもしかしたら形態変化にあるのかもしれない。



「うし。やるか」



　俺は右腕をかざし、まずは普通に
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 を発動する。右手の上に揺らめく黒い炎が出現する。



「解呪の呪文はどうしたのよ？」



「……あ。い、いや……その、今日は年に一度俺の魔力が最も高くなる日だから、大丈夫なんだ」



「また適当な設定を……。てか、あんま近くで
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 遣わないでよ。あんたの火って、熱いっていうか、ぬるいのよ。中途半端に熱くてすごい不快だから」



「ああ？　俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 の火力舐めんなよ！　こいつは『あったかいなあ』って油断して長時間触ってたら低温
火傷
 やけど

 するほどの火力を秘めてんだぞ！」



「湯たんぽレベル!?
 」



　俺は意識を集中し、湯たんぽ──じゃなかった、
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 を操作する。



　心の中で、荒々しく禍々しい黒龍の姿を思い描く。



　空想し、妄想し、想像し、創造し、具現化する！



「ぬ、あああああああああ！」



　全神経を右腕に集中させて、掌の上で燃える炎を操作する。



　が、予想外にうまくいかない。極限までに力を振り絞っても、先っぽの炎がちょっと動くだけだ。しかも少しでも気を抜くと、すぐに元に戻ってしまう。



「ふんぬああああああ！」



　しかし俺は諦めない。



　
雄叫
 おたけ

 びを上げながら、繊細さと大胆さを兼ね備えた調整を繰り返す。



　次第に、黒い炎はその姿を変えていく。



「ちょ、ちょっと安藤、もうやめなさいって……」



「ぐ、うううう。と、止めるな、灯代。俺の身を案じるお前の気持ちもわかるが、しかしここで引くわけにはいかないんだ！」



「いや……うるさいから止めてほしいんだけど」



「ぬああああああ！」



「千冬ちゃーん。この馬鹿がうるさいから防音しといて防音。うん。ありがとう」



「
臨兵闘者皆陣列在前
 りんぴようとうしやかいじんれつざいぜん

 ！　臨兵闘者皆陣列在前！」



「なぜここで
九字
 くじ

 が？」



「『らせん階段』！　『カブト虫』！　『
廃墟
 はいきよ

 の街』！　『イチジクのタルト』！　『カブト虫』！『ドロローサへの道』！　『特異点』！　『ジョット』！　『
天使
 エンジエル

 』！　『
紫陽花
 あじさい

 』！　『カブト虫』！　『特異点』！　『秘密の皇帝』！」



「なぜここで天国にいくために必要な十四の言葉が!?
 」



　右手の上で舞う炎は、少しずつ少しずつ俺の思い描く通りに変化してゆく。



　炎とは──元来とても自由なものだ。



　定められた形に
留
 とど

 まることを嫌い、絶え間なくその姿を変える。その『自由』を制御することは、俺が予想していたよりもはるかに難しいことなのかもしれない。



　しかし、段々とコツのようなものが
摑
 つか

 めてきた。



「もう少し……もう少し、だ……」



　細長い龍の形が掌の上で踊る。



　しかし、あと一歩のところで苦戦する。



「くそ……あとは、あの細長い
髭
 ひげ

 だけなのに……。細いからすげー難しい……」



「そこはこだわんなくてよくない!?
 」



「駄目だ……。龍は髭があるから龍なんだ……髭がなかったら、なんか蛇っぽくなっちゃうんだ……飛影の黒龍波にも、ちゃんと髭があるし……」



　とは言ったものの、さすがに今の俺にはレベルが高すぎたので、
妥協
 だきよう

 する。髭がなくても角があれば、蛇との差別化はできるだろう。



「……よし、完成だ！」



　右腕の上、黒龍が
顕現
 けんげん

 していた。その姿は見る者全てを
戦慄
 せんりつ

 させるほどに凶悪で、ひどく禍々しい。



　……か、かっけー。黒龍かっけー。



　ただし──



「……ちっさいわね」



　手元を
覗
 のぞ

 いていた灯代が微妙な表情になる。



　黒龍は、確かに小さかった。掌に乗るぐらいで、頑張ればガチャガチャのカプセルに入りそうなくらい。姿はとてつもなく凶悪なのだが、サイズのせいでえらくかわいくなってしまっている。



　手乗りドラゴン、と言っていいだろう。



「安藤。これもうちょっとサイズ大きくできないの？」



「む、無理……。これが限界……。てか、これを維持するのも、もう限界……」



　少し力を抜くと、龍の姿は一気に霧散し、元のただの黒い炎となった。



「はー、つっかれたー。寿命が五年ぐらい縮んだ気がする」



「形態変化。できることはできたみたいだけど……いや、これは、できるっては言わないのかしら？」



　
憔悴
 しようすい

 しきった俺を見ながら、灯代は
顎
 あご

 に手を添えて分析する。



「龍や不死鳥の形にして炎を打ち出すには、まだまだ努力が必要そうね」



「……努力かあ。面倒くせえなあ」



　あのレベルの形態変化でこの疲労だ。俺が望むレベル（身の丈を超えるくらいのサイズ）の形態変化をできるようになるためには、相当な
鍛錬
 たんれん

 が必要だろう。



　正直、かったるいなー。



　そんな
怠惰
 たいだ

 な態度が気に触ったのか、灯代は
咎
 とが

 めるような眼差しを向けてきた。



「この駄目人間。別に黒龍作るのを諦めるのは構わないけど、もうちょっとやる気を見せなさいよ」



「そうは言うけどさ、最近、努力とかそういうの
流行
 はや

 んないだろ？」



「あんたね……」



「いや、わかるよ。努力の大切さはわかる。でも、流行ってないのは確かだ。最近の漫画とかアニメとかで、まともに努力してる主人公ってほとんどいないだろ？」



「む……」



　思い当たる節があるのか、灯代は言い返すことなく黙った。すると彩弓さんが「安藤くんのいうことも一理ありますね」と、話に混ざってきた。



「漫画、アニメ、あとはライトノベルといった、いわゆる二次元の作品において、『努力』という要素が、最近の流行から外れていることは事実だと思います」



「ですよね。最近の主人公って『どこにでもいるような普通の高校生』ってキャッチコピーで売っておきながら、生まれながらにとんでもない異能を持ってたり、もしくはある日突然
凄
 すさ

 まじい力を手に入れたりって感じで、大して努力しないんですよ」



　昨日今日戦い始めたような素人の主人公が、生まれてからずっと厳しい修行をしてきた敵キャラをぶっ倒すことが、異能バトルではよくある。



　敵キャラの涙ぐましい努力を、主人公が才能や機転で
蹴散
 けち

 らしてしまう。



　それが異能バトルの矛盾であり──そして同時に魅力でもあるのだろう。



「主人公が修行する作品がないこともないけど……そういう作品でも修行パートはバッサリとカットされることが多いわよね。ダイジェストになったり」と灯代。



「よっぽど面白い修行法でもない限り、読者にとっては退屈なものになってしまいますからね。いきなり新必殺技を使い、その後に『実はあのときこんな修行をしていました』という回想を挿し込むという、『男塾』や『テニプリ』に代表される手法が使用されることも多いですし」と彩弓さん。



「修行が途中でうやむやになる作品もいっぱいあるよなあ。いきなり敵が乗り込んできたりして、ぐっだぐだになるんだよ」と俺。



　最近『努力』は流行っていない、という俺の意見に関しては、二人共反論はないようである。



「おそらく、読者の求めるものが変化したせいでしょう」



　彩弓さんが推測を述べる。



「『女に好かれたい』『世界救いたい』『みんなから認められたい』『でも努力したくない』。そういった読者達の願望──『努力しないで結果が欲しい』という願望に
応
 こた

 えた結果、昨今の『努力』軽視の風潮があるのだと思います」



「……少年漫画やラノベの主な読者である俺としては反論したいところですけど、反論できないっすね」



　駄目人間呼ばわりされてる気がするが、彩弓さんの指摘が的確すぎてなにも否定することができない。



　少し落ち込む俺だったが、それを見て彩弓さんが「いえ、なにも私はその願望が悪いと言っているわけではありません」と、フォローをくれた。



「人間は誰もが、『努力しないで結果が欲しい』という願望は持っています。恥ずべきことではありません。しかし努力せずに結果を
獲
 え

 ることなど現実では不可能に近いので、人は努力をします」



　たとえしたくもない
辛
 つら

 い努力であろうとも。



　彩弓さんはそう付け足し、そして言葉を続ける。



「ですから、
虚構
 フイクシヨン

 である漫画やラノベでまで、『したくもない辛い努力』を見せつけられても、あまり楽しくはないのでしょう。わざわざそんな説教臭いことをされなくとも、みんな努力の大切さはわかっているはずです」



「確かに、そうですね……」



　誰だってわかっているはずだ。



　努力なくして結果はない、と。



　いちいち言われなくても──ちゃんとわかっているのだ。



　だけど──だからって努力ができるわけでもない。苦痛なことは嫌だし、やりたくないことはやっぱりやりたくない。



　楽がしたいし、
怠
 なま

 けたいのだ。



「まあ、あとは、『天才』や『
覚醒
 かくせい

 』の持つ魅力というのもあると思いますよ。この二つの要素は、安藤くんにはたまらないでしょう？」



「たまんないっすね！」



「……食いつきが
鬱陶
 うつとう

 しいです。離れてください」



　彩弓さんは嫌そうな顔をするが、俺は構わず続ける。



「主人公っていうのは、ほとんどが天才なんですよねえ。努力する修行パートですら、『普通の人間なら一年はかかるのに、こいつ、たった一ヵ月で……』とか、天才性発揮しますから」



「『天才』とは、誰もが
憧
 あこが

 れるものですからね。『覚醒』については説明するまでもありません。努力して努力した分の力を発揮するキャラよりも、ピンチになってとんでもない力を発揮するキャラの方が魅力的なのは自明の理です。作り手側としても、主人公が今までの伏線を吹っ飛ばして覚醒する展開は、作っていて楽なはずです」



　後半の現実的な予測はいらないと思う。相変わらず夢が砕かれる指摘をする人だ。



　しかしすげーな、『覚醒』。



　作り手側がそれほど苦労せずに扱えて、それで受け取る側が喜ぶのかよ。



　夢のガジェットじゃねえか。



　そりゃ流行るよ。



「人間、若い内は、努力をしないでなにかを成し
遂
 と

 げることに魅力を感じるものです。ある程度年齢を重ねなければ、『努力』の魅力を理解することは難しいのでしょう」



　彩弓さんはまとめるようにそう言って、優雅な手つきで湯のみを手に取り、静かにお茶を飲んだ。



「……あなたはいったい何歳なんですか？」



　俺がつい尋ねると、



「もうすぐ十八歳ですね」



　と、気持ちのいい笑顔で答えてくれた。



「つまり──こういうことかしら」



　灯代が神妙な表情で言う。



「若い内は自分が天才だと思ってるから、天才キャラの俺
TUEEE
 ツエーー

 な展開が好きになる。でも段々と年を取って、自分の限界っていうか、自分の
凡庸
 ぼんよう

 さみたいなものがわかってくると、今度はそういうものが好きじゃなくなる……」



　その言葉は、少し胸に刺さった。



　すでに厨二病を卒業してしまった灯代の言葉だと思うと、得体の知れない切なさを感じてしまう。



　俺は──自分がなにか特別なすごい奴なんじゃないかと思ってる。



　そう思いたいし、そう信じたい。



　けれど、心の隅っこでは常に恐れている。



　いつの日か──自分が自分でしかないことに気づいてしまうことを。



　表情に
翳
 かげ

 を落とした灯代に対して、彩弓さんは、



「いえ、最終的には好みだと思います」



　と、身も
蓋
 ふた

 もないことを言った。



　……そりゃその通りなんだけどさ！



　俺は深く息を吐き、そして自分の右腕をぼんやりと眺めた。



「ちょっと努力してみるか、形態変化」



　すると、灯代が茶化すような目でこっちを見た。



「なによ、努力は流行ってないんじゃなかったの？」



「流行ってないし、それに俺は実践でなにより成長し、なおかつピンチで覚醒しちゃうような極めて主人公タイプの存在だから、正直努力なんか必要ない。けど──努力しといて損はないだろうよ」



　俺は言う。



「いつの日か、超絶にかっこいい黒龍を生み出してやるさ。それこそ、右腕に痣が刻まれるレベルのやつをな」



「……その努力は方向が間違ってるとしか思わないけどね」



「私はいいと思いますよ」



　
呆
 あき

 れた表情で言った灯代に、彩弓さんが悟ったような口調で言う。



「世の中に無駄な努力はありません。というか、拡大解釈したらなんでも無駄な努力となってしまいます。たとえば、プロを目指してもいないのに熱心に野球に打ち込む野球部員は、無駄な努力をしているとも言えますけど、しかしそれを無駄と切り捨てることはいささか
無粋
 ぶすい

 な行為でしょう」



「そうですけど……。でもこいつの努力はそれとはまた違う気が……」



　おお。彩弓さんが珍しく俺の味方だ。滅多にないことだからちょっと嬉しい。



「灯代さん。もっとわかりやすく言いますと、子供が『ウルトラマン』や『仮面ライダー』になりたいとか言い出したら、黙って見守るのが大人の役目です」



「あ、なるほど」



　……完全に子供扱いされていた。



　ふん。まあいいさ。努力は自分を裏切らないんだもんね。



　なにはともあれ、今日が果てしない道のりの第一歩だ。



　俺の思い描く黒龍を生み出すにはどれほどの月日を費やすことになるのか想像もつかないが、コツコツと努力を重ねれば、いつかは
辿
 たど

 り着くはずだ。



「ねー、ジューくーん！」



　俺が熱い決意を胸に刻んでいると、遠くから鳩子の声がした。まだ荒野にいたらしい。



　あいつ、部室に来ないでなにしてんだ、と思いながら振り返り──絶句した。



「ジューくんが作りたい龍って、こんなのー？」



　燃え盛る炎の龍が、鳩子の体を中心としてとぐろを巻いていた。
禍々
 まがまが

 しくもありながらどこか神聖な、途方もなくかっこいい龍である。髭も角もちゃんとできている。



　その全長は、百メートルを優に超えよう。



　
紅蓮
 ぐれん

 の龍が
巨軀
 きよく

 を揺らして
蠢
 うごめ

 く様は、まさに
煉獄
 れんごく

 そのもの。



　その煉獄の中心には──ゆるーい笑顔がある。



「ほんとはジューくんみたいに黒い炎で作りたかったんだけどさー」



　鳩子の
《五帝》
 オーバーエレメント

 では、黒い炎を生み出すことができない。
《五帝》
 オーバーエレメント

 が属性を支配する力であり、そして黒い炎は自然界には存在しないからだ。



　だからこそ俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 は魅力的なのだが、それはともかく。



「……鳩子、お前、それ、どうやって……」



「なんかねー。ちょっとやってみたらできちゃったー」



「…………」



　ちょっとやってみたらできちゃったらしい。



　俺はあんなにも苦労してようやく手乗りドラゴンを作ったというのに、鳩子はこの短時間で、俺の理想とする龍を作ってしまった。



「えーい。龍でどーん！」



　鳩子が命じると、紅蓮の龍は凄まじい速度で飛び立ち、はるか遠方にある岩山に激突した。



　いったいどれほどの高温なのか、龍は岩山を焼き尽くし、喰らい尽くす。



　火力、出力、破壊力、速度、そして造形美。どれをとっても俺の完敗だ。



「…………」



　やる気というやる気を根こそぎ持って行かれた。



　努力ではどうにもならない絶対的な才能の差を見せつけられてしまった感じだ。



　
悟空
 ごくう

 に追いつくことを諦めたヤムチャやクリリンは、もしかしたらこんな心境だったのかもしれないなぁ……。



　俺は深く椅子に腰掛け、ぼそりと呟く。



「……努力とか、やっぱかったりーわ」



　灯代と彩弓さんはなにも言うこともなく、ただ哀れみの視線を俺に向けていた。
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　ある日の昼休み。



　
俺
 おれ

 は購買の前にある自販機でブラックコーヒーを購入し、通行人に対して『コーヒーはブラックしか飲まない俺』をアピールしながら歩いていた。



　ポケットにしまったりせずに缶を片手に持ったまま、ぶらぶらと無駄に寄り道していると、階段付近で
彩弓
 さゆみ

 さんを発見した。



　見知らぬ女子となにかを話しているようである。友達、かと思ったが、それにしてはどうにも雰囲気がよくない。ピリピリしているのが遠くからでもわかった。



　ちょっとすると見知らぬ女子は去って行き、彩弓さんは疲れた息を吐いた。俺は近づいて声をかける。



「彩弓さん」



「あら、
安藤
 あんどう

 くん」



「今の人、友達ですか？」



「友達、と言えば友達でしょうか。今の人が、生徒会長の
工藤美玲
 くどうみれい

 さんですよ」



「へえー」



　そうか、初めて見たな。興味がなかったから知らなかったが、うちの生徒会長はあんな
綺麗
 きれい

 系の女子だったのか。



「あの人が生徒会長ってことは、さっき雰囲気が悪かったのは、もしかして……」



「お察しの通り、文芸部についてですね」



　文芸部が生徒会から目を付けられているという話は聞いていた。部長の彩弓さんは、俺達の知らないところで苦労をしていたのかもしれない。



「『
奴
 やつ

 ら』の手先め。直接攻めこまずに絡め手で来るとは、ずいぶんと慎重で回りくどい奴のようだな」



「そうですね」



「まあ、敵がいかなる能力を持とうとも、我が
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 の前では、全てが
刹那
 せつな

 の間に
灰燼
 かいじん

 に
帰
 き

 すだけだがな」



「そうですね。プロテインですね」



　彩弓さんの応対は
凄
 すさ

 まじく投げやりだった。目が「うぜえよ」と言っている気がするので、俺は普通モードで話す。



「まさか、いきなり廃部ってはならないですよね」



「それは大丈夫だと思いますよ。ただ、帰宅時間はもう少し早くした方がいいかもしれませんね」



「ああ、俺らいっつも遅くまでいますもんね」



　ついつい長居してしまうのだ。



　あの空間が、あまりにも居心地がよくて。



「あとは、年に一回発行する文芸誌以外にも、なにか新しい活動をするべきかもしれませんね」



「新しい活動、か……」











　というわけで放課後の部活。



「なにか新しい活動について意見がある人ー」



　こういうときなぜか進行役を押し付けられることが多い俺が、集まった部員に向けて問いかける。しかし、手を挙げるものは誰もいなかった。



「活動って言ってもねー。正直気が乗らないわ」



　
灯代
 ともよ

 は椅子の背もたれに深くよりかかりながら言った。テーブルに
頰杖
 ほおづえ

 を突きながら「そうだねー」と鳩子が同意する。



「私もあんまり活動したくないなー。今まで通り、まったりしてたいよー」



「この
怠惰
 たいだ

 な豚共が！　……と
罵
 ののし

 りたいところだが、俺も同意見だ」



　正直なんもしたくない。元々なにもしたくないからこの部活に入ったのだから、今更なにかをしろと言われてもやる気が全く起きない。



　どんよりとした気分のまま周りを見渡すと、リッスンを抱えた
千冬
 ちふゆ

 ちゃんと目があった。



「今日のお話は、千冬ちゃんには関係ない話だね」



　うっかりすると忘れそうになるが、この子はここの部員ではないのだ。当然、去年の文芸誌にも参加していない。



　しかし千冬ちゃんは不満気に唇を
尖
 とが

 らせた。



「むー。そんなことない」



「でも……」



「千冬を仲間外れにしたら、嫌っ」



　ちょっと怒った感じでほっぺをふくらませる。



　か、かわええ……。うわ、なんだこのかわいい生き物……。



　家に持ち帰って、寝る前に毎日ぎゅっとしたい！



「ごめんね千冬ちゃん。そうだよな、千冬ちゃんも文芸部の一員だもんな」



「うんっ」



「しかし──
姫木
 ひめき

 千冬よ、覚悟はあるのか？　我らの仲間に加わるというのなら、もう二度と陽の光の当たる世界には戻れぬぞ？　それでも貴様は、我らと共に
堕
 お

 ちてゆくというのか？」



「それは遠慮しとく」



　
端的
 たんてき

 に遠慮された。千冬ちゃんはＮＯと言える日本人だったようである。これなら将来、変な訪問販売に引っかかることもないだろう。



「それでは、千冬さんも参加できるもので、なにか考えてみましょうか」



　彩弓さんがまとめるように言った。



　俺は少し考えてみる。と、一つアイディアが浮かんだ。



「リレー小説ってどうですか？　前にやったとき、けっこう楽しかったですし」



　我ながらいいアイディアだと思う。前は文芸部の四人でやったが、千冬ちゃんを加えて五人でやることも可能だろう。



「テーマ決めて本格的にやって、何個かまとめてちゃんと文芸誌にすれば、意外と文芸部らしい活動になるんじゃ──ってあれ？」



　気がつけば、俺以外の高校生の三人がとても嫌そうな顔をしていた。



「ど、どうしたんだみんな？」



「前にやったリレー小説のこと思い出したのよ……」



「灯代……。え。楽しかったよな？」



「あんたはね」



　そんな馬鹿な。俺は慌てて周囲の反応を
窺
 うかが

 う。彩弓さんと鳩子はうんうんと
頷
 うなず

 き、灯代の意見に激しく同意していた。



「たとえば、あんたがアンカー務めた回を思い出してみなさい」



　ふむ。えっと確か……。



　まず彩弓さんが、不治の病に犯された少女・サトミと夢に敗れた少年・ユウキの出会いを描いた。少々やり尽くされた感がある設定だったが、二人の運命的な出会いは、今後の切ない展開を予感させる素晴らしい出来だった。



　次は鳩子が、二人のコミカルな日常を描いた。話はあまり進まなかったが、ユウキが次第にサトミに心
惹
 ひ

 かれていく様がよく描けていたと思う。



　そして灯代が、サトミの病状が悪化するシーンを描いた。ユウキの夢に敗れた過去をきっちりと描写し、彩弓さんが
仄
 ほのめ

 めかしていた『ユウキの過去』という伏線を見事に回収した。過去を乗り越えたユウキは、深夜、サトミの病室へと忍び込む。



「……で、そっからあんたよね」



「ああ」



「そっからの展開は……ご都合主義で少女が助かるか、それともやはり少女が死んでしまうかの二択よね」



「まあ、世間一般の不治の病系の物語は、そんなオチだろうな」



「それで、あんたはどうしたんだっけ？」



「サトミが実は古来より脈々と受け継がれし神々の力、《ネオ・ラグナロク》を宿す
闇
 やみ

 の
眷属
 けんぞく

 の
末裔
 まつえい

 であることが発覚し、不治の病は実は内なる力が目覚めていることの
兆候
 ちようこう

 だったことがわかり、そして、
古
 いにしえ

 より幾度となく転生を繰り返すが現世では記憶を失っていたユウキがようやく昔の記憶を取り戻して、前々々々世で恋人だったサトミを救うために命をかけて戦う激アツな展開になったな」



「なんで『いい話だなー』で終わるはずだった物語を
厨二
 ちゆうに

 バトルに持ってくのよ！」



「ありきたりなオチじゃつまらないと思って」



「
斬新
 ざんしん

 ならいいってもんじゃないのよ！」



「えー。あれかなりいいと思ってたのになー」



　サトミ『お願い……私を殺して。さもないと、私の《ネオ・ラグナロク》は世界を滅ぼしてしまう。私が私でなくなる前に、早く！』



　ユウキ『そんな、ようやく、きみに巡り会えたのに……』



　サトミ『私を殺して、世界を救う英雄となって……』



　ユウキ『世界かきみか、どちらかしか救えないなんて……』



「『崩壊が進む世界！　迫る決断の
刻
 とき

 ！　流れる涙！　
滾
 たぎ

 る
想
 おも

 い！　少年は世界と少女、果たしてどちらを選ぶのか。それとも……。トゥビーコンティニュード』」



「続くな！　アンカーのくせに『俺達の戦いはこれからだエンド』をしないでよ！」



「しょうがねえだろ？　サトミの《ネオ・ラグナロク》が強大すぎてどうしようもなくなっちまったんだもん。インフレだ、インフレ」



「とんでも設定に自分で振り回されてるだけじゃない」



「キャラが勝手に動きだすとは、あのことを言うんだろうな」



「伏線が回収しきれなかったの間違いでしょ？」



「ネチネチと……。いいんだよ。伏線なんて回収するときよりも張るときの方が盛り上がるんだよ。世の中にまともに伏線を回収して終わる作品がどれだけあると思ってる？」



「は、反論に困ること言いやがって……」



　思い当たる節があったらしく、灯代はその件について反論してくることはなかった。しかしすぐに話を変えて文句をつけてくる。



「そのとんでもリレー小説の結果、安藤にアンカーは任せられないって話になって、今度は安藤がトップバッターで始めたわよね」



「ああ、そうだったな」



　確か……。



　西暦３０ＸＸ年──



　
突如
 とつじよ

 生まれた超高度生命体《アルスギア》に敗北し、地上を追いやられた人類は、《楽園》と呼ばれる地下人口都市で暮らしていた。そこは通称『中央機関』と呼ばれる政府組織により支配された完全なる管理社会である。



　地上を《アルスギア》から取り戻すべく、『中央機関』は魔術と機械技術を融合させた新たなる戦闘術、『魔装術』を生み出した。



　魔装術を扱う人間は、俗に魔装士と呼ばれる。



　魔装士を育成するための学校に通う主人公、シグナ・Ｌ・
時雨
 しぐれ

 は周囲からは落ちこぼれというレッテルを貼られているが、しかしその戦闘能力は学生レベルでは相手にならない。シグナは過去に中央機関が秘密裏に進めていた計画の実験体となり、体内に《アルスギア》の因子を宿していた。その暗い過去のせいで感情が高ぶると自分でも力が抑えきれなくなってしまう。だから彼は、普段は落ちこぼれのふりをして争いを避けているのだ。



　そんな彼に目をつけたのが、『中央機関』の管理社会に意義を
唱
 とな

 えた反政府軍『ＺＥＥＤ』と、《アルスギア》こそが世界の支配者だという信仰を持つ宗教組織『
蒼炎
 そうえん

 会』。



　主人公を戦力として利用しようとする『ＺＥＥＤ』。主人公を人類と《アルスギア》の架け橋にしようとする『蒼炎会』。そして遂に動きだす『中央機関』。



　シグナの
穢
 けが

 れた運命は、たった一人の名も無き少女との出会いから始まる。



『あんた男でしょ！　だったら、世界の一つぐらい救って見せなさいよ！』



　戦いを避けていた少年は、自分を救ってくれた少女のために戦場を
駆
 か

 ける──



「どうしろっつーのよ、この
極厚
 ごくあつ

 な設定!?
 」



「なんとかしてくれよ。それがリレー小説の
醍醐味
 だいごみ

 だろ」



「無理よ！　これラノベだったら軽く二十巻はかかる設定よね!?
 　絶対一巻はキャラ紹介だけで終わるわよね!?
 」



　確かにリレー小説のトップバッターとしては、ちょっと設定をてんこ盛りにしすぎたかもしれない。続き書けって言われたら、俺でも無理だもんな。



「……不覚にもちょっと面白そうなのが、またムカつくし……」



「え、マジで？　面白そう？」



「ち、ちがっ、違うからっ！　ほ、本当にちょっとだからねっ！」



「……くくっ」



　やっぱり灯代は俺のセンスを理解できる素晴らしい仲間だったようだな。しかしそれを認めたくないのか、灯代は声を荒げ続ける。



「こんな超厨二設定でリレー小説始めたら、オチは見るも無残なことになるわよ！」



「……まあ、設定に振り回される確率は、低くはないとは言い切れない」



「言い切りないさいよ。百パーだから」



「ライトノベルで、主人公とヒロインが二人っきりでどこかに出かけたときに、ゲームセンターに行ってクレーンゲームを行うぐらいの確率、とだけ言っておこう」



「それ具体的に何パーセント!?
 」



「ほぼ百パーだ」



「そうなの!?
 」



　そうなのである。なんでラノベってやたらとゲーセン行ってクレーンゲームやるんだろうね？　あれ、絶対間違ったデートプランだから。いつまでもぬいぐるみが取れなくて、ムキになって大金を注ぎ込んだ
挙句
 あげく

 、彼女にドン引きされて
惨
 みじ

 めな思いをする可能性大だから。



　昔、
鳩子
 はとこ

 と二人でゲーセン行ったとき、そんな感じになったんだよな……。



　
辛
 つら

 い過去を思い出して落ち込んでいると、彩弓さんは得意の解説を始めた。



「ラノベの主な読者層にとって、異性とのデートというのはイメージしづらい可能性が高いです。その点、ゲームセンターならば身近なものでしょう。クレーンゲームにより主人公の特技や優しさを演出し、さらに、今まで
毅然
 きぜん

 としていたヒロインが、かわいいぬいぐるみに
惹
 ひ

 かれる女の子らしい一面を見せる、というギャップを演出する。この二つの効果を
狙
 ねら

 ったものであると考えられますね」



　……いつも通り夢も希望もない解説だったけど、まあ、納得である。



　すげーな、クレーンゲーム。万能すぎるぞ。



『
覚醒
 かくせい

 』『クレーンゲーム』『主人公の親友』の三つを合わせて、これからライトノベル三種の神器と呼ぼう。



『主人公の親友』の解説は、また後日。



「クレーンゲームかー。そういえば最近行ってないねー」



　鳩子が楽しげな口調で俺に話しかけてくる。



「私ね、昔ジューくんが五千円もかけて取ってくれたクマのぬいぐるみ、まだちゃんと持ってるんだよー」



「ぐぅっ！」



　古傷を無邪気な
刃
 やいば

 が
抉
 えぐ

 った。



　……鳩子、お前にとってはもう、笑って済ませられるいい思い出なのかもしれないけれど、俺にとっては未だに深い後悔を
伴
 ともな

 う事件なんだよ……。



　俺が再起不能になる勢いで落ち込むと、彩弓さんが「話を戻しましょう」と、司会進行役を買ってでた。



「まずリレー小説に関しては、今後は『安藤くんはハブる』という結論でよろしいでしょうか？」



『異議なし』



　満場一致でハブられた。なんだこのオープンないじめは……。



「しかし現実問題、リレー小説をまとめて文芸誌にするというのは難しいと思いますね。この手の創作は身内だけでやるからこそ楽しいのだと思います」



「そうですね。前に私達がやったのも、内輪ネタがいっぱいでしたし。となると、
他
 ほか

 のなにかか……。鳩子はなにかある？」



　灯代が鳩子に話を振る。鳩子は「う～ん」と腕を組んで
唸
 うな

 った後、なにかを思いついたのか、ぽん、と手を
叩
 たた

 いた。



「灯代ちゃん。つまり私達文芸部が、生徒会長さんから文句を言われなくなればいいんだよね？」



「そうね。新しい活動を模索するってのは、そのための手段であって、目的そのものじゃないわ」



「じゃ、生徒会長さんにお願いすればいいんだよ。『どうか勘弁してください～』って」



　的外れながらどこか真理を突いているような気もする、極めて鳩子らしい微妙な意見だった。



　灯代はなんとも言えない表情になってしまう。



「鳩子……それは、ちょっと、どうかしら？」



「そうだぞ、鳩子。生徒会長は『奴ら』の手先なんだぜ？　そんな奴に
仮
 かり

 
初
 そ

 めとはいえ頭を下げるなど、俺のプライドが許さんな」



「安藤は黙ってて」



「むー。ナイスアイディアだと思ったんだけどなー」



「ふむ。しかし鳩子の考えも一理あるな。相手の意見に従うのではなく、全く別ベクトルからのアクションを起こすか」



　俺はしばし思考し、そして妙案を
閃
 ひらめ

 く。



「よし、灯代。生徒会長のパソコンにハッキングをしかけろ！　会長の弱みを探って来るのだ！」



「できるかっ！」



「え、できねーの？」



「なにその意外そうな顔!?
 」



「だって、お前、しょっちゅうパソコンいじってんじゃん」



「だからってハッキングなんかできないわよ！　そんな超技術を持った高校生なんているわけないでしょ！」



「漫画とかアニメでいっぱいるよ。びっくりするぐらいいっぱいいるよ。高校生なのに天才クラッカーとか、高校生なのに天才発明家とか」



「それはフィクションでしょ！」



「なんだよ。お前、やたらとパソコン持ち歩いているから、てっきりそういう特技を隠してんのかと思って期待してたのに……。はあ……」



「がっかりしないでよ！　私が悪いの!?
 」



　そんな風に灯代と話していて、ふと思い出す。



　こいつの
異母
 いぼ

 兄妹である、
桐生
 きりゆう

 さんのことを。



　そういえばあの人は、この文芸部に所属していたのだ。もしかしたら今の俺達と似たような事態で悩んだのかもしれない。



　なんとなくそんなことを考えていると、横から視線を感じた。見れば、彩弓さんが俺に顔を近づけて、じーっとこっちを観察していた。



「うおっ！　ど、どうしたんですか、彩弓さん？」



「……
臭
 にお

 いますね」



「に、臭う？」



「私の中の
腐女子
 ふじよし

 センサーが作動しました」



「腐女子センサー!?
 　なんですかそれ!?
 」



「女子にはそういうセンサーがついているものです」



　俺は「そうなの？」という視線を灯代に送る。灯代はぶんぶんと首を振った。



　彩弓さんは自信満々に言い放つ。



「安藤くん。あなた、さては殿方に恋をしていますね！」



「ええ!?
 」



　突然の発言に度肝を抜かれる。いきなりなにを言い出すんだこの人は？



「ここ数日、安藤くんがぐっと大人っぽくなったような気がします。以前にはなかった、背徳的な魅力を
醸
 かも

 し出すようになりました」



「そ、そうかなあ……」



「あなたは恋をして、大人の魅力を身につけたのです！」



　彩弓さんが意味不明な発言をしている。実に珍しいことだった。



　どうしてだろう。女子から
褒
 ほ

 められているのにちっとも
嬉
 うれ

 しくないや。



「安藤くん。最近、もしかしたら素敵な殿方との出会いがあったのではないですか？」



「まあ、出会いと言えば、最近、イケメンとの運命の出会いがありましたけど……」



「運命!?
 」



「いや！　女子が大好きな運命じゃなくて、厨二が大好きな運命の方です！」



　ああ、しまった！　動揺のあまり自分で自分を厨二って認めちゃったよ！



「……勘弁してくださいよ彩弓さん。俺は、確かにその人のことが大好きですし、最近暇さえあれば彼のこと考えてますし、二つ名とか考えるときも『彼だったら、こういうのが好きかなあ』なんて彼のことを思い返しちゃいますし、もう一度彼に会いたいなあ、会って語り合いたいなあ、ってつくづく思っていますけど……」



「それが恋じゃなくてなんだと言うんですか!?
 」



「あれ!?
 　ほんとだ！」



　これ恋じゃん！



　俺、桐生さんに恋してた！



　自分の気持ちは自分じゃ意外とわからないものだった！



「……うわあ、俺は、男に恋をしていたのか……。俺は……俺は……」



　絶望のあまり床に
膝
 ひざ

 を突いてしまう。すると、肩にそっと手が置かれた。顔を上げると、彩弓さんが聖母のような笑顔を浮かべていた。



「安藤くん。なにも恥ずかしがることはありません。いえ、恥ずかしがっていいんです。恋をするということは、誰だっていくつになっても恥ずかしいものなのですよ」



「彩弓さん……。俺、間違ってました。今まで、自分の心と向き合ってませんでした！　俺、俺、本当は男の人が──」



「んなわけあるかっ！」



　瞬間、俺の体を無数の打撃が襲った。連撃ではない、完全なる同時攻撃。十を超える突っ込みのラッシュを、寸分の
狂
 くる

 いもなく同時に味わうこととなった。



　こんな芸当ができるのは、時を
統
 す

 べる彼女ただ一人。



「う、ぐぅ……。
《永遠》
 クローズドクロツク

 、貴様、『
瞬く間の牢獄
 インスタントジエイル

 』を……」



　説明しよう！



『
瞬く間の牢獄
 インスタントジエイル

 』とは、
神崎
 かんざき

 灯代のストレスが
閾
 いき

 値を超えたときにだけ発動する、必殺の突っ込みラッシュである。



　……特にダメージはないが、日常生活ではまず味わえない感覚であるため、なんか気持ち悪くなるのだ！



「あんたね！　ふざけるのはいいけど人の兄貴を巻き込むんじゃないわよ！」



「べ、別にお前のお兄ちゃんのことなんかぜんぜん好きじゃないんだからねっ！」



「ツンデレ発言するな！」



「うん、まあ……悪かったよ。いつもの悪ふざけだから許してくれ。ねえ彩弓さん？　彩弓さんも本気で言ってたわけじゃないですよね？」



「ええ。ただの冗談ですから本気にしないでください。私は現実と妄想をごっちゃにするタイプの腐女子ではありませんから。……ちっ」



　あれ。今最後に舌打ちしなかった？　ねえ、こっそりと舌打ちしなかった？



「灯代ちゃんのお兄ちゃん？」



　鳩子が不思議そうな顔をする。



「ジューくん、灯代ちゃんのお兄ちゃんに会ったの？」



「あ。あー……」



　しまったな。話の流れで、つい桐生さんのことを話してしまった。



　灯代から口止めされたわけではないが、複雑そうな神崎家の事情を考えると、あまり口外しない方がいいと思って、みんなには黙っていたというのに。



「……悪りぃ」



「別にいいわよ。てか、そうやって気を使われる方が嫌」



　灯代は特に気にした様子もなく、「こないだ、安藤が偶然会ったのよ」と、みんなに簡単に説明した。



「ふーん。灯代ちゃんのお兄ちゃんって、なにしてる人なの？　大学生？　社会人？」



　なにげない世間話に、灯代の表情が凍る。



　ちょ、おま、それ禁句……。



「に、兄さんは、えっと……ふ、フリー……ダム？」



　フリーターですらなかった。そういやバイトクビになったって言ってたもんな。



「つまり、安藤くんが
惚
 ほ

 れた男が灯代さんの兄だったと……！　なんということでしょう。昼ドラのようなドロドロな展開が期待されますね！」



「目を輝かせてなに言ってんですか彩弓さん!?
 」



「ジューくん……。そんな……ジューくんは、その男の人が、好き、なの……？」



「お前はお前でなんで世界が終わったみたいな顔してんだよ！」



「ジューくん、昔、約束したのに……。『俺、大きくなったら、鳩子のことを──」



「あー、『お嫁さんにしてやる』とか言ったんだっけ？　んなのガキの頃の話だろ……」



「──大きくなったら鳩子のことを覚醒させて、内なる力を解放させて、闇の不死鳥として、新たなる人生を歩ませてやるからな！』って約束したのに……」



「俺そんなこと言ったっけ!?
 」



　いや、言いそうだけど！　俺がすごい言いそうなことだけど！



　そんなこんなで、部室がぎゃーぎゃーが騒がしくなる。



　やかましい
喧騒
 けんそう

 の中、終始ぼけーっとしていた彼女が、よく通る平坦な声で
呟
 つぶや

 く。



「この部の、新しい活動は？」



『……………』



　高校生三人が一斉に沈黙する。



　小学生に道を正された高校生の図だった。



　話が脇道にそれた結果、どこにも
辿
 たど

 り着かない。



　この部において、よくある光景だ。











　その後も会議を続けたが、いいアイディアが出ないまま部活終了。



「今日はここまでですね。みなさん、少し急いで帰りましょう。下校時刻を過ぎると、ただでさえ悪い我が部の印象がさらに悪くなってしまいますから」



　彩弓さんに
急
 せ

 かされ、全員が慌てて帰り支度を始めた。会議のために出していたノートや筆箱を急いで
鞄
 かばん

 にしまう。



　そのとき──長テーブルの中に、黒いノートの端が見えた。



　この
耽美
 たんび

 な黒さは『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』？



　あれ。でも今日って、『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』鞄から出したっけかな？



「ジューくん、早く早くー」



「ああ、今行く」



　俺はとりあえず『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』を鞄にしまい、部室から出た。鳩子と並んで、先を歩いているみんなの背中を追いかける。



　それにしても……なんの解決策も出ないとは予想外だったな。



　今日の部活も、相変わらず中身のないことだけやって終わった感じだ。



「ねー、ジューくん」



　なんとなく沈んだ気分になっていると、隣を歩く鳩子が
覗
 のぞ

 き込むように顔を近づけて、にっこりと
微笑
 ほほえ

 んだ。



「今日も楽しかったねー」



　それは──本当に幸せそうな笑顔だった。



「……そうだな」と、俺も笑ってしまう。



　今日の文芸部の活動は──いつも通りだった。



　無価値かもしれないけど、無駄じゃない。



　無益かもしれないけど、無意味じゃない。



　それが、俺達の活動だ。



　新しい活動なんて、模索するまでもなかった。



　俺達は立派に活動していると、胸を張って言えばよかったんだ。



　この部活が『無駄』だなんて、誰にも言わせない。



　生徒会長だろうと、神様だろうと、ディオ様だろうと──



「……いや、やっぱディオ様には無理かな」







[image: ]





「うーん」



　その日の夜、自宅の自室にて、
俺
 おれ

 は机に座って頭を
捻
 ひね

 っていた。



　学校から帰宅し、両親と姉貴と一緒に夕食を食べ、風呂に入り、そして今に至る。



　俺が今考えていること。それは──



「《黒焰》って、やっぱシンプルに《黒炎》にした方がいいかな……？」



　フェルマーの最終定理にも匹敵するであろう難題が、俺を悩ませる。



　能力名を考えた頃には
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 以外にはありえなかった。
焰
 ほのお

 という文字が持つ魅力は、炎という文字を数段上回ると思っていた。



　ちなみに焰は『[image: ]
 』ではなく、右下の部分が臼になっている旧字体の『焰』じゃなきゃ駄目。焰の錬金術師の意志を（勝手に）継ぐ俺としては、そこだけは譲れない。



　しかし、あのときからもう半年が経ったのだ。



　半年もあれば、人は成長する。俺はあのときの俺ではない。だから──炎と簡単な漢字にしたほうが逆にかっこいいんじゃないかとも思うのだ。



　……もしもここに
灯代
 ともよ

 がいたら、「どっちでもいいわ！」と全力で突っ込まれそうな気がするが、しかしどっちでもよくはないのだ。



　名は体を表すという。



　この言葉はつまり、異能バトルにおいて能力名がいかに大切かということを
示唆
 しさ

 しているのだ（たぶん）。



「よし。こういうときは、実際に能力を見なきゃ駄目だな。インスピレーション、インスピレーション」



　俺は立ち上がり、右腕を前に突き出す。



　意識を集中し、とうとう完成した解呪の呪文（
混沌
 こんとん

 は悩んだ
挙句
 あげく

 一回にした）を唱える！



「我こそは混沌の
覇者
 はしや

 なり！　
深淵
 しんえん

 の──」



「うるっせえっ！」



　ドン！



　隣の部屋の姉貴が壁ドンしてきた。



「ご、ごめん、姉ちゃん」



「ったく。次騒いだらぶっ殺すかんなっ！」



　ごく普通に殺すって言ったぞ、うちの姉貴。



　壁越しにも姉貴の殺意が伝わってきて、俺は身をすくませる。



　
安藤真智
 あんどうまち

 。大学一年生。ルックスまあよし。気性、荒らし。



　三月生まれだから【
March
 マーチ

 】で、真智なのである。



　……うちの両親は、子供が一月や二月に生まれていたらどうするつもりだったんだろう。
邪塗槍
 じやぬやり

 くん
笛古有
 ふえぶらり

 ちゃんとか、そういうＤＱＮネームつけてたんかな。



　俺の部屋と姉貴の部屋を
隔
 へだ

 てる壁は薄く、少しうるさくすると、すぐにお互いの部屋の音が漏れる。そのため、姉貴は俺がちょっと騒ぐとすぐに壁ドンしてくるのだ。



　まったく、ウゼえ姉貴だな。



「今、ウゼえ姉貴だなって思ったろ！」ドン！



「思ってません！　ごめんなさい！」



　エスパーかよ。怖えー。



　恐怖の壁ドンのせいですっかり気分が
萎
 な

 えてしまった俺は、能力の発動を
諦
 あきら

 めてもう一度頭の中だけで能力名について思考する。



　うん。やっぱり
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 がいいかな。



　今更変えるのも、なんかあれだしね。



　そう結論づけて、俺は机に向かう。普通の高校生の皮を
被
 かぶ

 って生活を続けるためには、きちんと毎日宿題をやらなければならないのだ。



「ん？」



　通学用の
鞄
 かばん

 を開いた瞬間、すぐに異変に気づいた。



　黒いノートが二冊ある。取り出してみると、一冊は俺の『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』だった。



　もう一冊は──



「こ、これはっ、『
神が放棄した計画書
 リバースクルスレコード

 』!?
 」



　
漆黒
 しつこく

 の表紙に描かれた、神への反逆を示す逆さ十字！



　間違いない。数日前に見た、
桐生
 きりゆう

 さんの黒歴史ノート──じゃなかったノートだ。



　どうしてこのノートが、俺の鞄の中に？



「……あ、そうか。あのとき慌てて鞄に入れたノートが、『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』じゃなくて『
神が放棄した計画書
 リバースクルスレコード

 』だったってことか」



　いやでも、となると今度は、なぜこのノートが部室にあったのかということになる。桐生さんがわざわざ忍びこんで置いてったとは考えにくいし……。



　頭の中が疑問でいっぱいになる。しかしその
溢
 あふ

 れる疑問の中、ほんの少しの誘惑が芽生える。



　見たい。



　桐生さんの記したこのノートを見てみたい。



「……まあ、別に見てもいいよな。俺だって『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』見られてるんだし。おあいこ、おあいこ」



　いとも
容易
 たやす

 く誘惑に負けた俺は、ノートを見ることを簡単に決めた。



　──いいのか？



　不意に、心の中で声がした。



「だ、誰だ!?
 」



　慌てて後ろを振り向くが、そこには誰もいない。しかし、
謎
 なぞ

 の声は続く。



　──その『
神が放棄した計画書
 リバースクルスレコード

 』を開けば、もう後戻りはできないぜ？



「お、おい！　だ、誰だよ!?
 　ま、まさか、
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 か!?
 　お前、とうとう俺と会話ができるように──」



　ドンっ！



　壁ドンに速攻で黙る。やべーな。無言での壁ドンは姉貴がキレる寸前の
兆候
 ちようこう

 だ。もう謎の声ごっこは止めにしよう。



　一つ息を吐き、俺は改めてノートを見つめる。



　今度は特に
躊躇
 ちゆうちよ

 することもなく、普通に開いた。



　息を
呑
 の

 む。



「これは──」











　翌日の早朝、俺はいつもよりも少し早く家を出た。



　学校に到着すると、教室には向かわず、真っ直ぐ部室に向かった。もちろんうちの文芸部に朝練なんてものはない。



　部室の窓から中を
覗
 のぞ

 くと、予想通り彼女がいた。困った顔であちこち歩き回り、なにかを探しているようだった。



　部室のドアを開き、中に入る。



「よう」



「っ！」



　俺の声に彼女──灯代は肩をびくつかせた。ぎぎぎ、と機械のような動きでこちらを振り返る。



「あ、安藤……。ど、どうしたのよ、こんな早く……？」



「別に。お前こそどうした？」



「わ、私も、別に……」



「お茶
淹
 い

 れるけど、飲むか？」



「あ、うん……」



　そうして、二人で向き合ってテーブルに座る。一杯のお茶を飲み終わった後に、俺は世間話をするような軽い口調で告げる。



「お前、ラノベ作家になりたいの？」











　結論から言ってしまえば、俺が部室から持ち帰った『
神が放棄した計画書
 リバースクルスレコード

 』は、桐生さんのものではなかった。より正確に言うならば、あのノートは『
神が放棄した計画書
 リバースクルスレコード

 』でさえなかった。



　あのノートは桐生さんの物と同じデザインをした、全く別のノートだった。無論、彼のノートを見ていないから推測でしか語ることができないが、しかしあそこに書かれていた『女子らしい文字』が彼のものであるとは思えない。



　となるとノートの持ち主は、桐生さんと同じデザインのノートを持っている可能性のある女子で、なおかつ文芸部に出入りする人物となる。



　そんなの──
神崎
 かんざき

 灯代一人しかいない。



　先日、俺から必死にパソコンを隠したのも、これが理由だろう。誰もいない部室で
意気揚々
 いきようよう

 と執筆して、そしてテンションが上がって鏡の前でポーズとか決めちゃってたら、たまたま俺に目撃されてしまったというわけだ。



「あ、ああああ、ああああああ……」



　俺の言葉を受けて、灯代は言葉にならない言葉を発する。顔を赤くしたり青くしたりしながら、金魚のようにパクパクと口を開閉させた。



「な、なな、なにを言っているのかしら……」



「これ、お前のだろ？」



　鞄からノートを取り出し、灯代に見せる。



『
神が放棄した計画書
 リバースクルスレコード

 』ではない。これは──



「これって、いわゆるネタ帳だよな」



「～～～～っ！」



　瞬間、灯代とネタ帳が消えた。





《永遠》
 クローズドクロツク

 が発動したらしい。時を止めてどこに消えたのかと思えば、いつぞやと同じように、部室の
隅
 すみ

 っこでしゃがみこんでいた。



　こいつは、ピンチになると隅っこで丸くなるのだろうか。



　アルマジロみたいな
奴
 やつ

 である。



「な、なんで見るのよ！　この馬鹿っ！　プライバシーの侵害っ！　死ねっ！」



「仕方ねーだろ。てっきり桐生さんのだと思ったんだよ。でもまさか、『
神が放棄した計画書
 リバースクルスレコード

 』が二冊あったとは思わなかったな」



「に、二冊じゃないわよ……。
一
 はじめ

 兄さんが、黒歴史ノートを作ろうとして、失敗したのが家にいっぱいあって、もったいないから再利用しているだけ……」



　灯代は震えた声で言った。小さく丸まったその背中も、恥辱で震えている。



　まあ、気持ちはわかる。



　灯代のネタ帳には、キャラ設定、世界設定、あらすじ、プロット、などといった、小説の元となるものが書かれていた。



　小説本編ではないとは言え、神崎灯代の創作物である。



　自分の創作物を人様に見られるというのは、死ぬほど恥ずかしいものだ。現に俺も、『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』を桐生さんに見られたときは死にたくなった。



　彼が俺と同じセンスの持ち主だったから傷は浅かったが、それでも見られてよかったとは思っていない。



　普段ふざけまくっているこの俺でさえ、あんなに恥ずかしかったのだ。灯代が今感じている
羞恥
 しゆうち

 心は、正直計り知れない。



「その、悪かったよ……」



　だから俺は、素直に謝った。



「ふ、ふざけないでよ……。もう、最悪……、なんでよりにもよってあんたに……」



「悪かったって」



「べ、別に、本気で目指してるわけじゃないからっ！　その、ただ、暇つぶしとして、ちょっと適当に書いてみただけっていうか……」



「
噓
 うそ

 つくなよ」



　俺は言った。灯代が本気でラノベ作家を目指しているかどうかはわからないが、『暇つぶし』や『適当』というワードは、噓だとわかった。



「な、なんでわかんのよ！」



「だってお前、新人賞の締め切りきっちりとメモってたじゃん」



「っ！」



「絵師の希望も書いてあったし」



「っ!?
 」



　書いているのが一般文芸ではなく、ラノベだとわかった理由はこの辺である。あとは、キャラ設定のページで、女キャラが『ヒロイン[image: ]
 』『ヒロイン[image: ]
 』ってなってたことが主な理由だ。



　一般文芸じゃ、女キャラ＝ヒロインとはならないよな。



「ペンネームのサインの練習もバッチリしてたじゃねえかよ」



「もういっそ私を殺せええ──っ！」



　灯代は勢いよく立ち上がると、俺の胸元を
摑
 つか

 んでがっくんがっくん揺さぶった。その顔は真っ赤に紅潮し、目尻には涙が浮かんでいる。



「つーかあんた、なんでさっきからそんなすました顔してんのよ！　逆にムカツクのよ！　笑いたいなら笑いなさいよっ！」



「はあ？　なんでだよ。なにを笑うんだ？　なにが面白いんだ？」



　俺が平然と告げると、灯代はぽかんとした。



「え……。だ、だって、ラノベ書いてるとか……変っていうか、恥ずかしいし」



「ラノベのなにが恥ずかしいんだよ」



　とは言ったものの、恥ずかしいという気持ちや、隠しておきたいという気持ちも理解できる。小説を書くことはあまり一般的な行為ではない。野球やサッカーのように、誰もが経験する活動ではないのだ。



　だから創作は恥ずかしいし、そして必ずしも他人に認められるものでもない。



「で、でも……デビューもしてないくせに、サインの練習とか、やっぱり、痛いし……」



「え？　俺、そんなの毎日のようにやってるけど？」



　別に作家とか目指してないけど、サインの練習してるよ。



　漢字でも英語でもバッチリ書けるよ。



「……そうだった。私が今話しているのは、安藤だったわ」



　灯代は当たり前のことを言った。当たり前のことなのに、馬鹿にされた気がするのはなぜだろう。



「だいたい、ここは文芸部だぜ？　小説書いてなにが悪いんだよ。俺らみんな、去年の文芸誌には作品載せてるし、リレー小説だって書いたじゃねえか」



「けど、本気で作家目指してる人は、いないじゃない……」



「そりゃそうだけど……」



　本気の本気で──どこかの新人賞に投稿するつもりで長編や短編を書いたことは、一度もなかった。たぶん、鳩子も彩弓さんもないだろう。



　俺は中学まで、文芸部に入る奴なんてみんな将来は作家になりたいのだと思っていたが、実際に入部してみて、その
偏見
 へんけん

 は解消された。



　本好き＝作家になりたい、ではないのだ。



　しかし──作家になりたくて文芸部に入る奴だっているだろう。



　たとえば、今にも泣き出しそうなこの少女のように。



「つーか、小説書いてるぐらいで恥ずかしがるなよ。そのぐらいで恥ずかしいんだったら、『
紅き聖書
 ブラツデイバイブル

 』に日夜この世界の真理を
綴
 つづ

 っている俺はどんだけ恥ずかしい奴なんだって話になるだろ？」



「……いや、あんたは相当恥ずかしくて痛くてキツいわよ」



　ひどいことを言う灯代だった。泣くぞ、この野郎。



「はあ……。もういいわよ。あんたと話してたら、
羞恥
 しゆうち

 心がどっか行っちゃった。やっぱり人間って自分より下等な存在を見ると安心するみたいね」



　開き直ったらしく、さっきまでの小動物じみた態度が噓のような
毅然
 きぜん

 とした態度で言う。下等呼ばわりされたことは少し
癪
 しやく

 だが、まあ今はなにも言うまい。



「そうよ。私は作家目指してるの……ううん。少し、違うかな。作家になりたいっていうよりは、本を出版してみたい……。自分の物語を、多くの人に読んで欲しい。評価して、もらいたい……」



　消え入りそうな声に込められた
想
 おも

 いを、俺は痛いほど理解できた。



　俺だって、作家や漫画家になりたいと思ったことは多々ある。好きな漫画の絵を
真似
 まね

 したり、好きなラノベの二次創作をしたこともある。



　どんな悪魔の実を食べようか。どんな
斬魄刀
 ざんぱくとう

 を持とうか。どんなスタンドに目覚めようか。どんな念能力を所持しようか。



　そういう妄想は山のようにしてきた。妄想を形にしたいと何度も思った。



　だから、彼女の想いを馬鹿にできるはずもない。



「簡単にプロになれるとは思ってないし、才能とか、全然ないと思うけど……でも、今は、物語を書いてるのが楽しいの……」



「そっか。いいんじゃねーの？　楽しいなら」



　もちろん、楽しいだけじゃプロにはなれないのかもしれないけれど、だからって楽しさがなけりゃ、
上手
 うま

 くいくものも上手くいかないだろう。



「……あんたは、応援してくれるの？」



　灯代は、なにかを期待するような目で俺を見つめた。俺は少し考えて、



「いや──応援はしない」



　と、言った。



「え……？」



　灯代は裏切られたような表情になった。



「なんつーのかな……。俺、こういうときは簡単に応援しちゃいけないと思うんだよ。友達が作家や漫画家、あとは、ミュージシャンとかお笑い芸人とか──そういう不安定で保証のない道に進もうとしているときは」



『頑張れ。お前ならきっと大丈夫だ』



　根拠もなく、そうやって応援するのは簡単だ。応援する側にはなんのリスクも責任もないし、応援された側も気分がよくなることだろう。



　しかし。



「人の夢を応援することは誰にだってできる。でも、心配することは親しい人間にしかできない」



　家族や恋人──そして友人にしかできない。



「灯代が『俺作家目指してんだよ。すごくね？』とか、夢を言いふらすタイプの奴だったら、俺も適当に応援するよ。でも、お前はそういうタイプじゃないだろ」



「…………」



「まだお前がどこまで本気かなんてさっぱりわかんねーからな。ただラノベ書くのが楽しいってだけならいいと思うけど、本気で作家になりたい、プロになりたいって思ってるなら、無責任には応援できねーよ」



　友達だからな、と最後に付け足した。



　灯代は
俯
 うつむ

 きながら俺の話を聞いていた。やがて、もじもじと指を
絡
 から

 めながら、



「……なんで」



　と、声を漏らした。



「なんで、あんたは……いつもは馬鹿みたいふざけまくってるくせに……こういうときだけ、まともなこと言うのよ……」



「うるせ。俺はいつだってまともだよ」



　気まずい沈黙が流れる。



　我ながらちょっと臭いことを言ってしまったかもしれない。俺はなんとか雰囲気を変えようと、明るい声でこう続ける。



「ま、もし自作を誰かに読んでほしいってなったら、そんときは俺が読んでやるよ」



「それは嫌」



　灯代は即答した。
脊髄反射
 せきずいはんしや

 の即断即決だった。



　え、ええ？



　ひどくね？　ここはちょっと恥じらいながら「……うん」とか
頷
 うなず

 くシーンじゃねえのかよ？　空気っつーか、流れ読めよ、お前。



「あんたにだけは絶対読ませない」



「お、俺にだけって……あ、もしかして、一番最後に書いてあった話のせいか？」



　そう言うと、灯代は表情を
強張
 こうば

 らせた。



　ネタ帳の一番最後に書いてあったのは、いわゆる異能バトルのプロットだった。



　全体の大まかな流れしか書かれていなかったが、一言で説明するならば、黒い焰を操る主人公と時を操るメインヒロインの話である。



　考えるまでもなく、俺と灯代がモデルだろう。俺達文芸部の異能
覚醒
 かくせい

 から多大なインスピレーションを受けている物語だったと思う。



　だから……まあ、俺がモデルっぽい主人公と灯代がモデルっぽいヒロインがイチャイチャしてて、転んだ拍子になぜか胸を
揉
 も

 んだり、なぜかノックをしないで風呂場に突撃したりするシーンもあったんだけど……。



「あ、あ、あれは違っ、違くってっ！」



　灯代は顔を赤くしてぶんぶん手を振った。



「べ、別に私が、あんたのことをどうこうとかじゃなくて、ただ──」



「わかってるよ、んなアホな勘違いしねえよ」



「──話を考えてたらなんとなく……って、え？」



「作者と作品は別物だ」



　きっぱりと言い切った。



　作者と作品を同列に語ることは、この世で最も
愚
 おろ

 かな行為の一つである。



　たとえば、ミステリー作家は殺人が大好きとか、ロリコン小説書いてる奴はロリコンとか、ハーレムラノベの作者は
童貞
 どうてい

 をこじらせてるとか、異能バトルラノベの作者は
厨二
 ちゆうに

 病こじらせてるとか。



　そういう偏見を持つのは、作品に対する愛が足りない証拠だ。



　作品は作者の願望のみで書かれているのではない。



　だから、たとえば灯代の小説で俺をモデルとしたキャラと灯代をモデルとしたキャラがイチャイチャしていたところで、勘違いしたりはしてはいけない。



　……勘違いしない俺、かっけー。



「どうせ、話を転がす上でそっちの方が都合がよかったとか、そんなんだろ？」



「え……あ、う、うんっ！　そう！　そうなのよ！」



　灯代はやけに早口でまくしたて、その後、なぜか深く息を吐いた。



「……安藤。このこと、誰にも言わないでね」



「わかってるよ。でも、文芸部のメンバーにならバラしてもいいんじゃないのか？　ここには、お前を笑ったりする奴は一人もいないと思うぜ」



「そうだけど……なんか、ハズいし。それに、結果出してから報告した方が、いいと思うし……」



　結果を出してから、か。人に弱みを見せたがらないこいつらしい。



「結果、ね。ちなみにお前、今までの投稿歴はどんな感じ？」



　気軽に問うと、灯代はさっと顔を
逸
 そ

 らした。あ、あれ。地雷踏んじゃった？



「……い、一次落ちが、二回」



「…………」



　多くのライトノベルの新人賞は、一次二次三次と、複数の審査過程を設けている。



　俺はラノベ好きだからある程度のことは知ってるけど……一次落ちって、確か一番残念な結果だよな。



　あー、うん。そりゃ自分から言い出さないわけだ。



　こう言うとあれだけど、こいつのネタ帳にあった設定、あんま面白そうなのなかったしなあ。どうしても女子目線で書かれてるっていうか。



　男が喜ぶパンチラが描けなかった
蒼樹紅
 あおきこう

 先生のような状態なんだと思われる。



　俺がリアクションに困っていると、



「……うまくいかないもんよね」



　灯代は投げやりな口調で言って、寂しそうに目を細めた。



　そして──気がつけば、テーブルの上に本のピラミッドができていた。



　この、気がつけばなにかが起きているという現象は、《
永遠
 クローズドクロツク

 》の──



「時間を操る──こんな大層な異能があっても、面白い小説一つ書けやしない」



　灯代は小さな声で
愚痴
 ぐち

 りながら、本のピラミットを軽く押し、崩壊させた。その横顔には、どこか
自嘲
 じちよう

 めいた笑みがあった。



「家族関係を
円滑
 えんかつ

 にできるわけでもないし、夢の実現に役立つわけでもない……。時間を操る能力って昔はちょっと
憧
 あこが

 れてたんだけど、実際手にしてみると意外につまらないものよね」



「…………」



「停止した時間の中で『
ＵＲＹＹＹＹＹＹＹＹＹＹ
 ウリィィィィィィィィィィ

 ────ッ！』って叫んでも、みんな止まってるから、誰も反応してくれなくてつまんないし」



「え。お前そんなことやってたの？」



「はっ！　い、今のは噓っ！」



　うわあ……。こいつ、一人でディオ様ごっこやってたんだ。



　自分のことを棚にあげた感想になるけど……こいつ、イタいなあ。



「と、とにかくっ！　私の異能なんてなんの役にも立たないってことよ！」



「役に立たない、か……」



　俺は彼女の言葉を
反芻
 はんすう

 し、そして皮肉げに言い返す。



「じゃあなにかよ？　灯代は、家族が仲良くなる異能や面白い小説が書ける異能が欲しかったのか？」



「ふん。冗談でしょ？」



　灯代は──得意げに笑った。



「そんなの、なんの意味もないじゃない」



　俺は、無言で頷いた。



　そう。その通りだ。



　異能の力を借りては、意味がない。



「灯代。ちょっと見てろ」



　俺はすくりと立ち上がり、足を肩幅に広げ、右腕を掲げた。



「我こそは混沌の覇者なり！　深淵に揺れる煉獄の業火よ。
歪曲
 わいきよく

 する
昏
 くら

 き
焰
 ほむら

 、
混濁
 こんだく

 する真紅の闇、発狂し、絶叫し、
破滅
 おわり

 へと
誘
 いざな

 う灯火。罪を
以
 もつ

 て罪を制す。黒の
断片
 かけら

 を身に刻み、
不遜
 ふそん

 なる
摂理
 せつり

 に牙を突き立てろ！」



　ニューバージョンの解呪の呪文を唱え、異能を解放する。



「
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 ！」



　右腕から黒い焰が燃え上がる。腕からだけでは少し物足りないので、全身からオーラのように炎を噴出しつつ、両肩の部分だけちょっと多めに
纏
 まと

 う。



　とことんかっこよくなるように。



　どこまでもかっこよくなるように。



「どうだ灯代──否、
《永遠》
 クローズドクロツク

 よ」



「いや……どうって……」



「かっけーだろう？」



　俺は言う。



「異能は最高にかっこいい。そんで、ただそれだけだ。それだけでいいんだ」



　間違っても、こんな力で誰かが不幸になっていはけない。



　そして──幸福になってもいけない。



　かっこいいだけで十分なのだ。



「……はぁーあ」



　灯代は
大仰
 おおぎよう

 に息を吐き、そして小さく笑いながら言った。



「厨二、乙」











　放課後になれば、またいつものようにいつものメンバーが
揃
 そろ

 っていた。



「千冬ちゃん、クッキー食べるー？　今日家庭科の授業で作ったんだよー」



「食べる」



「彩弓さん。ここの問題教えて欲しいんですけど」



「そこは、まずＸこちらの三角形の面積を求めてから──」



　この部室にあるのは、どこの高校にでもあるような風景だった。
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　どこにでもいる普通の高校生達。



「このクッキー、チョコをかけても
美味
 おい

 しいんだよー。今私の火で溶かすからねー」



「シナモンも欲しい。家の冷蔵庫にあったから、取って来る。『ゲート』作れば、すぐ」



「あ、彩弓さん。今日、スカートにジュースこぼしちゃって。いいですか？」



「はい。すぐに
還
 かえ

 しますね」



　……まあ、ちょっと普通じゃないかもしれないけれど。



　それでも、俺にとっての日常風景がここにはあった。



　半年前、
突如
 とつじよ

 俺達は異能に目覚めた。



　その結果、俺にとっての日常は
完膚
 かんぷ

 なきまで
砕
 くだ

 かれた──ということになるのかと思ったら、全然違った。



　日常というものは、俺が予測していた以上に
頑強
 がんきよう

 なものだったらしい。



「くくっ」



　俺は、俺が日常と呼べる風景を見渡しながら笑う。



「来るべき戦いの日に備えて、こうやって英気を養うのも悪くない」



「私はあんたが養った英気を使っているシーンを見たことがないわ」



　灯代から冷静な突っ込みが入った。



　そのとき、部室のドアが開いて、一人の女生徒が姿を表した。



　鋭い眼光と一文字に引き結んだ口。背筋をしゃんと伸ばし、文芸部を
睥睨
 へいげい

 している。



「失礼する。ここが文芸部で合っているな」



「
工藤
 くどう

 さん。どうしたんですか？」と、
彩弓
 さゆみ

 さんが応じた。



　来訪客は、生徒会長の工藤
美玲
 みれい

 さんだった。校則に順守した制服。キリッとした表情と
佇
 たたず

 まい。美人ではあるが、生真面目で神経質そうな印象を受ける。



「今日は文芸部の
監査
 かんさ

 に来た」



「監査、ですか？」



「部長である
高梨
 たかなし

 さんには以前から何度も言っているが、私は文芸部の存続に疑問を持っている。人数も少なく、ろくに活動もしていない部活に経費や場所を提供するほど、この学校に余裕があるわけではないからな」



「お言葉ですが、我が校の文芸部は学校創立時から続く伝統ある部活動です。それを大した理由もなく廃部にすることは、いかがなものでしょうか？」



「過去の生徒会や教師陣はそうやって言いくるめられたのだろうが、私は違う。歴史があろうと伝統だろうと、無益なものは排除すべきだ」



　工藤さんの歯に衣着せぬ物言いに、彩弓さんは顔をしかめる。



　生徒会長の言い分は正論だ。俺達文芸部の存在がなにか学校に利益をもたらすのかと問われれば、返す言葉がない。



　なんもしてないからな、俺ら。



　まあでも、だからって黙って立ち退くつもりもない。



　俺はメンバーを見渡す。その目を見る限り、みんな俺と同じ意見のようだ。



「くくっ」



　俺は笑う。



　俺らしく笑う。



　部活の存続を
賭
 か

 けて生徒会と争うか。やれやれ。この問題もまた、異能じゃどうしようもない問題だ。



「監査ではなく監視だと正直に言ったらどうだ、生徒会長？」



　まあ、つまらない事件しか起きなくとも、異能バトル的な展開がなかろうとも、俺は俺らしく生きるだけだ。



　ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 として、最高にかっこよく生きるだけだ。



「貴様の正体など、この俺はとっくに見抜いているぞ。いつまでそうやって偽りの自分を演じている？　部活の存続などと
虚言
 きよげん

 を吐いて、こそこそと我らに接触するのが貴様のやり口か？」



　工藤さんが敵意の
籠
 こも

 った
眼差
 まなざ

 しで俺を
睨
 にら

 んだ。うお、怖っ。



　しかし、俺の
台詞
 せりふ

 は止まらない。



「強力な敵対組織である我らに対し、恐れを抱く気持ちはわかる。だが、俺はまどろっこしいのが苦手でな。いい加減貴様の本性を発揮して、存分に俺を楽しま──」



「黙れ厨二っ！」



　灯代に思いっきり
叩
 たた

 かれた。



　
鳩子
 はとこ

 は「ジューくん、空気読もうよー……」と
呟
 つぶや

 き、
千冬
 ちふゆ

 ちゃんは未確認生命体を見るような目で俺を見ている。彩弓さんは、「すみません、工藤さん。あの子は精神に重大な
疾患
 しつかん

 がありまして……」と、部下の失態の責任を取る上司のように頭を下げた。



　しかし、この程度でへこたれる俺ではない。



　たとえイタいと
忌
 い

 み嫌われようとも、俺は俺がかっこいいと思う道を歩む。



　どんなに壊そうとしても壊れず、そして壊したくない日常の中で、厨二という罪を背負いながら生きていく。



　罪深い俺は、最高にかっこいいのだから。











「……なぜだ」



　俺が一人で完全に終わった空気を感じていたら、工藤さんが言葉を漏らした。その声は震えている。俺の言動に腹を立てているのだろうか。



　なんだ、まだいたのかよ。



　……ってそりゃいるよな。



　俺としてはもう、完全に一巻が終わったようなテンションだったんだけれど。



　生徒会長の怒気を感じ取ったのか、灯代が耳打ちしてくる。



「ちょっと安藤。まずいわよ。あれ、絶対キレてるわよ。早く謝りなさいよ」



「ぬう。やっぱり貴様呼ばわりはまずかったか。年上だし、ちゃんと貴殿って呼ぶべきだったな」



「そこじゃないわよ！」



　すると工藤さんは顔を上げ、俺を睨みつけた。



「なぜだ。安藤
寿来
 じゆらい

 ……」



　彼女の瞳に浮かぶのは
憤怒
 ふんぬ

 と──
動揺
 どうよう

 だった。激しい怒りの表情を浮かべているのに、どこか
怯
 おび

 えたような感情が見え隠れする。



　どうしたのだろう、と俺が疑問を感じていると、工藤さんは、







「なぜ私の正体がわかった？」







　と、言った。



「……は？」



　全員が、ぽっかーん、とした。



「とぼけるな。全て……お前が言った通りだ。私はお前達をずっと監視していた。文芸部の存続がどうこういうのは、ただの口実だ。お前の言葉通り、自分を偽ってこそこそとお前達を探っていた」



　思考が凍りつく。なにがどういう状況なのかさっぱりわからない。



　ちょっと待ってちょっと待って。



　いきなりなにを言い出したんだこの生徒会長は？



　俺の発言に合わせてくれてるのか、それとも、まさか本当に──



「私はずっとお前達を監視していた。異能力に目覚めたお前らをな！」



　工藤さんの言葉に、全員が
戦慄
 せんりつ

 する。この人は、俺達が全員異能力者だということを知っていた。ということは──



「まさか、工藤さんも異能力を!?
 」



「ふん。驚いたふりは止めろ。安藤寿来。お前はさっき言っていたじゃないか。私の正体は見破った、と。それはつまり、私が異能力を持っていることを見破ったということだろう？」



「あ、ああ……。そ、そ、そうだっ」



「少々お前を見くびっていたようだな。評価を改めるぞ、安藤寿来。私は
完璧
 かんぺき

 に
振舞
 ふるま

 っていたつもりだったが、いったいどこで気づいたんだ？」



「そ、それは……え、えっとぉ……」



「言えない、ということか。まあそうだな。敵である私に教えるはずもないか」



　すごい都合よく解釈してくれる敵さんだった。おかげで俺の
面子
 めんつ

 は守られているようだが、今はそれどころじゃない。



　これは、なんて言ったらいいんだろう……。



　
瓢簞
 ひようたん

 から
駒
 こま

 というか、噓から出た
真
 まこと

 というか。



　あー、違うな。こう言えばいいんだ。







「超展開過ぎてワロタ！」







　なんやねん、この展開。



　異能に目覚めてから半年間、ずっとなにも起きなかったのに、今の今になって敵（？）が現れやがった。



　しかも、よりにもよってまさか、生徒会長が異能力者だったんだんて。



「こ、これは……安藤くんの厨二力が
明後日
 あさつて

 の方向に大活躍したということでいいのでしょうか？」



　工藤さんの近くにいた彩弓さんが、
蒼白
 そうはく

 な表情になりながらこちらへと下がってきた。テーブルに座っていた俺、灯代、鳩子、千冬ちゃんも即座に立ち上がり、工藤さんとの距離を取る。



　いや、『距離を取る』なんてかっこいい動作じゃない。ただ、
怯
 おび

 えて
後退
 あとずさ

 ってしまっただけだ。この現実離れした状況に、どうしたらいいかわからないのだ。



「お、落ち着け、みんなっ。俺がついている」



　俺は全員に声をかける。誰かに声をかけることによって、お互いの心を落ち着かせる効果を
狙
 ねら

 ったのだ。



「あ、安心しろ。俺は、途中からいきなりバトル展開になって打ち切りになるジャンプ作品とかいっぱい読んでるから」



「それでなにを安心しろと!?
 」と灯代。



「序盤から中盤にかけてラブコメをやっていたのに、終盤になって急に取って付けたようなバトル展開に突入するラノベもいっぱい読んでるし」



「だからそれがなんなのよ!?
 」



「初期はミステリーだったのに、シリーズ終盤では異能バトル的な展開になる作品も読んでる……」



「
戯言
 ざれごと

 だけどね！」



　緊張のせいか灯代の突っ込みがやや雑だったが、数回言葉を交わしたおかげで、だいぶ頭が冷静になった。



「それで、工藤さ──あ、いや、工藤美玲」



　慌てて言い直す。とりあえず、こっちのキャラでいこう。



「貴様の目的はなんだ？」



「それを私が教えると思うか？」



「そうか……。ならば質問を変えよう」



　俺は言う。



「貴様は、俺達のこの異能力について、なにか知っているのか？」



　なぜ、俺達は異能に目覚めたのか。



　なぜ、異能に目覚めたのは俺達だったのか。



「私に勝つことができれば、教えてやろう」



　工藤さんはそう言って、不敵な笑みを浮かべた。



「勝つって……」



「安心しろ。なにも命のやり合いをしようというわけじゃない。ただ、私にお前達の力を見せてくれればいい。まあ骨の一本や二本は覚悟して欲しいがな」



　工藤さんが一歩踏み出す。それだけで、俺達は全員一歩引いてしまう。



「ど、どうする、安藤？」



　灯代が耳打ちしてくる。



「私が
《永遠》
 クローズドクロツク

 で、特攻してみる……？」



　口では強気なことを言うが、その瞳は不安に
溢
 あふ

 れていた。確かに灯代ならば、誰よりも速く動くことができる。





《永遠》
 クローズドクロツク

 の前では、速度の概念が意味をなくす。



　ただし、灯代に限らず俺達には実戦経験がない。いくら神クラスの異能を所有しようとも、俺達は全員、相手を傷つける目的で異能を用いたことなど一度もない。



　能力の強大さに対して、精神面の余裕が全くない。



「安藤くん」「ジューくん……」「アンドー」



　
他
 ほか

 の三人も俺の方を向く。みんな同じ目をしている。不安と焦燥、そして少しの覚悟。いざとなれば自分が動くという意志が感じ取れる。



　飯食ってるだけで守ってもらえるヒロインなんて、ここにはいない。



　そんな気高い覚悟を見せられたら、



「俺が行く」



　と、言うしかなかった。



　一歩前に出る。



「ば、馬鹿っ！　なに言ってんのよ安藤!?
 」



「そうだよ、ジューくん！　ジューくんじゃ──」



　灯代と鳩子を制し、さらに一歩前に出る。



　俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 は、ただかっこいいだけの能力だ。工藤さんがどんな異能を所有しているのかはわからないが、この異能では勝ち目がないことは明白だろう。



　しかし俺は、戦の
先駆
 さきが

 けとなるべく、前に出る。



「心配は無用だ。いざとなれば、闇人格が力を貸してくれる」



　冗談半分、そして本気半分の言葉だった。



　こんなピンチだというのに、俺は、心のどこかでこの状況を楽しんでいた。



　胸に生まれるのは、半年前──異能に目覚めたときのような
高揚
 こうよう

 感。



　現実離れしたこのシチュエーションに──憧れていた異能バトル的な展開に、心の奥底で歓喜にも似た感情が芽生えつつあった。



　まあ、さっき工藤さんが言った「命を取るつもりはない発言」や、彩弓さんの
《始原》
 ルートオブオリジン

 があれば
大怪我
 おおけが

 しても大丈夫じゃねえの？　という後ろ盾もあるのだが、とにかく俺は、この状況を楽しみたいと思っていた。



「くくっ。貴様など、俺一人で十分だ。
『煉獄への扉』
 ノツクオンヘルズドアー

 と
謳
 うた

 われた俺の力を見せてやろう」



　昨日思いついた二つ名を述べながら、制服のボタンを外してゆく。



「俺がなぜ、毎日毎日このブレザーを着て学校に通っていたか知っているか？」



「校則だからだろう」



　工藤さんは普通に言った。まあ、そうなんだけど、そうじゃないんだよ。



「くくっ。校則ではなく──
拘束
 こうそく

 だ。自分でも抑えることのできない強大な力を抑えるための封印なんだよ。このブレザーには様々な魔術的封印が
施
 ほどこ

 されている。その重量は百キロを下らない！」



　バサァっとブレザーを脱ぎ捨てる。俺の手から離れたブレザーは宙を舞い、



「うわー、おっとっとっとー」



　お
節介
 せつかい

 で気が利く鳩子が見事にキャッチしてしまった。



「鳩子っ！　お前、なに普通にキャッチしてるんだよ!?
 」



「え、ええ!?
 」



「馬鹿お前！　それ、超重いってことになってるんだから、お前が平然と持てたらおかしいだろうが！」



「あ！　そ、そっか！」



　納得した鳩子は、「う、うわー。お、重いぞー。こんな重いのを今まで着ていたなんてジューくんはすごいなー」と、これでもかというほどの
三文
 さんもん

 芝居をした。



　この大根役者め。



　俺は内心で舌打ちした後、意識を切り替えて右腕を前に突き出す。



　そんな俺のいつもの仕草を見て、灯代が声を荒げる。



「あの馬鹿っ！　こんなときにまで、解呪の呪文を唱えるつもりなの!?
 」



「いえ灯代さん。安藤くんの解呪の呪文は必ずしも無意味な行為だとは言えません」



「彩弓さん……どういう意味ですか？」



「安藤くんの解呪の呪文には、スポーツでいうところのプリショット・ルーティーンのような効果があると考えられます」



「プリショット・ルーティーン……。スポーツ選手が、毎回見せる動作のことですか？　野球でバターボックスに立ってから
袖
 そで

 を直したり、テニスでサーブを打つ前にボールをバウンドさせたりする……」



「はい。プリショット・ルーティーンはある種の儀式です。本来なら無意識に行なってしまう行為をあえて意識的に行うことにより、高い集中力を生み出します。あの呪文を唱えることにより、安藤くんの頭は完全に異能を使うモードに切り替わるはずです」



「……でも、いくら集中したって、安藤の異能じゃ……」



「信じましょう。私達も、この異能力について全てを把握しているわけではありません。私達の知らないなにかが、あるのかもしれません。安藤くんは、私達の誰よりも
真摯
 しんし

 に異能と向き合ってきました。彼に賭けてみましょう」



「トモヨ、だいじょーぶ」



「千冬ちゃん……」



「アンドーは、こーゆーとき、やる男」



「……安藤」



　背中にみんなの熱い眼差しを感じる。



　みんなの
想
 おも

 いが、俺の力となる。



　俺は深く息を吸い、そして我が異能を解放するための呪文を唱える！







「我こそは
混沌
 こんとん

 の
覇
 は

 ちゃちゃちっ！」







「…………………」



　果てしない沈黙が世界を包み込んだ。



　……やっべ。
嚙
 か

 んじゃった。一番大事なとこで嚙んじゃった。



　うわ。死にてえ……。



　どうしよ。もう完全に時が止まってる。おいおい俺にも
《永遠》
 クローズドクロツク

 が使えたのかよ。



　後ろから
凄
 すさ

 まじい視線の圧力を感じる。「お前に一瞬でも期待したこっちが馬鹿だったよ」って心の声が聞こえてくる。



　前にいる工藤さんはリアクションに困った表情している。「この男はさっきからなにがしたいんだ？」という目だ。



　前門の
虎
 とら

 、後門の
狼
 おおかみ

 とはよく言ったものだ。



「え、
詠唱破棄
 えいしようはき

 っ！　
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 ！」



　なんかもう恥ずかしくて死にそうになった俺は、とりあえず異能を出してうやむやにする作戦に出た。



　プリショット・ルーティーン乱れまくりである。



　ぐっだぐだのまま
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 発動。



　いつも通り超絶にかっこいい炎が、体から噴き出した。



「それがお前の異能か、安藤？」



「ああ。混沌の闇より生まれ落ちた、神をも
灼
 や

 き殺す、
漆黒
 しつこく

 の
業火
 ごうか

 だ」



　俺は黒い炎を
纏
 まと

 う右腕を掲げ、



「さあ──始まりの終わりを始めよう」



　とてつもなく深い意味がある決め台詞を口にした。



　工藤さんはすっと目を細める。



　そして、口の端を吊り上げて笑った。







「見せたな。私に異能を見せたな」







「なっ！」



　まず、
猛烈
 もうれつ

 な
虚脱
 きよだつ

 感が俺を襲った。
膝
 ひざ

 が折れ、床に崩れる。



　俺の纏う黒い炎が、大きく揺らいだ。





《黒焰》
 ダークアンドダーク

 のコントロールができない──いや違う。コントロールを奪われている。



「お前の異能──私が
貰
 もら

 い受ける」



　黒い炎が、一気に工藤さんの元へ移動した。



「だ、
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 っ！　
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 ！」



　俺の絶叫は
虚
 むな

 しく響くだけだった。いくら念じようとも
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 は発動できない。



「く、工藤美玲っ！　まさか、貴様の異能は……」



「そうだ。私の異能は、相手の異能を奪う異能だ」



　
驚愕
 きようがく

 する。が、しかしすぐにそれは納得へと変わる。



　
迂闊
 うかつ

 だった。彼女の「私にお前らの力を見せてみろ」という言葉。俺達のくだらないやり取りの最中、自ら攻撃を仕掛けずに
傍観
 ぼうかん

 していたこと。その全てが、俺に能力を発動させるための布石だったのか。



「
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 ……」



　俺は床に
這
 は

 いつくばるように崩れ落ちた。
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 が俺の中から失われたことは、感覚的に理解できた。



　もういない。俺の中に
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 は、もういない。



「この半年間、悲しいときも楽しいときもずっと一緒だった、俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 ……」



　口からは
哀惜
 あいせき

 の言葉が漏れていく。長年連れ添ってきた
伴侶
 はんりよ

 を失ったかのような悲しみが俺を襲った。



「朝起きたら『おはよう
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 』って言って、夜寝るときは『おやすみ
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 』って、毎日愛を語り合ってきたのに……」



「あんたそんなキモいことしてたの!?
 」



　灯代の突っ込みも、もはや耳に入らない。



「足だろうが！　両腕だろうが！　……心臓だろうがくれてやる。だから！　返せよ！　たった一つの異能なんだよ！」



「アルの魂を
錬成
 れんせい

 したときのエドみたいなこと言うな！」



　工藤さんは、俺の魂の叫びにも灯代の突っ込みにも反応せず、



「ふむ。これが安藤寿来の異能か……」



　と、異能を発動し、しげしげと
眺
 なが

 めていた。



　……ああ、俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 が、俺以外の人間に発動されている。



「寝取られた……。ポット出の新キャラに俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 が寝取られたぁ……」



「なんか違くない!?
 」



「畜生！　
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 め！　俺のことは遊びだったのかよ！　さんざん
弄
 もてあそ

 びやがって！　発動できれば誰でもいいのかよ！　このビッチっ！　
淫売
 いんばい

 ！」



「だから怒りの方向がおかしいって！」



「……ああ、でも、なんだろうこの
倒錯
 とうさく

 的な快感は……。すごく悲しいのに、ちょっとだけ興奮する！」



「
ＮＴＲ
 ネトラレ

 属性に目覚めてんじゃないわよ！」



「……う、うぅ」



　屈辱と恥辱で立ち上がることができない。なんという失態だ。意気揚々と特攻した挙句、敵に能力を奪われるなんて。



「黒い炎が出せるだけ、か。使い道がない異能だな」



　工藤さんはつまらなそうに言った。異能の特性については、奪ってしまえば
自
 おの

 ずと理解できるようである。



「もしかしたら隠れた能力があるのかと期待していたのだが、まさか本当に無能な異能だったとはな……まあいいさ」



　言いつつ、俺の後ろにいる他の文芸部の面々へと、鋭い視線を移す。



「私の狙いは、最初からお前達の方だ」



　俺は言葉を失った。



　異能を奪う異能。



　その恐ろしさを、改めて実感した。



　こいつは──みんなの神クラスの異能を奪いに来たのだ。



「説明は不要かもしれないが、私の異能
奪取
 だつしゆ

 能力のストックは無限だ。安藤寿来の異能を保有したまま、お前らの異能を奪うことも可能だ」



　その言葉で、わずかに残っていた希望も崩れ去る。所有できる異能が一つならば、まだどうにかできたかもしれないのに。



　俺達の異能五つを全てその身に宿したのなら、この人は想像を絶する化物に
変貌
 へんぼう

 する。



　この世界の全てを支配できるほどの、化物に。



「さあ。全員まとめてかかってくるがいい！」



　工藤さんが両手を広げて
吼
 ほ

 えた。俺は床に手をついたまま歯を食いしばる。



　メンバーの強力な異能が
仇
 あだ

 となっている。自分が強ければ強いほど、相手を強くしてしまう。畜生。勝ち目がねえ。



　そのとき、誰かが俺の脇を通り過ぎた。



「灯代!?
 」



　彼女は俺の前に立ち、工藤さんと向き合った。



「な、なにをするつもりだ？」



「いいから。あんたは黙ってて」



　まさか
《永遠》
 クローズドクロツク

 で時を停止させて、能力を奪われる前に片を付けるつもりか。それは一見有効な戦法かもしれないが、万が一工藤さんの異能が、
《永遠》
 クローズドクロツク

 の発動の瞬間を見るだけで奪える異能だとしたら、もう終わりだ。



　これは──一か八かの賭けになるぞ。



「まずはお前が私に異能をくれるというのか、神崎灯代」



「いいえ。そつもりはないわ」



「ふん。なにか策と見えるな。まあいい。お前の力を、存分に私に見せてみろ！」







「嫌よ」







　それは、ひどく端的な返答だった。



　工藤さんは困ったような顔になる。



「……え？　いや、え？」



「だって、異能を見せたら奪われるんでしょ？　だったら異能なんて発動するわけないじゃない」



「…………」



「さっき工藤さんは安藤の異能を奪ったとき、『見せたな。私に異能を見せたな』と言ったわ。だからあなたの異能の発動条件は、相手の異能が発動する瞬間を視認することだと推測できるけど、違うかしら？」



「そ、それは……」



「当たりみたいね。だったら、私達は異能なんか使わない」



　灯代の発言に、俺は
呆気
 あつけ

 にとられてしまった。



　あ、そうか。



　その手があったか。



　使ったら奪われるんなら、使わなきゃいいんだ。



　いやでも、その発想はなかった。完全に
盲点
 もうてん

 だった。



　まさか──異能バトルで異能を使わないなんて、思いもしなかった。



「そういうわけで、ここからは肉弾戦ね、工藤さん。私達五人に、あなた一人で勝てるかしら？」



「ぐ……。し、しかし！　私にはまだ、安藤寿来の異能がある！　五対一とは言え、異能を発動できる私が有利なはずだ！」



「甘い、甘いわ工藤さん」



　灯代は口元にサディスティックな笑みを貼りつけて言い放つ。



「安藤の異能は、本当になんの役にも立たないのよ！」



「──っ！」



　工藤さんの顔に衝撃が走った。ついでに俺の心にも衝撃が走る。



　……なんつーかさあ、もうちょっとオブラートに包んでくれてもよくない？



「うふふふふふ」



　突如、不気味な笑い声が響いた。



「それではバトルと行きましょうか、工藤さん。五対一では不公平ですから、ここは部長として私が代表で戦いましょう」



　彩弓さんが、ものすごーく楽しそうな笑顔を浮かべて、戦線に参加した。



　ただの
喧嘩
 けんか

 ならば、文芸部でダントツ一位の彩弓さんが。



「うふふ。ずいぶんと怖い思いをさせられましたから、私、ちょっとばかり加減を忘れてしまいそうです」



「た、高梨さん……だ、だって、きみは」



「柔道と空手で黒帯を持っていますが、なにか？」



「っ！」



「うふふふふふふ」



　彩弓さん、楽しそうだなあ。さっきまでのストレスが爆発している。「よくもこの私をビビらせたなこの野郎」とか、思ってるんだろうなあ。



　工藤さんは
蒼白
 そうはく

 な表情になり、数歩後退した。その表情を見る限り、俺から奪った
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 以外には異能ストックがないと思われる。



「く、くそっ」



　完全に勝機をなくした工藤さんは、その身を
翻
 ひるがえ

 して逃亡を図った。



　しかし、そうは問屋が
卸
 おろ

 さない。



「逃さねえぜ」



　ぴしゃり、と、部室のドアが閉ざされる。工藤さんの逃亡を予期していた俺は、こっそりちゃっかりと床を這って移動していたのだ。



「あ、安藤、寿来……」



「くくっ」



　俺は凶悪な笑みを浮かべて、ここぞとばかりに勝ち誇る！



「全て、この俺の計算通り！」



「な、なんだと!?
 」工藤さんは目を見開く。「ま、まさか、お前は最初からここまで計算していたというのか……？」



「その通り！」



「お前は、私の異能力までも見破っていたというのか……！　味方の異能を奪われることを恐れたお前は、あえて道化の振りをして私の油断を誘った。そして自らの使えない能力を差し出すことによって、私の異能を完全に封じた。奇行としか思えなかったあの言動や行動の全てが、今この瞬間のための布石……！」



「そのとぉーぅりぃ！」



「安藤寿来……お前、天才か!?
 」



「くくっ。くくくっ。くはははははははは！」



　やべー。超楽しい。



　使えない能力で最強の能力をぶっ倒す。



　なんつーか、異能バトルの
真骨頂
 しんこつちよう

 を味わっている気分だ。



　全て計算通りの俺、かっけー。



「調子に乗んな」



　灯代に頭を小突かれる。



「なーにが、計算通りよ。全部偶然のくせに」



「馬鹿お前。こういうの、熱い展開だろうよ。異能バトルで、強敵を倒したと思ったらもっと強い奴が出てきて『全ては私の思い通りだ』とか言っちゃって、今までの主人公の行動は全てこいつの筋書き通りだったのかーっ！　っつー展開」



「あんたのは完全に後付けでしょ」



「いやー、そうは言っても、実際の少年漫画やラノベでも、後付けとしか思えないのが多々あるしなー」



「自分の言い訳のために作品を
貶
 おとし

 めるな！」



　灯代といつも通りのやり取りをしつつ、俺は床へと視線を下ろす。



　文芸部の床では、彩弓さんに腕ひしぎ十字固めを食らった工藤さんが、



「いやああ！　ごめんなさいごめんなさい！　さっきまでのこと全部謝るからもう許してくださいぃ──っ！」



　と、泣き叫んでいた。



　すると、鳩子が俺の隣に立って言う。



「ねー、ジューくん……。この人、結局なにがしたかったのかな？」



「……………」



　返答に困った。



　いきなり出てきていきなりやられたな、工藤さん。



　キャラ崩壊っつーか、キャラが立つ前に倒しちゃった感じだ。



　……ま、なにはともあれ。



　俺達の記念すべき第一回異能バトルは、見事勝利で終わった。










☆










　文芸部の部室から少し離れた場所には、大きな桜の樹がある。花が散り、若葉が芽吹き始めた無数の枝。その一つに、一人の男が
蝙蝠
 こうもり

 のように宙吊りになっていた。いや、宙吊りというよりは、逆さに立っていた、という表現が的確だろう。



　その男にどこかに捕まっている様子はない。ただ──立っているのだ。



　黒を基調とした衣服も、白銀の髪も、まるでこの星の重力が逆さに働いているかのように振る舞う。



　彼の周りだけ天地が逆転したかのようだった。



　上下が逆転したそのシルエットは、見る者に逆さ十字を連想させる。



「かかっ」



　男は独特の
渇
 かわ

 いた笑みを
零
 こぼ

 した。サングラスの奥の視線は、かつて彼が在籍していた文芸部の部室へと注がれている。その中では、工藤美玲を撃退した安藤寿来が高らかに笑っていた。



　安藤寿来──ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 。



　彼を見据える男の瞳は、左右で色が違っていた。



　
紅
 あか

 く、どこまでも紅く、
鬼灯
 ほおずき

 よりも血よりも業火よりも紅い、真紅の右眼。



　黒く、どこまでも黒く、漆器よりも影よりも
宵闇
 よいやみ

 よりも黒い、漆黒の左眼。



　相反する二つの眼を持つ、その男こそが──この俺だ！



「実は一人称、みたいな」



　まるで三人称小説の
如
 ごと

 く自分のことをかっこよく描写する
遊戯
 ゆうぎ

 を終え、俺は改めて目を
凝
 こ

 らす。



　それにしても安藤寿来。



　やはり工藤美玲ぐらいはあっさりと倒してくれるか。



「そうだよなあ。そう来なくっちゃ面白くねえよなあ。かかっ！」



「やっと見つけたわよ、
一
 はじめ

 」



　と。



　誰かが、俺のこの世界での仮の名を読んだ。



　突如目の前の空間が
歪
 ゆが

 み、上下が逆転した視界の中、一人の女が現れる。現実離れした髪の色、瞳の色、服のセンス。背中からは、精霊であることを示す、半透明の小さな羽があった。



「リーティアか。なんの用だ？」



「なんの用じゃないわよ。あんた携帯の電源切ってんでしょ？」



「ああ。面白い見世物をてめえに邪魔されたくなかったからな」



「ふざけんなよ、死ねよ。かけたら五秒で出ろよ、このカス」



　ふわふわと宙に浮きながら、リーティアは表情を歪めて汚い言葉を吐いた。こいつ、顔は悪くないんだが、どうにも口が悪くていけねえなあ。



「ああもう、なんでこの私の担当が、こんなルックスだけの男なのよ……」



「そりゃこっちの台詞だ。俺だってもう少し俺のセンスが理解できる奴がよかったよ」



「はあ？　てめえのキモいセンス理解できる奴なんているはずないでしょ？　人間界どころか精霊界にだっていないわよ？」



「いや──いたぜ。一人な」



　俺は文芸部を眺めながら告げる。自然と声が弾んでいた。



「話の通じねえアホしかいねえこの世界で、ようやく話の合う野郎が見つかった」



「…………」



「つーか、どけよ、リーティア。もう少しで腕ひしぎ十字固めやってる嬢ちゃんのパンツが見えそうなんだから、邪魔すんな」



「はあ!?
 　馬っ鹿じゃないのあんた？　話聞いてた？　私は用があってあんたに電話かけてたんですけど！」



「……おい」



　口から
零
 こぼ

 れたのは、自分でも驚くほどに冷たい声だった。



「俺は『どけ』って言ったよな。そしてお前はどかなかった。その意味は、わかるな？」



　彼女の返答は待たない。



　俺は
微塵
 みじん

 の
躊躇
 ちゆうちよ

 もなく、自らの破壊衝動に身を任せ、即座に異能を解放する。







《
堕天使の鉄槌は愚者へと振り下ろされる
 ルシフアーズストライク

 》







　
刹那
 せつな

 、リーティアの胸元に黒い球体が現れた。ゴルフボール程度の大きさを持つその球体は、光を飲み込む黒さを有している。



「はあ!?
 　ちょ、ちょっと一っ！　止め──」



　悲痛な叫びは、最後まで語られることはなかった。



　暗黒の球体は彼女の全てを飲み込み始める。物質も光も空間も、全てをまとめて爆発的な速度で呑み尽くす。その光景は、プールの排水口をイメージさせた。



　我が異能《
堕天使の鉄槌は愚者へと振り下ろされる
 ルシフアーズストライク

 》。



　有する能力は──重力
冒瀆
 ぼうとく

 。



　天をも
堕
 お

 とす、破滅の力。



　この世界をひっくり返す、神への反逆の象徴。



　黒い球体の正体は、重力を操作して生み出した小規模なブラックホールだ。時空すら
歪
 ゆが

 める不可視の重力場に、回避手段は存在しない。周囲に存在する全てを、巨人の
掌
 てのひら

 で握り
潰
 つぶ

 すかのように
圧搾
 あつさく

 し、一点に凝縮する。



　全てを飲み込んだ球体を、俺は掌で握りしめ、消滅させる。



　まるで、この世界を掌握したかのような
愉悦
 ゆえつ

 があった。



「かかっ、かははははっ！」



「お前死ねよマジで」



　目の前にいる無傷のリーティアが、
苛
 いら

 
立
 だ

 ちを隠そうともせずに言った。



「精霊相手に異能が通じないことはわかってんでしょ？　なにがしたいわけ？」



「かかっ。気分だよ、気分。たまには秘奥義も使っとかないとな。いざってときに不発だと困るだろう？」



「……その、秘奥義すら使わずに、『Ｆ』を滅ぼしたのは誰よ？」



　リーティアの問いかけに、俺は答えない。



「あいつらはマジで神の力を持ってたわ。戦争管理委員会でも、本気で対策が練られていた……。それなのに一は、たった一人で『Ｆ』をぶっ潰した……」



「なんだよ。文句あるのか？」



「……あんた、どこまで本気なの？」



「どこまでも本気だよ、俺は」



　俺は言う。



「一年前、お前からこの力を受け取ったときに言ったはずだぜ。俺はこの戦争の支配者になるってな」



「……あいつらを戦争から
隔離
 かくり

 しているのは、戦力にしたいから？」



　リーティアは俺の言葉を半ば無視するような形で、文芸部へと視線を流した。



　半年前、異能に目覚めさせられた、五人の子供達。





《黒焰》
 ダークアンドダーク

 安藤寿来。





《永遠》
 クローズドクロツク

 
神崎
 かんざき

 灯代。





《五帝》
 オーバーエレメント

 
櫛川
 くしかわ

 鳩子。





《酢豚》
 パイナツプル

 
姫木
 ひめき

 千冬。





《始原》
 ルートオブオリジン

 高梨彩弓。



　……なんか一個間違ってる気がするが、思い出せないから、別にいい。



　本当にいいネーミングセンスだ。できることなら、妹の異能ぐらいは俺がネーミングしたかったところだが、今更それを言ってもしょうがない。



「あの五人の内、四人は強力な異能に目覚めているわ。純粋な異能の力だけなら、この戦争に参加している
異能者
 プレイヤー

 の中でもトップクラスね。もしもあそこの女四人があんたの仲間になるなら……」



「見当外れもいいところだな、リーティア」



　言葉を途中で遮り、俺は正面から自分の担当精霊を見据える。



「俺はただ、妹を戦争に参加させたくないだけだ。俺は兄貴としてあいつになにもできなかった。だから、せめてあいつだけはこの手で守りたい……」



「あー、そういう冗談いいから。短い付き合いだけど、あんたがそういうキャラじゃないってことはわかってる」



「あっそ」



　やれやれ。冗談が通じない女はつまらないねえ。



「リーティア。ついでにもう一つ見当はずれだぜ。あの五人の中で怖いのは四人の女じゃない。一番怖いのは──安藤寿来だ」



「はあ？　冗談でしょ。あの安藤って男の異能は、もうカスみたいな異能よ。
異能者
 プレイヤー

 の中でもダントツでへっぽこな
雑魚
 ざこ

 よ。あんな力、ハズレクジとしか言えないわ」



「お前はなんにもわかってねーなあ。いつも言っているだろう？　この世界を支配するのは厨二力だ」



　俺は安藤寿来に──ギルディア・シン・呪雷に思いを馳せる。



　ようやく出会えた、生涯の『
戦友
 とも

 』であり運命の『
宿敵
 てき

 』である男に。



「あいつはいずれ俺の前に立ちはだかるぜ。最強の──最後の敵としてな」



「……死ねよお前。マジで話通じねーんだっつーの」



　俺の意図を
欠片
 かけら

 も理解できないリーティアは、そう言って舌打ちした。



　考えを理解されないことには慣れているから、腹も立たない。



　俺はいつだって理解されなかった。



　いつだって否定されて生きてきた。



　自分は正しいのだとウザいくらいに主張してくるこの世界に、ずっと敗北してきた。



「まあ、いくら話が合うと言っても、俺とあいつじゃタイプが違うけどな」



　俺は言う。



「あいつは、授業中妄想するとき『もしもテロリストが襲ってきたらどうやってみんなを守ろうか』って妄想するタイプの厨二だ。だが俺は『どうやったらここにいる全員を皆殺しにできるか』って妄想するタイプだった」



　似ているけど、絶対的に違う。



　似て非なる同一存在。



　
桐生
 きりゆう

 一と安藤寿来。



　
霧龍
 キリユウ

 ・ヘルドカイザ・ルシ・ファーストとギルディア・シン・呪雷。



「あのさ一。結局あんたって、なにがしたいの？」



　リーティアは
怪訝
 けげん

 そうな表情で
尋
 たず

 ねてくる。俺は、適当に答えることにした。



「俺は、ドン・キホーテになりたいんだよ」



　この世界相手に喧嘩を売った、夢見がちな愚者に。



　周囲から
嘲笑
 ちようしよう

 され、
侮蔑
 ぶべつ

 され、
滑稽
 こつけい

 だと笑われ続けて、それでもなお自分が信じるもののためだけに戦った、偉大なる
厨二病患者
 ドン・キホーテ

 に。



「……？　大型ディスカウントショップになりたいの？」



「…………」



　なんでドン・キホーテっていうと、どいつもこいつもそっちを思い浮かべるんだろう。



「んで、リーティア。お前はなんの用だ？」



「あ、そうよ！　ようやく次に戦える
異能者
 プレイヤー

 を見つけたのよ！」



「能力は？」



「不明」



「そりゃいい。異能バトルはそうじゃねえとな」



「油断すんなボケ。もう何人もの
異能者
 プレイヤー

 を潰してる奴だから強いわよ。たぶん、あんたと同じで、戦いを楽しんでいるタイプ」



「はっ。上等だ。相手がどこのどいつだろうと、俺に逆らう野郎は──天上の地獄に叩き
堕
 お

 とすだけだ」



「……出たよダセえ決め台詞。もうお前死ねよマジで」



「かかっ」



　俺は重力を正常に戻し、桜の枝から落下する。地面に
墜落
 ついらく

 する直前、再び能力を発動。自身の体重を限りなくゼロに近づけ、ふわりと音もなく着地した。



　隣に浮かぶリーティアと共に歩き出す。



「……ギルディア・シン・呪雷。『
宵闇に嗤う二律背反の魔女
 エンドレスパラドツクス

 』。あと……ええと、その他もろもろ」



　俺は振り返りもせずに、口の中だけで小さく呟いた。



「お前らに異能バトルはまだ早い。しばらくは日常系の中で、ぐだぐだと中身のないことをやっていてくれ」







[image: ]





「結局なんだったんだろうなあ。
工藤
 くどう

 さんは」



　放課後の部室で
俺
 おれ

 が
呟
 つぶや

 くと、みんなが「さあ？」という感じで首を
傾
 かし

 げた。



　昨日俺達を襲撃してきた工藤さんは、実のところなんにも知らなかった。



　本人による自供は腕ひしぎ十字固めを食らいながらだったので、



「いやあああああ！　ごめんなさい！　本当はなんにも知らないんです！　調子のっちゃっただけなんです！　ごめんなさいいいいいやあああああああ！」



　と、終始そんな感じだった。



　工藤さんは一ヵ月ほど前に異能に目覚めたらしい。彼女の異能は単体じゃ役に立たない能力だったわけだが、それでも彼女は超常の事態に戸惑い、
怯
 おび

 えて生活していた。



　そして一週間ほど前、彼女に差出人不明の一通のメールがあったそうだ。



『文芸部の連中は、お前と同じように異能の力に目覚めている』と。



　メールを受け取った日から、工藤さんは俺達の監視を始め、そして俺達が自分と同じだということを知った。



　そんでもって昨日、俺の厨二力が大活躍したせいで、工藤さんはなし崩し的になんか戦ってしまったというわけだ。



「こ、怖かったんだよぉ──っ！　だって急にこんな力に目覚めて、こっちは一人なのにそっちは五人いるしぃい──っ！　だからナメられたら負けだと思ってこっちから
喧嘩
 けんか

 売っちゃったんだよ！　だからもう許してえ！　いやああ折れる折れるぅ──っ！」



　……転校先でいじめられないようにするためにあえて自分からヤンキー化する転校生のような理由だった。まあ、だから、悪い人ではないと思う。



　俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 もすぐに返してもらったしね。



　ああ、本当によかった。



　もう二度と手放さないからね、
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 。



「ま、工藤さんはいいとして、一番の問題はそのメールの差出人よね」



「そうだな」



　差出人は、俺達が異能者だということを知っている。俺達の異能
覚醒
 かくせい

 に関わりを持つ人物だということだ。



「やはり私達の異能は、何者かによって目覚めさせられたということなのでしょうか」



　
彩弓
 さゆみ

 さんが不安そうな声で言うと、
鳩子
 はとこ

 が
縋
 すが

 るような目でこちらを見た。



「ジューくん……私達、どうなっちゃうのかな？　やっぱり、この半年なにもなかったのは、たまたまだったのかな？　これから、なにかが起こっちゃうのかな……？」



「…………」



　俺は、なにも言うことができなかった。



　異能に関しては、俺達は驚くほどに無知だ。半年間いくら考えようとも、全ては推測の域を出なかった。



　工藤さんは敵ではなかったが、いずれは本当の敵が現れるのかもしれない。もしかしたら俺達は、知らず知らずのうちにとんでもない世界へと足を踏み入れてしまったのかもしれない。



『無知』という恐怖が、俺達に重くのしかかる。室内に沈んだ空気が流れた。



「だいじょーぶ。知らないことは、怖くない」



　と。



　高校生全員が暗い顔をしている中、千冬ちゃんがいつものマイペースな口調で言った。手にはポテトチップスの袋がある。



「千冬は、日本の政治がどうなってるのか知らないし、人がなんのために生まれるのかもわかんないし、宇宙の果てがどうなってるかちっともだけど、それでも生きてる」



　
台詞
 せりふ

 の途中で「んーっ」と袋を引っ張るが、袋を開けることが出来ずに力尽き、また台詞の続きに戻る。



「世の中には、わかんないことがいっぱい。でも、みんな生きてる」



「…………」



　高校生全員が
啞然
 あぜん

 とする。



　な、なにげに深いことを……。



「今日、学校で習った。こういうの、きゆー、っていう」



「
杞憂
 きゆう

 、か……」



　確かに千冬ちゃんの言う通りかもしれない。推測しかできないなら、考えたってしょうがない。来るかどうかもわからない敵に怯えて、人生で一度きりしかない高校生活を存分に楽しめないなんて、そんなのは愚の
骨頂
 こつちよう

 だろう。



「なるよーに、なる」



　小さな胸を張って言う千冬ちゃんに、俺は少し感心してしまった。しかし小学生に感心させられてしまうのも
癪
 しやく

 なので、俺はいつものように応じる。



「くくっ。よくぞ我が意見を代弁したな、
姫木
 ひめき

 千冬──否、
《創世》
 ワールドクリエイト

 よ！」



「ちっちっち」小さな指を左右に振る。「
《創世》
 ワールドクリエイト

 じゃなくて、
《酢豚》
 パイナツプル

 と呼んでほしい」



「……その二つ名、気に入ってるんだね」



「うん。もう能力名もこれにしたい」



「それだけは勘弁してください！」



　一生懸命考えたんだから！



　みんなとの統一感ってのもあるんだから！



　千冬ちゃんをなんとか説得した後、俺は全員に向き直る。



「じゃあ、俺らの当面の方針は『今まで通り』ってことで」



　全員が
頷
 うなず

 く。誰も異論はないようだった。



「くくっ。なにも怯えることはない。たとえなにが起ころうとも、みんなのことは俺が護るさ。この、ギルディア・シン・
呪雷
 ジユライ

 がな」



　俺は、最高にかっこいいことを言った。



　それなのにみんなは、一瞬沈黙した後、盛大なため息を
吐
 つ

 いた。



　あ、あれ……。なんか変な空気だぞ。



「あんたって言うことだけはかっこいいわよね。言うことだけは」



「安藤くんは口先だけの男ですからね」



「ジューくんは相変わらずだねー」



「アンドー、そんなことよりこれ開けて」



　みんなの反応は予想以上に悪かった。特に千冬ちゃんがひどい。そんなことよりで流されちゃったよ……。



　しょんぼりとしながら、千冬ちゃんからポテチの袋を受け取る。両手に力を込めて、袋を開け──あれ。



「……固いな、この袋。ふんがっ！」



　もう一度力を込めるが、やはり開かない。



「がああああ！　くっ……駄目か……」



「安藤、無理しないで文明の利器使いなさいよ」



　
灯代
 ともよ

 がどこからか取り出したハサミを手渡してきた。



「い、いや。ここまで来たら、なんとか自力で開けたい」



「……無駄なことを」



「ここで引いたら、俺が、俺じゃなくなっちまうんだよ！」



「名言っぽい台詞をこのタイミングで言わないでよ……」



「アンドー、早く」



「ああ、待っててね、千冬ちゃん。
覇啞々
 はああ

 ぁあ……」



　
渾身
 こんしん

 の力を込めて、袋を左右に引っ張る。しかし、開かない。



「くそ！　
諦
 あきら

 めてたまるか！　うるあああああああああ！」



　段々と腕と指が
痺
 しび

 れ、力が入らなくなる。体中が叫んでいる『もう諦めろよ』と。そしてみんなが目で訴えてくる『なんでもいいから静かにしろ』と。



　ざっけんな！



　今更後には引けねえんだよ！



　強くなりたい！　この袋を開けられるぐらいに強く！



　限界？　知るかよ、そんなもん！



　俺は今、限界を──超える！







　──どくん。







「う、お……？」



　その瞬間、俺の中で、なにかの歯車が
嚙
 か

 み合った。



　直後、俺の体から勝手に黒い炎が噴出される。今までとは比べものにならない量の炎が、俺を中心にして燃え上がった。



「な、なにやってんのよ安藤。
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 なんか発動して……？」



　灯代が不思議そうな声で言った。
他
 ほか

 のみんなも、驚いたような顔をしている。



　驚いているのは、俺も一緒だった。



　俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 が、今までとは異なるものへと
変貌
 へんぼう

 している。



　これは……この、なにかを踏み越えたような感覚は──



「か、覚醒した……」



「……はあ？」



「限界を超えて、覚醒した……」



　感覚的に──本能的に理解できる。



　俺の奥底に眠る
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 が、強い意志の元に、
異能解放第二段階
 ネクストステージ

 に到達したのだ。



　異能に目覚めた翌日には考えてあった能力名を、俺は口にする。
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「《
黒焰
 ダークアンドダーク

 ──
終止符を打つ者
 オブ・ジ・エンド

 》」



「…………」



　俺を含めて全員が
愕然
 がくぜん

 とした。数秒の痛々しい沈黙があった後、



『今かよ!?
 』



　と、全員が声を
揃
 そろ

 えて叫んだ。



　ピンチに覚醒するという王道的展開だと思うんだけど……俺のピンチってポテチの袋が開かないとか、そういうことなのかよ……。



　男の尊厳がピンチ、みたいな感じか？



　ていうか、結局袋は開いてねーし。



　空気読んでくれよ、
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 。



「安藤……あんたもしかしてウケを
狙
 ねら

 ってんの？」



「ウケ狙って覚醒なんかできるか。いや……逆に考えてみろ。仲間が一人二人死なないと覚醒しないキャラよりも、俺の方がよっぽど使えるんじゃね？」



「さすがの安藤クオリティですね」



「いや、彩弓さん。なんですかその言い方。変なタイミングで覚醒しちゃうのが俺らしさだとでも言いたいんですか？」



「でもよかったねー。ジューくん。小学校の卒業文集に書いてた夢が
叶
 かな

 ったねー」



「……ああ、そういや俺の小学校のときの夢って、『覚醒する』だったな」



「アンドー、そんなことより、ポテチ返して」



「千冬ちゃん……。もうちょっと俺に関心持とうか……」



　はあ……。



　せっかく覚醒できたっていうのに、このなんとも言えない残念感はなんだろう。



　最後に覚醒するという展開は個人的に大好物なんだが、本当に最後の最後──エピローグとでも呼ぶべき、落ち着いた日常シーンで覚醒したところでなんにも燃えねーよ。



「で、安藤。覚醒はいいけど、具体的になにがどうなったの？」



「ん、ああ──」



　試してみなければ詳しいことはわからないが、俺の異能がどのように変化したのかは、直感的に
漠然
 ばくぜん

 と理解できていた。



　俺の
《黒焰》
 ダークアンドダーク

 の
新たなる領域
 ネクストステージ

 。



　それは──








あとがき












　能力名とか技名とか二つ名とかって誰がいつ考えてんの？







　本作のスタートはこんな気持ちだったような気がします。フィクション作品には様々な専門用語が出てきますが、その名付け親に関してはなあなあになっていることが多いでしょう。たとえばバトル漫画でキャラが新必殺技を使ったとき「え、そのオシャレな技名って自分で考えたの？」なんて思うことは、誰だって一度くらいあるんじゃないでしょうか。



　というわけで、本作ではそこら辺をなあなあにせずにしっかりと描写します。専門用語の名付け親をできる限り明示するのが本作のコンセプトの一つです。ご都合主義に自然と心に名前が浮かんだりはしません。作中のキャラはみんな、夜な夜な辞書を引いてこつこつと頑張ってます。



　そんなこんなで
望公太
 のぞみこうた

 です。



　本作のテーマは『
厨二
 ちゆうに

 病』といったところでしょうか。まあ、
僕
 ぼく

 程度の
若輩
 じやくはい

 者が扱うにはあまりに深く、そして
曖昧模糊
 あいまいもこ

 としたテーマだと思います。調べても調べても終わりがなかったというのが本音です。



『厨二病』は知れば知るほどわからなくなり、追えば追うほど遠くなる。そんな不確かで抽象的な概念でした。



　……『概念』って言葉使うとなんか頭良さそうじゃね？　と思っている僕の厨二っぷりをアピールしたところで以下は謝辞。



　担当の中溝様。作品に対する多大な助力感謝します。ああでもないこうでもないと
紆余曲折
 うよきよくせつ

 を経た本作が、こうして世に出せるのは中溝様の力が非常に大きいです。



　イラストレーターの０２９様。大変多忙なスケジュールの中、仕事を引き受けていただきありがとうございました。僕の文章からこんなにも美麗なビジュアルを生み出せるスキルには、ただただ脱帽です。



　そして、異能バトルなんだか日常系なんだかはっきりしない本作を読んでくださった読者の皆様に最大級の感謝を。



　それでは、縁があったらまた会いましょう。






望公太　　














　あと、次のページからネクストプロローグもありますので、よかったらどうぞ。
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「ふう」



　放課後の生徒会室にて、私は息を漏らした。
他
 ほか

 の役員はいない。今日は集まる予定はなかったが、やり残していた仕事があったため一人で残っていた。



　誰もいない生徒会室は、少し
寂
 さみ

 しくも感じる。



　そのためだろうか。文芸部の人達は今日も
賑
 にぎ

 やかに遊んでいるのだろうか、なんてことを考えてしまう。



「…………」



　私が異能に目覚めたのは、今より一ヵ月ほど前のことだ。



　ある日突然、
謎
 なぞ

 の光に包まれたと思ったら、異能が──『異能を
奪
 うば

 う異能』が使えるようになっていた。



　異能の性質、というか効力みたいなものは、目覚めた瞬間に
漠然
 ばくぜん

 と理解できた。



　いや──すでに理解していた、というべきかもしれない。



　
上手
 うま

 く説明できないが、異能に目覚めたのと同時に、異能に関する
大雑把
 おおざつぱ

 な取り扱い説明書が、頭の中に当たり前のように存在していたのだ。



　無論、あくまで大雑把な説明書なので、有する異能の全てを理解できたわけではない。



　詳しく話を聞いたわけではないが、おそらく文芸部のメンバー達も同じ感覚だったのだろうと思う。



　ただ、私の異能は彼らと違い、単体ではなんの効果も発揮することができない。だから実際に異能を発動したのは、昨日が初めてだった。



「…………」



　昨日のことを思い出して、気分がブルーになった。
高梨
 たかなし

 さんに
傷
 いた

 めつけられた右腕がずきりと痛む（故障したわけではないので、彼女の異能では治してもらえなかった）。



　自業自得だから恨み言は言うまい。



　昨日の私はどうかしていた。
安藤寿来
 あんどうじゆらい

 に正体を
看破
 かんぱ

 されたせいで、完全に平常心を失ってしまったのだ。



　……本当は仲間に入れて欲しかっただけなのに。



「なんでこうなってしまったんだろう……。あいつら、きっと私のこと『あの女はなにがしたかったんだろう』って思ってるよ……」



　机の上で頭を抱える。



　しかし、考えてみるとこれでよかったのかもしれない。



　謎のメールによって彼らの存在を知ってから、私は生徒会長という立場を利用して遠回りな接触を繰り返して来たが、安藤寿来のおかげで急速に距離を縮めることができた。



　そう。



　安藤寿来のおかげだ。



　あの男は、遠目から観察していたときにはただの馬鹿としか思えなかった。



　しかし彼らの部室に敵として乗り込んで、その評価は
覆
 くつがえ

 った。



　私が正体を明かした後、文芸部の女子達は全員、まず安藤寿来を
窺
 うかが

 った。



　まるで指示を待つように。



　まるで彼こそがリーダーであるかのように。



　おそらく彼女達に自覚はない。無意識の内に、自然と彼を頼ってしまったのだろう。



　それは──安藤寿来があの集団の中心である証明。



　彼女達が安藤寿来に絶大な信頼を置いていることが、よくわかった。



「安藤寿来……」



　口に出して
呟
 つぶや

 いてみた。ついでに手元のノートに彼の名前を書いてみた。



　……
恥
 は

 ずかしくなってすぐに消した。



「と、とにかくっ、あの男が
只者
 ただもの

 ではないことは確かだ」



　彼女達をまとめ上げていること以外にも、たとえば──



　私の正体を見破った観察眼。



　一見馬鹿としか思えないが、その実計算され尽くした行動の数々。



　使い道のない異能を最大限に活用した発想力。



　最終的には
神崎灯代
 かんざきともよ

 や高梨さんが全てを持っていったように見えたが、それは彼女達に花を持たせてやったに違いない。



「なんてすごい男なんだ……」



　改めて安藤寿来の
凄
 すさ

 まじさを実感した私は、思わず胸を押さえた。



　昨日から、彼のことを考えると
鼓動
 こどう

 が速くなる。



　ドキドキしてしまう。



　その上顔が熱くなるし、ついボケーっとしてしまうし、胸がなんだか切なくなる。



「……安藤寿来」



　私は、まだ文芸部にいるであろう彼に
想
 おも

 いを
馳
 は

 せる。



　そしてポケットに手を入れ、一通の手紙を取り出し、中身を見る。



　それは──安藤寿来からのラブレターだった
 。



「ふ、ふふっ」



　自然と口元が
綻
 ほころ

 んでしまう。



「安藤寿来──
惚
 ほ

 れたっ！」







著者




望　公太（のぞみ　こうた）




　望公太の黒歴史その一。



　学生時代はテニス部で、ラケットには全てこっそりと名前をつけていた。



　一代目がレイブン、二代目が黒樫（ガットの網目を格子に見立てた）、三代目がクロノルシファー（「クロノ」と「黒の」がかかっている）。言うまでもなく色は全て黒だった。







イラスト




０２９（おにく）




「はたらく魔王さま！」（ＡＭＷ）、「ドラゴンライズ」（小学館）挿絵担当。







　俺のこの手が光って唸る！　お前を倒せと輝き叫ぶ！　必殺！　シャァァイニング フィンガァァー！（原稿を手に）



　こんな奴が挿絵を担当しています。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています








＜アンケートページはこちら＞



https://emob.jp/m/fi.php?a=gabunko&d=6&i=4453
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取ればアンケートページにアクセスできます）








〈あて先〉



〒１０６－００３２



東京都港区六本木２－４－５



ソフトバンク クリエイティブ（株）



ＧＡ文庫編集部 気付







「望　公太先生」係



「029
 先生」係







http://ga.sbcr.jp/








ＧＡ文庫







異能
 いのう

 バトルは
日常系
 にちじようけい

 のなかで







望　公太















発行人　新田光敏










発行所　ソフトバンク クリエイティブ株式会社






　　　　〒１０６－００３２



　　　　東京都港区六本木２－４－５










装　丁　　　AFTERGLOW（山崎剛／西野英樹）



印刷・製本　中央精版印刷株式会社










２０１２年６月３０日　初版第一刷発行



２０１２年１０月１日　電子第一版発行







[image: ]
 Kota Nozomi　　ISBN 978-4-7973-6991-5





OEBPS/Image00042.jpg





OEBPS/Image00044.jpg





OEBPS/Image00040.jpg





OEBPS/Image00041.gif





OEBPS/Image00038.jpg
A< 2

om
(ar—?})}:g}m e

THBBRO L.
TORERME L. DHHBTOSDEBRT 5.

BIEEDERS, ETEYHRL. H&Y STRVRRICL
THRUDN. B5EVEANOFESMIBENTIL, BH
HFROWMYTHZ [REFINT 1 7! PHALTOERERTIE.
HEREVRVBERDNABEFEh, FTHORKHELTRS
WHATUIVE, THTEBEMR. EBOEUERBTHBL
VST, VY- ARV TERENIRCS Y — |

et vh X

h\’%\ VU 3 l

AL A —
s Bloody Vivrek)—~iih #






OEBPS/Image00039.jpg
L & 35
. %90;/\

&
L~ 1%





OEBPS/Image00037.jpg





OEBPS/Image00035.jpg





OEBPS/Image00036.jpg





OEBPS/Image00033.jpg





OEBPS/Image00034.gif
i





OEBPS/Image00031.jpg
Gy
g
<t

MU A B,
(BRI50)
N v—m7497%)

TFERBDREE,

MhNEHBZNERITET, HINERR, BELAOER
&,

BEOLGREHFEREE>TVVESD. LEOAEEN
Eo7eb. MFLBREES LB VARA SWLHEP TEES LN,
HREADHISTFHERRB TH D/, €501\ ZEIFTPIRE,

VDD, BBIARBENEDLE S THTZRHIZ WL, 4T
ROHEEE BVRDERICETB> TR L. AL viag

#Bloody Vivrek)— b e A -






OEBPS/Image00032.jpg





OEBPS/Image00029.jpg





OEBPS/Image00030.jpg





OEBPS/Image00027.jpg





OEBPS/Image00028.jpg
%@W

KREDREE.

BATEEND, ABICLATHRIND., BEBADREE.
RRN—LZREMIER e &, WHPTLEDQ KD M
BROEDS & A X—TTBEGTHFICAETES. ZOR
SR THAATVS. L DRADHK,

HEBARNPORNSE Y. FLEPAR [EATH DD,
BADBANBRLAN] EE>TRHZERIBZ ERELY

s#Bloody VivreXk)- bk





OEBPS/Image00026.jpg
BUEXERORE,

BXKREADEODREMEBBBTEICERSD.

BEDT 72 BI—1E21BZZILES—DMBETHOABA
EBIH. THEZEMOTRABALSS. MOTLSDIE %
PRORE] ZIETEETH Y. LEDOSMOBIBRENELELD
CRHAPBES, KE—SISMALN. MIINHTERATE
BN EDBRRIE, BREYK (A—UX8—) BIIERFHIC
BIRATERVSTEI THMEDED>THIFLrBRNL

LAL. BMEVIDREEFREFTH2ZVLDOTH -
At

M. Dolf— =0 Polt—

s#Bloody VivreXk)- bk





OEBPS/Image00024.jpg





OEBPS/Image00025.jpg





OEBPS/Image00022.gif





OEBPS/Image00023.gif





OEBPS/Image00020.gif





OEBPS/Image00021.gif





OEBPS/Image00018.gif





OEBPS/Image00019.gif





OEBPS/Image00017.gif





OEBPS/Image00015.gif





OEBPS/Image00016.gif





OEBPS/Image00013.jpg
X 7n—x‘b7n17)

BSRIERR DRRE.

MBICERE [MEILDS] EHICRZH. LALFARE
TRV ERICIE. BY \®E§F3§m§g0)&§?ﬁ‘b7\7bf ‘)
PUHLY T BN THS. ZhIIC. BAOBHEORET
By BRIELARREOREBF YT B,

WEHMEL TVBOD, ZhEBHRHEEL TVBDD.

WREGHBHOTOEOD, ZhESHRLEFHFILES>THBOH,

FRUIHICEDD SR BRCG BHHREDBROLE,

W B&OEMITHTRIE, BEIEDDEERF/IENYF %P
BEICLTWED. ZOENYFUHHENICETFROT,
BEFPSB BT

s#Bloody VivreXk)- bk






OEBPS/Image00014.jpg





OEBPS/Image00011.jpg





OEBPS/Image00012.jpg





OEBPS/Image00009.jpg





OEBPS/Image00010.jpg





OEBPS/Image00007.jpg
%132 Rk (K8 -

an—xmnwmm\%
fna sy canoEe
K= 22D T Bk






OEBPS/Image00008.jpg
HEC L umogn

2UERED e Ry o <
Bl [CE SN riresind
jane L CE NNV -

HEPRSODS0S P
Mﬁvgﬁiaﬁsﬁcﬁutﬁ.ﬁum N
(&8 D=LdDHY£) WLRHOH6L IO

HECRFHIN MRS HEHO RN
ZOR (Wi - =K —HIRNL) iR

VBRROIS

SRSNIHBRI B0
o { 00 - R— LT

o 4 SER-LORM
Mim P
BT o) waely” sEeRaReMER





OEBPS/Image00004.jpg
=

ﬁ%@%mgm?‘.\mﬁ‘






OEBPS/Image00005.jpg
s

2 : Y

T @RISR A0






OEBPS/Image00002.jpg





OEBPS/Image00003.jpg





OEBPS/Image00000.jpg





OEBPS/Image00001.jpg
IND EET

~-ATION D283k






OEBPS/Image00006.gif





